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泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

とりまとめた資料-1 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

  

 

 

 

  

 

比較結果等をとりまとめた資料 

１．先行審査実績等を踏まえた泊３号炉まとめ資料の変更状況(2017 年３月以降) 

1-1）設計方針・運用・体制等を変更し，まとめ資料を修正した箇所と理由 

a. 大飯３／４号炉まとめ資料と比較した結果，変更したもの ：なし 

b. 女川２号炉まとめ資料と比較した結果，変更したもの ：なし 

c. 他社審査会合の指摘事項等を確認した結果，変更したもの ：なし 

d. 当社が自主的に変更したもの     ：下記１件 

・所内常設蓄電式直流電源設備に係る 24 時間給電の要求に対して，これまではＡ系統は蓄電池（非常用）で，Ｂ系統は蓄電池（非常用）及び後備蓄電池で給電する設計としていたが， 

地下水排水設備等の設計変更を見込んだ非常用直流母線の負荷増加に伴い，Ａ系統についても蓄電池（非常用）及び後備蓄電池で給電するよう設計方針を変更した。 

（これに伴い，全交流動力電源喪失の発生からＡ系統は 17 時間後，Ｂ系統は 13 時間後に後備蓄電池を接続する。）【補足説明資料 57-5】 

・有効性評価「想定事故１」及び「想定事故２」における燃料消費に関する評価の見直しに伴い，燃料タンク（SA）を新規に設置して発電所内で保有する燃料に余裕を確保するよう変更した。 

 

1-2）設計方針・運用・体制を変更するものではないが，まとめ資料の記載の充実を行った箇所と理由 

a. 大飯３／４号炉まとめ資料と比較した結果，変更したもの ：下記２件 

・代替電源設備の主要仕様に係る記載の明確化のため，大飯まとめ資料と同様の記述を第 10.2.1 表及び第 10.2.2 表に追加した。【比較表 P57-49～58】 

・代替非常用発電機への火山灰の侵入に対する影響について，大飯まとめ資料と同様の記述を「補足説明資料 57-14」に追加した。【補足説明資料 57-14】 

b. 女川２号炉まとめ資料と比較した結果、変更したもの ：下記５件 

・本条文の基準適合性に係る説明性向上のため，女川まとめ資料と同様に「添付資料」を追加した。【添付資料】 

・可搬型代替電源車，可搬型直流電源用発電機及び可搬型直流変換器の接続について，女川まとめ資料と同様の記述を「補足説明資料 57-8」に追加した。【補足説明資料 57-8】 

・まとめ資料の構成を，女川まとめ資料と同様に設置変更許可申請書の構成とした。【全般】 

・類似する重大事故等対処手段を比較対象として，記載表現，構文を可能な限り取り入れた。【全般】 

・重大事故等対処設備（設計基準拡張）の設備分類を新たに設定し，重大事故等対処設備（設計基準拡張）を既設置許可申請書にある設備分類の中に“重大事故等時”として追加する 

構成とした。【全般】 

c. 他社審査会合の指摘事項等を確認した結果、変更したもの ：なし 

d. 当社が自主的に変更したもの     ：なし 
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赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

   

 

 

 

 

 

２．大飯３／４号炉まとめ資料との比較結果の概要 

2-1）設備の相違 

・電源設備の概要等について，「第 57 条 電源設備の概要」，「第 57 条 電源設備の一覧」及び「系統概要図」に示す。 

設備・運用の相違は次のとおり。 

No. 大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

１ 想定される重大事故等時において使用する設計基準事故対処設備の扱い 【設備・運用の相違（設計基準拡張）】（例：比較表 P57-1） 

・大飯は重大事故等時に使用する設計基準事故対処設備を「重大事故等対処設備」として使用する。 

・泊は女川と同様に「重大事故等対処設備（設計基準拡張）」として使用する。（女川と同様） 

 

 

 

 

 

 

重大事故等対処設備 

・ディーゼル発電機 

・蓄電池（安全防護系用） 

重大事故等対処設備（設計基準拡張） 

・非常用交流電源設備 

（非常用ディーゼル発電機，高圧炉心ス

プレイ系ディーゼル発電機） 

・非常用直流電源設備 

（125V 蓄電池 2H） 

重大事故等対処設備 

・非常用直流電源設備 

（125V 蓄電池 2A，125V 蓄電池 2B） 

重大事故等対処設備（設計基準拡張） 

・非常用交流電源設備 

（ディーゼル発電機） 

 

 

 

重大事故等対処設備 

・非常用直流電源設備 

（蓄電池（非常用）） 

２ 号炉間電力融通設備の扱い 【設備・運用の相違（号炉間電力融通設備）】（例：比較表 P57-2） 

・大飯は複数号炉同時申請のため，号炉間電力融通設備を「重大事故等対処設備」として整備している。 

・泊は女川と同様に単独号炉申請のため，「自主対策設備」として整備する。（女川と同様） 

重大事故等対処設備 

・号機間電力融通恒設ケーブル 

・号機間電力融通予備ケーブル 

自主対策設備 

・号炉間電力融通ケーブル（常設） 

・号炉間電力融通ケーブル（可搬型） 

自主対策設備 

・号炉間連絡ケーブル 

・号炉間連絡予備ケーブル 

３ 代替直流電源設備による給電手段 【設備・運用の相違（常設代替直流電源設備）】（例：比較表 P57-2） 

・女川は代替直流電源設備の所内常設蓄電式直流電源設備のバックアップとして，常設代替直流電源設

備及び可搬型代替直流電源設備による直流電源の供給手段を整備している。 

・泊は大飯及び他 PWR と同様に所内常設蓄電式直流電源設備である後備蓄電池投入後，早期の電源復旧

が見込めない場合には，所内常設蓄電式直流電源設備のバックアップとして可搬型代替直流電源設備

による直流電源の供給手段を整備する。（大飯と同様） 

・所内常設蓄電式直流電源設備 

（蓄電池（安全防護系用）） 

 

・可搬型直流電源設備 

・所内常設蓄電式直流電源設備 

（125V 蓄電池 2A，125V 蓄電池 2B） 

・常設代替直流電源設備 

・可搬型代替直流電源設備 

・所内常設蓄電式直流電源設備 

（蓄電池（非常用）及び後備蓄電池） 

 

・可搬型代替直流電源設備 

４ 非常用電源設備の系統数 【炉型による非常用電源設備構成の相違】（例：比較表 P57-3） 

・女川の非常用電源設備は高圧炉心スプレイ系を有した３系統（区分Ⅰ，区分Ⅱ及び区分Ⅲ）である。 

・泊は大飯及び他 PWR と同じ２系統（Ａ系及びＢ系）構成である。（大飯と同様） 

・非常用電源設備：２系統 

（Ａ系及びＢ系） 

・非常用電源設備：３系統 

（区分Ⅰ，区分Ⅱ及び区分Ⅲ） 

・非常用電源設備：２系統 

（Ａ系及びＢ系） 

５ 代替非常用発電機の起動方法／常設及び可搬型代替交流電源設備の給電先 【設備・運用の相違（代替非常用発電機の起動方法）】（例：比較表 P57-4） 

・女川は外部電源喪失時にガスタービン発電機を自動起動する。 

・泊は大飯と同様に全交流動力電源喪失時に中央制御室の手動操作にて速やかに代替非常用発電機を

起動する。（大飯と同様） 

 

【設備・運用の相違（常設及び可搬型代替交流電源設備の給電先）】（例：比較表 P57-4） 

・女川は全交流動力電源喪失時に代替交流電源設備から緊急用高圧母線を介して非常用高圧母線又は

緊急用低圧母線に給電する。 

・泊は大飯と同様に全交流動力電源喪失時に代替交流電源設備から非常用高圧母線及び代替格納容器

スプレイポンプ変圧器盤（大飯は代替所内電気設備変圧器）に給電する。（大飯と同様） 

・空冷式非常用発電装置は、中央制御室の

操作にて速やかに起動し、非常用高圧母

線へ接続することで電力を供給できる

設計とする。 

・ガスタービン発電機を外部電源喪失時に

自動起動し，緊急用高圧母線 2F 系を介

して非常用高圧母線 2C 系及び非常用高

圧母線2D系又は緊急用低圧母線2G系へ

接続することで電力を供給できる設計

とする。 

・代替非常用発電機を全交流動力電源喪失

時に中央制御室の操作にて速やかに起

動し，非常用高圧母線及び代替格納容器

スプレイポンプ変圧器盤へ接続するこ

とで電力を供給できる設計とする。 
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No. 大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

６ 代替非常用発電機の燃料補給／燃料貯蔵設備 【設備・運用の相違（代替非常用発電機の燃料補給）】（例：比較表 P57-5） 

・女川はガスタービン発電機専用の軽油タンクを設置しており，ガスタービン発電機への燃料補給は，

軽油タンクから移送ポンプにより自動補給する。 

・泊は大飯と同様にディーゼル発電機燃料油貯油槽から可搬型タンクローリーに汲み上げた燃料を代

替非常用発電機に燃料を補給する。（大飯と同様） 

 

【設備・運用の相違（燃料貯蔵設備）】（例：比較表 P57-5） 

・大飯はディーゼル発電機の燃料貯蔵設備として，燃料油貯蔵タンクに加えて重油タンクを増設して燃

料を確保している。 

・女川は軽油タンクに加えて SA 設備のガスタービン発電機専用のガスタービン発電設備軽油タンクを

設けて燃料を確保している。 

・泊はディーゼル発電機燃料油貯油槽に加えて燃料タンク（SA）を新規に設置して燃料を確保する設計

とする 

・空冷式非常用発電装置は、燃料油貯蔵タ

ンク又は重油タンクよりタンクローリ

ーを用いて燃料を補給できる設計とす

る。 

 

【（参考）美浜】 

・空冷式非常用発電装置は、燃料油貯蔵タ

ンクより可搬式オイルポンプ又はタン

クローリー（燃料油移送ポンプ使用時含

む。）を用いて燃料を補給できる設計と

する。 

・ガスタービン発電機の燃料は，ガスター

ビン発電設備軽油タンクよりガスター

ビン発電設備燃料移送ポンプを用いて

補給できる設計とする。 

・ガスタービン発電設備軽油タンクの燃料

は，軽油タンクよりタンクローリを用い

て補給できる設計とする。 

・電源車の燃料は，軽油タンク又はガスタ

ービン発電設備軽油タンクよりタンク

ローリを用いて補給できる設計とする。 

・代替非常用発電機の燃料は，ディーゼル

発電機燃料油貯油槽又は燃料タンク

（SA）より可搬型タンクローリー（ディ

ーゼル発電機燃料油移送ポンプ使用時

を含む。）を用いて補給できる設計とす

る。 

７ 可搬型タンクローリーへの燃料汲み上げ 【設備・運用の相違（可搬型タンクローリーへの燃料汲み上げ）】（例：比較表 P57-5） 

・大飯及び女川は燃料タンクからタンクローリーへ直接燃料を汲み上げる手段を整備して，燃料補給す

るための複数のルートを確保している。 

・泊は美浜と同様にディーゼル発電機燃料油貯油槽又は燃料タンク（SA）から可搬型タンクローリーへ

直接燃料を汲み上げる手段に加えて，ディーゼル発電機燃料油貯油槽からディーゼル発電機燃料油移

送ポンプを用いて燃料を汲み上げる手段を整備して，燃料補給するための複数のルートを確保してい

る。（美浜と同様） 

・タンクローリーによる汲み上げ 

 

【（参考）美浜】 

・タンクローリー（燃料油移送ポンプ使用

時含む。）による汲み上げ 

・タンクローリによる汲み上げ 

 

・可搬型タンクローリー（ディーゼル発電

機燃料油移送ポンプ使用時含む。）によ

る汲み上げ 

８ 他号炉設備との共用 【設備，運用の相違（共用設備）】（例：比較表 P57-6） 

・大飯は複数号炉同時申請のため，他号炉設備を重大事故等時の共用設備と整備している。 

・泊は女川と同様に単独号炉申請のため，他号炉設備は共用しない。（女川と同様） 

・他号炉設備を重大事故等時に共用する 

（複数号炉同時申請のため） 

・他号炉設備は共用しない 

（単独号炉申請のため） 

・他号炉設備は共用しない 

（単独号炉申請のため） 

９ 直流負荷への給電方法 【設備・運用の相違（直流負荷への給電）】（例：比較表 P57-10） 

・女川は 125V 直流電源切替盤を設けて常設代替直流電源設備又は可搬型代替直流電源設備から負荷に

直接給電する。 

・泊は大飯と同様に直流母線を介して負荷に給電する。（大飯と同様） 

・直流母線を介して負荷に給電する。 ・125V 直流電源切替盤で切り替えて負荷

に直接給電する。 

・直流母線を介して負荷に給電する。 

10 所内常設蓄電式直流電源設備の蓄電池の構成 【設備・運用の相違（蓄電池の構成）】（例：比較表 P57-10） 

・大飯及び女川は蓄電池（安全防護系用）（女川は 125V 蓄電池 2A 及び 125V 蓄電池 2B）で 24 時間にわ

たり給電する。 

・泊は伊方と同様に蓄電池（非常用）及び後備蓄電池（伊方は蓄電池（重大事故等対処用））を組み合

わせることにより 24 時間にわたり給電する。（伊方と同様） 

 

【設備・運用の相違（後備蓄電池の操作）】（例：比較表 P57-39） 

・大飯及び女川は蓄電池の操作は不要である。 

・泊及び伊方は組み合わせる後備蓄電池（伊方は蓄電池（重大事故等対処用））の操作は設置場所で可

能である。また，泊は設置場所に加えて中央制御室での操作も可能である。（伊方と同様） 

・蓄電池（安全防護系用）で 24 時間にわ

たり給電する。 

 

【（参考）伊方】 

・蓄電池（非常用）及び蓄電池（重大事故

等対処用）を組み合わせることにより 24

時間にわたり給電する。 

・蓄電池（重大事故等対処用）の操作は，

設置場所で可能な設計とする。 

・125V 蓄電池 2A 及び 125V 蓄電池 2B で 24

時間にわたり給電する。 

 

・蓄電池（非常用）及び後備蓄電池を組み

合わせることにより 24 時間にわたり給

電する。 

 

 

 

 

・後備蓄電池の操作は，中央制御室又は設

置場所で可能な設計とする。 

 



 

泊発電所３号炉 ＤＢ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

とりまとめた資料-4 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

   

 

 

 

 

 

 

No. 大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

11 不要な負荷の切離し 【設備・対応手段の相違（負荷切り離し）】（例：比較表 P57-10） 

・大飯及び女川は中央制御室において簡易な操作で不要な負荷を切り離す。 

・泊は伊方と同様に中央制御室又は隣接する安全系計装盤室において１時間以内に不要な負荷を切り

離す。（伊方と同様） 

・中央制御室において簡易な操作で不要な

負荷を切り離す。 

 

【（参考）伊方】 

・中央制御室に隣接する計装盤室において

簡易な操作で不要な負荷を切り離す。 

・中央制御室において１時間以内に不要な

負荷を切り離す。 

・中央制御室又は隣接する安全系計装盤室

において１時間以内に不要な負荷を切

り離す。 

12 可搬型直流電源用発電機及び電路 【設備・運用の相違（可搬型直流電源用発電機）】（例：比較表 P57-13） 

・大飯及び女川は可搬型代替交流電源設備の電源車を使用する。 

・大飯は非常用所内電気設備の電路を経由して直流母線に接続する。 

・女川は代替所内電源設備の電路を経由して SA 専用の直流母線に接続する。 

・泊は伊方と同様に可搬型代替直流電源設備専用の発電機を使用し，専用の電路を経由して直流母線に

接続する。（伊方と同様） 

・可搬型直流電源設備として，電源車及び

可搬式整流器を使用する。これらの設備

は、直流母線へ接続することにより、24

時間にわたり電力を供給できる設計と

する。 

 

【（参考）伊方】 

・可搬型直流電源設備として，75kVA 電源

車及び可搬型整流器により構成する可

搬型直流電源装置並びに軽油タンク及

びミニローリーを使用する。可搬型直流

電源装置は，直流母線へ接続することに

より，24 時間にわたり電力を供給できる

設計とする。 

・電源車を代替所内電気設備，125V 代替充

電器及び 250V 充電器を経由し，125V 直

流主母線盤 2A-1，125V 直流主母線盤 2B-

1 及び 250V 直流主母線盤へ接続するこ

とで電力を供給できる設計とする。 

・可搬型直流電源用発電機は可搬型直流変

換器を経由し，Ａ直流母線又はＢ直流母

線へ接続することで電力を供給できる

設計とする。 

13 可搬型代替直流電源設備の構成 【設備・運用の相違（可搬型代替直流電源設備の構成）】（例：比較表 P57-13） 

・女川は可搬型代替直流電源設備としても常設代替直流電源設備である 125V 代替蓄電池及び 250V 蓄電

池から給電し，その後，可搬型代替交流電源設備の電源車を使用して常設の 125V 代替充電器及び 250V

充電器を経由した代替所内電気設備の 125V 及び 250V 直流主母線盤へ給電する。 

・泊は大飯及び他 PWR と同様に可搬型の発電機及び変換器を使用した給電手段を整備する。 

また，所内常設蓄電式直流電源設備である後備蓄電池投入後，早期の電源復旧が見込めない場合には，

伊方と同様に可搬型代替直流電源設備専用の発電機及び電路を使用可搬型代替直流電源設備により

直流電源を供給する手段を整備する。（伊方と同様） 

・電源車 

・燃料油貯蔵タンク（重大事故等時のみ３

号及び４号炉共用） 

・重油タンク（重大事故等時のみ３号及び

４号炉共用） 

・タンクローリー（３号及び４号炉共用） 

・可搬式整流器 

 

【（参考）伊方】 

・75kVA 電源車 

・軽油タンク 

・ミニローリー 

・可搬型整流器 

・125V 代替蓄電池 

・250V 蓄電池 

・電源車 

・125V 代替充電器 

・250V 充電器 

・軽油タンク 

・ガスタービン発電設備軽油タンク 

・タンクローリ 

・可搬型直流電源用発電機 

・可搬型直流変換器 

・ディーゼル発電機燃料油貯油槽 

・燃料タンク（SA） 

・可搬型タンクローリー 
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赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 
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固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

   

 

 

 

 

 

 

No. 大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

14 代替所内電気設備の構成等／代替所内電気設備による直流給電／代替炉心注水等 【設備・運用の相違（代替所内電気設備の構成等）】（例：比較表 P57-15） 

・女川は緊急用母線，変圧器等の電路を代替所内電気設備として整備し，常設代替交流電源設備又は可

搬型代替交流電源設備の電路として使用する。 

・泊は大飯及び伊方と同様に代替非常用発電機又は可搬型代替電源車と専用の変圧器，分電盤等の電源

及び電路を代替所内電気設備として整備する。（大飯及び伊方と同様） 

 

【設備・運用の相違（代替所内電気設備による直流給電）】（例：比較表 P57-15） 

・大飯は代替所内電気設備として可搬式整流器を使用した直流給電の手段を整備している。 

・泊は女川及び伊方と同様に代替所内電気設備とは別に可搬型代替直流電源設備で直流給電する手段

を整備する。（女川及び伊方と同様） 

 

【設備・運用の相違（代替炉心注水等）】（例：比較表 P57-15） 

・大飯及び伊方は代替所内電気設備変圧器を経由し，代替炉心注水等を行う恒設代替低圧注水ポンプに

給電する。 

・泊は代替所内電気設備変圧器とは別の代替格納容器スプレイポンプ専用の変圧器を経由し，代替格納

容器スプレイポンプに給電する。代替炉心注水等を行う常設重大事故等対処設備へ給電する機能を有

しているという点において大飯と同様である。（大飯及び伊方と同様） 

・空冷式非常用発電装置 

・燃料油貯蔵タンク（重大事故等時のみ３

号及び４号炉共用） 

・重油タンク（重大事故等時のみ３号及び

４号炉共用） 

・タンクローリー（３号及び４号炉共用） 

・代替所内電気設備変圧器 

・代替所内電気設備分電盤 

・可搬式整流器 

 

【（参考）伊方】 

・空冷式非常用発電装置 

・重油タンク 

・ミニローリー 

・代替電気設備受電盤 

・代替動力変圧器 

・ガスタービン発電機接続盤 

・緊急用高圧母線 2F 系 

・緊急用高圧母線 2G 系 

・緊急用動力変圧器 2G 系 

・緊急用低圧母線 2G 系 

・緊急用交流電源切替盤 2G 系 

・緊急用交流電源切替盤 2C 系 

・緊急用交流電源切替盤 2D 系 

・非常用高圧母線 2C 系 

・非常用高圧母線 2D 系 

・代替非常用発電機 

・可搬型代替電源車 

・ディーゼル発電機燃料油貯油槽 

・燃料タンク（SA） 

・ディーゼル発電機燃料油移送ポンプ 

・可搬型タンクローリー 

・代替所内電気設備変圧器 

・代替所内電気設備分電盤 

・代替格納容器スプレイポンプ変圧器盤 

15 可搬型設備の保有数及びバックアップ設備の考え方 【設備・運用の相違（使用数及び保有数）】（例：比較表 P57-34） 

・大飯は複数号炉同時申請のため，号炉共用のバックアップ設備を保管している。 

・泊は女川と同様に単独号炉申請のため，号炉単独でバックアップ設備を保管する。 

大飯及び女川と使用数及び保有数は異なるが，必要数量を保管するという点において同等である。 

（女川と同様） 

・複数号炉同時申請のため，号炉共用のバ

ックアップ設備を保管している。 

・単独号炉申請のため，号炉単独でバック

アップ設備を保管する。 

・単独号炉申請のため，号炉単独でバック

アップ設備を保管する。 

16 ケーブルの接続方法 【設備・運用の相違（ケーブルの接続方法）】（例：比較表 P57-43） 

・大飯は３号及び４号炉同一規格のコネクタ接続又は簡便な接続規格による端子接続を採用している。 

・女川はコネクタ接続を採用するとともに，接続用の足場を設けている。 

・泊は伊方と同様に一般的に用いられる工具を用いて接続できるボルト・ネジ接続を採用する。 

大飯及び女川と接続方法は異なるが，確実に接続できるという点において同等である。（伊方と同様） 

・コネクタ接続（号炉同一規格） 

 

【（参考）伊方】 

・ボルト・ネジ接続 

・コネクタ接続 ・ボルト・ネジ接続 

17 可搬型直流電源用発電機の運搬 【設備・運用の相違（可搬型直流電源用発電機の運搬）】（例：比較表 P57-44） 

・大飯及び女川は可搬型代替交流電源設備の電源車を使用する。 

・泊は玄海と同様に可搬型直流電源用発電機は自走できないため，他の車両（ホイールローダ）により

運搬する。大飯及び女川と運搬方法は異なるが，車両により設置場所にアクセス可能であるという点

において同等である。（玄海と同様） 

・電源車は、車両として移動可能な設計と

するとともに、車輪止めにより設置場所

にて固定できる設計とする。 

（可搬型代替電源設備の電源車を使用） 

 

【（参考）玄海】 

・直流電源用発電機は、車両等により運搬

できる設計とするとともに、車輪止めを

積載し、設置場所にて固定できる設計と

する。 

・電源車は，車両として屋外のアクセスル

ートを通行してアクセス可能な設計と

するとともに，設置場所にて輪留めによ

る固定等が可能な設計とする。 

（可搬型代替交流電源設備の電源車を

使用） 

・可搬型直流電源用発電機は，車両により

運搬して屋外のアクセスルートを通行

してアクセス可能な設計とする 
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2-2）設備名称等の相違 

No. 大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

１ ・使用済燃料ピット ・使用済燃料プール ・使用済燃料ピット 設備名称の相違（使用済燃料ピット） 

（例：比較表 P57-1） 

２ ・ディーゼル発電機 ・非常用ディーゼル発電機 ・ディーゼル発電機 設備名称の相違（D/G） 

（例：比較表 P57-3） 

３ ・空冷式非常用発電装置 ・ガスタービン発電機 ・代替非常用発電機 設備名称の相違（代替非常用発電機） 

（例：比較表 P57-4） 

４ ・燃料油貯蔵タンク ・軽油タンク ・ディーゼル発電機燃料油貯油槽 設備名称の相違（燃料油貯油槽） 

（例：比較表 P57-4） 

５ ・タンクローリー ・タンクローリ ・可搬型タンクローリー 設備名称の相違（タンクローリー） 

（例：比較表 P57-4） 

６ ・非常用高圧母線 ・非常用高圧母線 2C 系及び非常用高圧母線 2D 系 ・非常用高圧母線 設備名称の相違（非常用高圧母線） 

（例：比較表 P57-4） 

７ ・電源車 ・電源車 ・可搬型代替電源車 設備名称の相違（可搬型代替電源車） 

（例：比較表 P57-7） 

８ ・蓄電池（安全防護系用） ・125V 蓄電池 2A，125V 蓄電池 2B ・蓄電池（非常用） 設備名称の相違（蓄電池(非常用)） 

（例：比較表 P57-10） 

９ ・充電器 ・125V 充電器 2A，125V 充電器 2B ・Ａ充電器，Ｂ充電器 設備名称の相違（充電器） 

（例：比較表 P57-10） 

10 ・Ａ－非常用直流母線，Ｂ－非常用直流母線 ・125V 直流主母線盤 ・Ａ直流母線，Ｂ直流母線 設備名称の相違（直流母線） 

（例：比較表 P57-10） 

11 ・可搬式整流器 ・125V 代替充電器 ・可搬型直流変換器 設備名称の相違（可搬型直流変換器） 

（例：比較表 P57-13） 

12 ・代替所内電気設備変圧器 

・代替所内電気設備分電盤 

・緊急用動力変圧器 2G 系 

・緊急用低圧母線 2G 系 

・代替所内電気設備変圧器 

・代替所内電気設備分電盤 

設備名称の相違（代替所内電気設備） 

（例：比較表 P57-15） 

13 ・原子炉周辺建屋 ・原子炉付属棟 

・原子炉建屋付属棟近傍 

・ディーゼル発電機建屋 

・原子炉建屋 

設置場所の相違（D/G 設置場所） 

（例：比較表 P57-20） 

14 －（記載なし） ・非常用ディーゼル発電設備燃料移送ポンプ 

・非常用ディーゼル発電設備燃料デイタンク 

・ディーゼル発電機燃料油移送ポンプ 

・ディーゼル発電機燃料油サービスタンク 

設備名称の相違（D/G 燃料油移送設備） 

（例：比較表 P57-20） 

15 ・制御建屋 ・制御建屋 ・原子炉補助建屋 設置場所の相違（蓄電池設置場所） 

（例：比較表 P57-23） 

16 ・制御建屋 ・制御建屋 ・原子炉補助建屋 保管場所の相違（可搬型直流変換器保管場所） 

（例：比較表 P57-24） 

17 ・制御建屋 ・原子炉付属棟 ・原子炉補助建屋 設置場所の相違（代替所内電気設備設置場所） 

（例：比較表 P57-25） 

18 ・車輪止めや固縛等 ・輪留め ・車輪止め 記載表現の相違（車輪止め） 

（例：比較表 P57-27） 
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大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

＜代替交流電源設備＞ 

 常設代替交流電源設備による給電 

 常設代替交流電源設備※を屋外に設置し，非常用高圧母線に接続して電力を供給する。 

 ※ 泊３号炉：代替非常用発電機，大飯３／４号炉（参考）：空冷式非常用発電装置，女川２号炉（参考）：ガスタービン発電機 

 可搬型代替交流電源設備による給電 

 可搬型代替交流電源設備※を屋外に配備し，接続口を介して非常用高圧母線に接続して電力を供給する。 

 ※ 泊３号炉：可搬型代替電源車，大飯３／４号炉（参考）：電源車，女川２号炉（参考）：電源車 

 号炉間電力融通設備による給電（大飯３／４号炉のみ） 

 号炉間電力融通設備※を配備し，手動で非常用高圧母線に接続して他号炉のディーゼル発電機から電力融通する。 

 ※ 大飯３／４号炉（参考）：号機間電力融通恒設ケーブル又は号機間電力融通予備ケーブル 

   （単独号炉申請の泊３号炉，女川２号炉は，自主対策設備（泊３号炉：号炉間連絡ケーブル又は予備ケーブル，女川２号炉：号炉間電力融通ケーブル（常設）又は（可搬型））として整備している。） 

 

＜代替直流電源設備＞ 

 所内常設蓄電式直流電源設備による給電 

 所内常設蓄電式直流電源設備※を設置し，中央制御室等において簡易な操作で負荷の切り離しを行うことで８時間，その後，必要な負荷以外を切り離して残りの 16 時間の合計 24 時間にわたり必要な負荷に電力を

供給する。 

 ※ 泊３号炉：蓄電池（非常用）及び後備蓄電池，大飯３／４号炉（参考）：蓄電池（安全防護系用），女川２号炉（参考）：125V 蓄電池 2A 及び 125V 蓄電池 2B 

 常設代替直流電源設備による給電（女川２号炉のみ） 

 常設代替直流電源設備※を設置し，中央制御室等において簡易な操作で負荷の切り離しを行うことで 8時間，その後，必要な負荷以外を切り離して残りの 16時間の合計 24時間にわたり必要な負荷に電力を供給す

る。 

 ※ 女川２号炉（参考）：125V 代替蓄電池及び 250V 蓄電池 

   （泊３号炉，大飯３／４号炉は可搬型代替直流電源設備で対応する。） 

 可搬型代替直流電源設備による給電 

 可搬型代替直流電源設備※を配備し，非常用直流母線に接続して 24 時間にわたり必要な負荷に電力を供給する。 

 ※ 泊３号炉：可搬型直流電源用発電機及び可搬型直流変換器，大飯３／４号炉（参考）：電源車及び可搬型整流器， 

   女川２号炉（参考）：常設代替直流電源設備，125V 代替充電器，250V 充電器及び電源車 

 

＜代替所内電気設備＞ 

 代替所内電気設備による給電 

 代替所内電気設備※を配備し，２系統の非常用母線の機能が喪失した場合に必要な負荷に電力を供給する。 

 ※ 泊３号炉：代替非常用発電機，可搬型代替電源車，代替所内電気設備変圧器，代替所内電気設備分電盤及び代替格納容器スプレイポンプ変圧器盤， 

   大飯３／４号炉（参考）：空冷式非常用発電装置，代替所内電気設備変圧器，代替所内電気設備分電盤及び可搬式整流器， 

   女川２号炉（参考）：ガスタービン発電機接続盤，緊急用高圧母線，緊急用動力変圧器，緊急用低圧母線，緊急用交流電源切替盤，非常用高圧母線（常設又は可搬型代替交流電源設備の電路として使用） 

 

＜燃料補給設備＞ 

 燃料補給設備による給油 

 燃料補給設備※を配備し，必要な設備に燃料を補給する。 

 ※ 泊３号炉：ディーゼル発電機燃料油貯油槽又は燃料タンク（SA）から直接又はディーゼル発電機燃料油移送ポンプを介して可搬型タンクローリーに燃料を汲み上げて補給， 

   大飯３／４号炉（参考）：燃料油貯蔵タンク又は重油タンクからタンクローリーを用いて補給，女川２号炉（参考）：軽油タンク又はガスタービン発電設備軽油タンクからタンクローリを用いて補給 

【第 57 条 電源設備の概要】 



 

泊発電所３号炉 ＤＢ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

とりまとめた資料-8 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第 57 条 電源設備の一覧】 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 

常設代替 

交流電源設備 

可搬型代替 

交流電源設備 

号炉間 

電力融通設備※１ 

所内常設蓄電式 

直流電源設備 

常設代替 

直流電源設備※２ 

可搬型代替 

直流電源設備 
代替所内電源設備 燃料補給設備 

大飯 女川 泊 大飯 女川 泊 大飯 女川 泊 大飯 女川 泊 大飯 女川 泊 大飯 女川 泊 大飯 女川 泊 大飯 女川 泊 

空冷式非常用発電装置 ガスタービン発電機 代替非常用発電機 ○ ○ ○     

  

   

 

 

 

   ○  ○    

 
ガスタービン発電設備 

軽油タンク 
  ○   ○        ○      〇  

 
ガスタービン発電設備 

燃料移送ポンプ 
  ○                   

電源車 電源車 可搬型代替電源車    ○ ○ ○      ○ ○    ○    

号機間電力融通恒設ケーブル 

（３号及び４号炉共用） 
        ○              

号機間電力融通予備ケーブル 

（３号及び４号炉共用） 
        ○              

蓄電池（安全防護系用） 
125V 蓄電池 2A 

125V 蓄電池 2B 
蓄電池（非常用）        ○ ○ ○           

  後備蓄電池          ○           

 125V 代替蓄電池            ○  ○        

 250V 蓄電池            ○  ○        

 125V 充電器 2A Ａ充電器         ○ ○           

 125V 充電器 2B Ｂ充電器         ○ ○           

  可搬型直流電源用発電機              ○       

可搬式整流器 125V 代替充電器 可搬型直流変換器            ○ ○ ○ ○      

 250V 充電器              ○        

 ガスタービン発電機接続盤                 ○     

 緊急用高圧母線 2F 系                 ○     

 緊急用高圧母線 2G 系                 ○     

代替所内電気設備変圧器 緊急用動力変圧器 2G 系 代替所内電気設備変圧器               ○ ○ ○    

代替所内電気設備分電盤 緊急用低圧母線 2G 系 代替所内電気設備分電盤               ○ ○ ○    

  
代替格納容器スプレイポンプ 

変圧器盤 
  〇   〇           ○    

 緊急用交流電源切替盤 2G 系                 ○     

 緊急用交流電源切替盤 2C 系                 ○     

 緊急用交流電源切替盤 2D 系                 ○     

 非常用高圧母線 2C 系                 ○     

 非常用高圧母線 2D 系                 ○     

ディーゼル発電機 

（重大事故等時のみ 

３号及び４号炉共用） 

        ○              

燃料油貯蔵タンク 

（重大事故等時のみ 

３号及び４号炉共用） 

軽油タンク 
ディーゼル発電機 

燃料油貯油槽 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○     ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ 

  燃料タンク（SA）   ○   ○        ○   ○   ○ 

  
ディーゼル発電機 

燃料油移送ポンプ 
  ○   ○           ○   ○ 

重油タンク 

（重大事故等時のみ 

３号及び４号炉共用） 

  ○   ○   ○     ○   ○   ○   

タンクローリー 

（３号及び４号炉共用） 
タンクローリ 可搬型タンクローリー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○     ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ 

※１：大飯３／４号炉のみ（泊，女川は単独号炉申請のため，自主対策設備として整備している。）  ※２：女川２号炉のみ（泊，大飯は可搬型代替直流電源設備で対応する。） 



 

泊発電所３号炉 ＤＢ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

とりまとめた資料-9 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【系統概要図】常設代替交流電源設備 



 

泊発電所３号炉 ＤＢ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

とりまとめた資料-10 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【系統概要図】可搬型代替交流電源設備 



 

泊発電所３号炉 ＤＢ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

とりまとめた資料-11 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女川２号炉，泊３号炉は 

単独号炉申請のため 

重大事故等対処設備なし 

【系統概要図】号炉間電力融通設備 



 

泊発電所３号炉 ＤＢ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

とりまとめた資料-12 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）伊方３号炉 

・泊は伊方と同様に蓄電池（非常用）及び後備蓄電池（伊方は蓄電池（重大事故等対処用））を組み合わせることにより 24時間にわたり給電する。 

【系統概要図】所内常設蓄電式直流電源設備 



 

泊発電所３号炉 ＤＢ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

とりまとめた資料-13 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大飯３／４号炉，泊３号炉は 

可搬型直流電源設備で対応する 
大飯３／４号炉，泊３号炉は 

可搬型直流電源設備で対応する 

【系統概要図】常設代替直流電源設備 



 

泊発電所３号炉 ＤＢ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

とりまとめた資料-14 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）伊方３号炉 

・泊は伊方と同様に可搬型代替直流電源設備専用の発電機を使用し，専用

の電路を経由して直流母線に接続する。 

 

【系統概要図】可搬型代替直流電源設備 



 

泊発電所３号炉 ＤＢ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

とりまとめた資料-15 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）伊方３号炉 

・泊は大飯及び伊方と同様に代替非常用発電機又は可搬型代替電源車と専

用の変圧器，分電盤等の電源及び電路を代替所内電気設備として整備す

る。 

【系統概要図】代替所内電源設備 



 

泊発電所３号炉 ＤＢ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

とりまとめた資料-16 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）美浜３号炉 

・泊は美浜と同様にディーゼル発電機燃料油貯油槽から可搬型タンクロー

リーへ直接燃料を汲み上げる手段に加えて，ディーゼル発電機燃料油移送

ポンプを用いて燃料を汲み上げる手段を整備して，燃料補給するための複

数のルートを確保している。 

【系統概要図】燃料補給設備 
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泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

57-1 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

第 57 条 電源設備 

2.14.1 適合方針 

設計基準事故対処設備の電源が喪失したことにより重大事故

等が発生した場合において、炉心の著しい損傷、原子炉格納容器

の破損、使用済燃料ピット内燃料体等の著しい損傷及び運転停止

中原子炉内燃料体の著しい損傷を防止するため、必要な電力を確

保するために必要な重大事故等対処設備を設置及び保管する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.2 代替電源設備 

10.2.1 概要 

設計基準事故対処設備の電源が喪失したことにより重大事故

等が発生した場合において炉心の著しい損傷，原子炉格納容器の

破損，使用済燃料プール内の燃料体等の著しい損傷及び運転停止

中原子炉内燃料体の著しい損傷を防止するため，必要な電力を確

保するために必要な重大事故等対処設備を設置及び保管する。 

代替電源設備の系統図を第 10.2－1 図から第 10.2－16 図に示

す。 

また，想定される重大事故等時において，設計基準事故対処設

備である非常用交流電源設備及び非常用直流電源設備が使用で

きる場合は，重大事故等対処設備（設計基準拡張）として使用す

る。 

非常用交流電源設備及び非常用直流電源設備については，「10.1 

非常用電源設備」に記載する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.2 代替電源設備 

10.2.1 概要 

設計基準事故対処設備の電源が喪失したことにより重大事故

等が発生した場合において炉心の著しい損傷，原子炉格納容器の

破損，使用済燃料ピット内の燃料体等の著しい損傷及び運転停止

中原子炉内燃料体の著しい損傷を防止するため，必要な電力を確

保するために必要な重大事故等対処設備を設置及び保管する。 

代替電源設備の系統図を第10.2.1図から第10.2.10図に示す。 

 

また，想定される重大事故等時において，設計基準事故対処設

備である非常用交流電源設備が使用できる場合は，重大事故等対

処設備（設計基準拡張）として使用する。 

 

非常用交流電源設備については，「10.1 非常用電源設備」に記

載する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

色付けによる識別方法は次のとおり。 

・大飯：泊との相違箇所を色付け 

・女川：泊との相違箇所を色付け 

・泊：女川との相違箇所を色付け 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

・女川審査実績の反映を反映した記載表

現としている。（以降，「記載表現の相違

（女川審査実績の反映）」と記載する。） 

【大飯】 

項目番号の相違 

（以降，同様の箇所の相違理由の記載は省

略する。） 

【大飯，女川】 

図表番号の相違 

（以降，同様の箇所の相違理由の記載は省

略する。） 

【女川】 

設備名称の相違（使用済燃料ピット） 

・女川：使用済燃料プール→泊：使用済燃

料ピット（以降，「設備名称の相違（使

用済燃料ピット）」と記載する。） 

【女川】 

設備・運用の相違（設計基準拡張） 

・大飯は重大事故等時に使用する設計基

準事故対処設備を「重大事故等対処設

備」として使用する。 

・泊は女川と同様に「重大事故等対処設備

（設計基準拡張）」として使用する。（以

降，「設備・運用の相違（設計基準拡張）」

と記載する。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
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57-2 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

 

重大事故等の対応に必要な電力を供給するための設備として

以下の代替電源設備、号機間電力融通ケーブル、所内常設蓄電式

直流電源設備、可搬型直流電源設備及び代替所内電気設備を設け

る。 

 

 

 

 

 

10.2.2 設計方針 

代替電源設備のうち，重大事故等の対応に必要な電力を確保す

るための設備として，常設代替交流電源設備，可搬型代替交流電

源設備，所内常設蓄電式直流電源設備，常設代替直流電源設備，

可搬型代替直流電源設備及び代替所内電気設備を設ける。 

また，重大事故等時に重大事故等対処設備の補機駆動用の軽油を

補給するための設備として，燃料補給設備を設ける。 

10.2.2 設計方針 

代替電源設備のうち，重大事故等の対応に必要な電力を確保す

るための設備として，常設代替交流電源設備，可搬型代替交流電

源設備，所内常設蓄電式直流電源設備，可搬型代替直流電源設備

及び代替所内電気設備を設ける。 

また，重大事故等時に重大事故等対処設備の補機駆動用の軽油を

補給するための設備として，燃料補給設備を設ける。 

 

 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

【大飯】 

設計・運用の相違（号炉間電力融通設備） 

・大飯は複数号炉同時申請のため，号炉間

電力融通設備を「重大事故等対処設備」

として整備している。 

・泊は女川と同様に単独号炉申請のため，

「自主対策設備」として整備する。（以

降，「設計・運用の相違（号炉間電力融

通設備）」と記載する。） 

【女川】 

設備・運用の相違（常設代替直流電源設備） 

・女川は代替直流電源設備の所内常設蓄

電式直流電源設備のバックアップとし

て，常設代替直流電源設備及び可搬型代

替直流電源設備による直流電源の供給

手段を整備している。 

・泊は大飯及び他 PWR と同様に所内常設

蓄電式直流電源設備である後備蓄電池

投入後，早期の電源復旧が見込めない場

合には，所内常設蓄電式直流電源設備の

バックアップとして可搬型代替直流電

源設備による直流電源の供給手段を整

備する。（以降，「設備・運用の相違（常

設代替直流電源設備）」と記載する。） 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
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57-3 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

 

 

設計基準事故対処設備の電源が喪失（全交流動力電源喪失）し

た場合に、重大事故等時に想定される事故シーケンスのうち最大

負荷となる「外部電源喪失時に非常用所内交流電源が喪失し、原

子炉補機冷却機能の喪失及びＲＣＰシールＬＯＣＡが発生する

事故」時に必要な交流負荷へ電力を供給する常設代替電源設備と

して、空冷式非常用発電装置を使用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 代替交流電源設備による給電 

a. 常設代替交流電源設備による給電 

設計基準事故対処設備の交流電源が喪失（外部電源喪失並びに

非常用ディーゼル発電機及び高圧炉心スプレイ系ディーゼル発

電機の故障（以下「全交流動力電源喪失」という。））した場合

の重大事故等対処設備として，常設代替交流電源設備を使用す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 代替交流電源設備による給電 

a. 常設代替交流電源設備による給電 

設計基準事故対処設備の交流電源が喪失（外部電源喪失並びに

ディーゼル発電機の故障（以下「全交流動力電源喪失」という。））

した場合に，重大事故等時に想定される事故シーケンスのうち最

大負荷となる「外部電源喪失時に非常用所内交流電源が喪失し，

原子炉補機冷却機能の喪失及びRCPシールLOCAが発生する事故」

時に必要な交流負荷へ電力を供給する重大事故等対処設備とし

て，常設代替交流電源設備を使用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

【女川】 

設備名称の相違（D/G） 

・女川：非常用ディーゼル発電機→泊，大

飯：ディーゼル発電機（以降，「設備名

称の相違（D/G）」と記載する。） 

【女川】 

炉型による非常用電源設備構成の相違 

・女川の非常用電源設備は高圧炉心スプ

レイ系を有した３系統（区分Ⅰ，区分Ⅱ，

区分Ⅲ）である。 

・泊は大飯及び他 PWR と同じ２系統（Ａ

系，Ｂ系）構成である。（以降，「炉型に

よる非常用電源設備構成の相違」と記載

する。） 

【女川】 

記載の充実（大飯審査実績を参照） 

・大飯を参照して記載を充実している。

（以降，「記載の充実（大飯審査実績を

参照）」と記載する。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
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57-4 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

空冷式非常用発電装置は、中央制御室の操作にて速やかに起動

し、非常用高圧母線へ接続することで電力を供給できる設計とす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

常設代替交流電源設備は，ガスタービン発電機，ガスタービン

発電設備軽油タンク，ガスタービン発電設備燃料移送ポンプ，軽

油タンク，タンクローリ，電路，計測制御装置等で構成し，ガス

タービン発電機を外部電源喪失時に自動起動し，緊急用高圧母線

2F 系を介して非常用高圧母線 2C 系及び非常用高圧母線 2D 系又

は緊急用低圧母線 2G 系へ接続することで電力を供給できる設計

とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

常設代替交流電源設備は，代替非常用発電機，ディーゼル発電

機燃料油貯油槽，燃料タンク（SA），ディーゼル発電機燃料油移送

ポンプ，可搬型タンクローリー，代替格納容器スプレイポンプ変

圧器盤，電路，計測制御装置等で構成し，代替非常用発電機を全

交流動力電源喪失時に中央制御室の操作にて速やかに起動し，非

常用高圧母線及び代替格納容器スプレイポンプ変圧器盤へ接続

することで電力を供給できる設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（代替非常用発電機） 

・大飯：空冷式非常用発電装置→女川：ガ

スタービン発電機→泊：代替非常用発電

機（以降，「設備名称の相違（代替非常

用発電機）」と記載する。） 

設備名称の相違（燃料油貯油槽） 

・大飯：燃料油貯蔵タンク→女川：軽油タ

ンク→泊：ディーゼル発電機燃料油貯油

槽（以降，「設備名称の相違（燃料油貯

油槽）」と記載する。） 

設備名称の相違（タンクローリー） 

・大飯：タンクローリー→女川：タンクロ

ーリ→泊：可搬型タンクローリー（以降，

「設備名称の相違（タンクローリー）」

と記載する。） 

【女川】 

設備名称の相違（非常用高圧母線） 

・女川：非常用高圧母線 2C 系及び非常用

高圧母線 2D 系→泊，大飯：非常用高圧

母線（以降，「設備名称の相違（非常用

高圧母線）」と記載する。） 

【女川】 

設備・運用の相違（代替非常用発電機の起

動方法） 

・女川は外部電源喪失時にガスタービン

発電機を自動起動する。 

・泊は大飯と同様に全交流動力電源喪失

時に中央制御室の手動操作にて速やか

に代替非常用発電機を起動する。（以降，

「設備・運用の相違（代替非常用発電機

の起動方法）」と記載する。） 

設備・運用の相違（常設及び可搬型代替交

流電源設備の給電先） 

・女川は全交流動力電源喪失時に緊急用

高圧母線を介して非常用高圧母線又は

緊急用低圧母線に給電する。 

・泊は大飯と同様に全交流動力電源喪失

時に非常用高圧母線及び代替格納容器

スプレイポンプ変圧器盤（大飯は代替所

内電気設備変圧器）に給電する。（以降，

「設備・運用の相違（常設及び可搬型代

替交流電源設備の給電先）」と記載す

る。） 
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赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

 

 

 

空冷式非常用発電装置は、燃料油貯蔵タンク又は重油タンクよ

りタンクローリーを用いて燃料を補給できる設計とする。 

 

（参考）美浜３号炉 

空冷式非常用発電装置は、燃料油貯蔵タンクより可搬式オイル

ポンプ又はタンクローリー（燃料油移送ポンプ使用時含む。）を

用いて燃料を補給できる設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガスタービン発電機の燃料は，ガスタービン発電設備軽油タン

クよりガスタービン発電設備燃料移送ポンプを用いて補給でき

る設計とする。 

 

 

 

 

 

また，ガスタービン発電設備軽油タンクの燃料は，軽油タンク

よりタンクローリを用いて補給できる設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

代替非常用発電機の燃料は，ディーゼル発電機燃料油貯油槽又

は燃料タンク（SA）より可搬型タンクローリー（ディーゼル発電

機燃料油移送ポンプ使用時を含む。）を用いて補給できる設計と

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【女川】 

設備・運用の相違（代替非常用発電機の燃

料補給） 

・女川はガスタービン発電機専用の軽油

タンクを設置しており，ガスタービン発

電機への燃料補給は，軽油タンクから移

送ポンプにより自動補給する。 

・泊は大飯と同様にディーゼル発電機燃

料油貯油槽から可搬型タンクローリー

に汲み上げた燃料を代替非常用発電機

に燃料を補給する。（以降，「設備・運用

の相違（代替非常用発電機の燃料補給）」

と記載する。） 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

【女川】 

記載の充実（大飯審査実績を参照） 

記載の充実（美浜審査実績を参照） 

・美浜３号炉を参照して記載を充実して

いる。（以降，「記載の充実（美浜審査実

績を参照）」と記載する。） 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（代替非常用発電機） 

設備名称の相違（燃料油貯油槽） 

設備名称の相違（タンクローリー） 

【大飯，女川】 

設備・運用の相違（燃料貯蔵設備） 

・大飯はディーゼル発電機の燃料貯蔵設

備として，燃料油貯蔵タンクに加えて重

油タンクを増設して燃料を確保してい

る。 

・女川は軽油タンクに加えて SA 設備のガ

スタービン発電機専用のガスタービン

発電設備軽油タンクを設けて燃料を確

保している。 

・泊はディーゼル発電機燃料油貯油槽に

加えて燃料タンク（SA）を新規に設置し

て燃料を確保する設計とする。（以降，

「設備・運用の相違（燃料貯蔵設備）」

と記載する。） 

設備・運用の相違（可搬型タンクローリー

への燃料汲み上げ） 

・大飯及び女川はタンクローリーへ直接

燃料を汲み上げる手段を整備して，燃料

補給するための複数のルートを確保し

ている。 
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赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

燃料油貯蔵タンク及び重油タンクは、重大事故等時にタンクロ

ーリーを用いて燃料補給を行う場合のみ３号炉及び４号炉共用

とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

具体的な設備は、以下のとおりとする。 

 

・空冷式非常用発電装置 

 

 

 

 

・燃料油貯蔵タンク（重大事故等時のみ３号及び４号炉共用） 

・重油タンク（重大事故等時のみ３号及び４号炉共用） 

 

 

 

・タンクローリー（３号及び４号炉共用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

常設代替交流電源設備は，非常用交流電源設備に対して，独立

性を有し，位置的分散を図る設計とする。 

 

 

 

主要な設備は，以下のとおりとする。 

 

・ガスタービン発電機 

 

・ガスタービン発電設備軽油タンク 

・ガスタービン発電設備燃料移送ポンプ 

 

・軽油タンク 

 

 

 

 

・タンクローリ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

常設代替交流電源設備は，非常用交流電源設備に対して，独立

性を有し，位置的分散を図る設計とする。 

 

 

 

主要な設備は，以下のとおりとする。 

 

・代替非常用発電機 

 

 

 

 

・ディーゼル発電機燃料油貯油槽 

 

・燃料タンク（SA） 

・ディーゼル発電機燃料油移送ポンプ 

 

・可搬型タンクローリー 

 

・代替格納容器スプレイポンプ変圧器盤 

 

・泊は美浜と同様に可搬型タンクローリ

ーへ直接燃料を汲み上げる手段に加え

て，ディーゼル発電機燃料油移送ポンプ

を用いて燃料を汲み上げる手段を整備

して，複数のルートを確保している。（以

降，「設備・運用の相違（可搬型タンク

ローリーへの燃料汲み上げ）」と記載す

る。） 

 

【大飯】 

設備，運用の相違（共用設備） 

・大飯は複数号炉同時申請のため，他号炉

設備を重大事故等時の共用設備と整備

している。 

・泊は女川と同様に単独号炉申請のため，

他号炉設備は共用しない。（以降，「設備，

運用の相違（共用設備）」と記載する。） 

 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

 

 

 

 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（代替非常用発電機） 

【女川】 

設備・運用の相違（代替非常用発電機の燃

料補給） 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（燃料油貯油槽） 

【大飯，女川】 

設備・運用の相違（燃料貯蔵設備） 

設備・運用の相違（可搬型タンクローリー

への燃料汲み上げ） 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（タンクローリー） 

【女川】 

設備・運用の相違（常設及び可搬型代替交

流電源設備の給電先） 
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赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

 

設計基準事故対処設備の電源が喪失（全交流動力電源喪失）し

た場合に、重大事故等の対応に最低限必要な設備に電力を供給す

る可搬型代替電源設備として電源車を使用する。 

 

 

電源車は、非常用高圧母線へ接続することで電力を供給できる

設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電源車は、燃料油貯蔵タンク又は重油タンクよりタンクローリ

ーを用いて燃料を補給できる設計とする。 

 

（参考）美浜３号炉 

電源車は、燃料油貯蔵タンクよりタンクローリー（燃料油移送

ポンプ使用時含む。）を用いて燃料を補給できる設計とする。 

 

 

 

 

燃料油貯蔵タンク及び重油タンクは、重大事故等時にタンクロ

ーリーを用いて燃料補給を行う場合のみ３号炉及び４号炉共用

とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b. 可搬型代替交流電源設備による給電 

設計基準事故対処設備の交流電源が喪失（全交流動力電源喪

失）した場合の重大事故等対処設備として，可搬型代替交流電源

設備を使用する。 

 

 

可搬型代替交流電源設備は，電源車，軽油タンク，ガスタービ

ン発電設備軽油タンク，タンクローリ，電路，計測制御装置等で

構成し，電源車は緊急用高圧母線 2G 系を介して非常用高圧母線

2C 系及び非常用高圧母線 2D 系又は緊急用低圧母線 2G 系へ接続

することで電力を供給できる設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電源車の燃料は，軽油タンク又はガスタービン発電設備軽油タ

ンクよりタンクローリを用いて補給できる設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

可搬型代替交流電源設備は，非常用交流電源設備に対して，独

立性を有し，位置的分散を図る設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b. 可搬型代替交流電源設備による給電 

設計基準事故対処設備の交流電源が喪失（全交流動力電源喪

失）した場合に，重大事故等の対応に最低限必要な設備に電力を

供給する重大事故等対処設備として，可搬型代替交流電源設備を

使用する。 

 

可搬型代替交流電源設備は，可搬型代替電源車，ディーゼル発

電機燃料油貯油槽，燃料タンク（SA），ディーゼル発電機燃料油移

送ポンプ，可搬型タンクローリー，代替格納容器スプレイポンプ

変圧器盤，電路，計測制御装置等で構成し，可搬型代替電源車は，

非常用高圧母線及び代替格納容器スプレイポンプ変圧器盤へ接

続することで電力を供給できる設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

可搬型代替電源車の燃料は，ディーゼル発電機燃料油貯油槽又

は燃料タンク（SA）より可搬型タンクローリー（ディーゼル発電

機燃料油移送ポンプ使用時を含む。）を用いて補給できる設計と

する。 

 

 

 

 

 

 

 

可搬型代替交流電源設備は，非常用交流電源設備に対して，独

立性を有し，位置的分散を図る設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

【女川】 

記載の充実（大飯審査実績を参照） 

・大飯を参照して記載を充実している。 

 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（可搬型代替電源車） 

・大飯，女川：電源車→泊：可搬型代替電

源車（以降，「設備名称の相違（可搬型

代替電源車）」と記載する。） 

設備名称の相違（燃料油貯油槽） 

設備名称の相違（タンクローリー） 

【大飯，女川】 

設備・運用の相違（燃料貯蔵設備） 

【女川】 

設備名称の相違（非常用高圧母線） 

【女川】 

設備・運用の相違（常設及び可搬型代替交

流電源設備の給電先） 

 

【大飯，女川】 

設備・運用の相違（可搬型タンクローリー

への燃料汲み上げ） 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（燃料油貯油槽） 

設備名称の相違（タンクローリー） 

【女川】 

記載の充実（大飯審査実績を参照） 

記載の充実（美浜審査実績を参照） 

 

【大飯】 

設備，運用の相違（共用設備） 

 

 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 
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赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

具体的な設備は、以下のとおりとする。 

 

・電源車 

 

・燃料油貯蔵タンク（重大事故等時のみ３号及び４号炉共用） 

 

 

・重油タンク（重大事故等時のみ３号及び４号炉共用） 

 

 

 

 

・タンクローリー（３号及び４号炉共用） 

 

主要な設備は，以下のとおりとする。 

 

・電源車 

 

・軽油タンク 

 

・ガスタービン発電設備軽油タンク 

 

 

 

 

 

・タンクローリ 

 

主要な設備は，以下のとおりとする。 

 

・可搬型代替電源車 

 

・ディーゼル発電機燃料油貯油槽 

 

 

 

・燃料タンク（SA） 

 

・ディーゼル発電機燃料油移送ポンプ 

 

・可搬型タンクローリー 

 

・代替格納容器スプレイポンプ変圧器盤 

 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（可搬型代替電源車） 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（燃料油貯油槽） 

【大飯，女川】 

設備・運用の相違（燃料貯蔵設備） 

 

【大飯，女川】 

設備・運用の相違（可搬型タンクローリー

への燃料汲み上げ） 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（タンクローリー） 

【女川】 

設備・運用の相違（常設及び可搬型代替交

流電源設備の給電先） 
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第 57 条 電源設備 

57-9 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

 

設計基準事故対処設備の電源が喪失（全交流動力電源喪失）し

た場合に、重大事故等の対応に必要な設備に電力を供給するた

め、号機間電力融通恒設ケーブル又は号機間電力融通予備ケーブ

ルを使用する。 

号機間電力融通恒設ケーブルは、あらかじめ敷設し、手動で非

常用高圧母線へ接続することで他号炉（３号炉及び４号炉のうち

自号炉を除く。）のディーゼル発電機（燃料油貯蔵タンク及び重

油タンクを含む。）から電力融通できる設計とする。 

号機間電力融通予備ケーブルは、号機間電力融通恒設ケーブル

が使用できない場合に、手動で非常用高圧母線へ接続することで

他号炉（３号炉及び４号炉のうち自号炉を除く。）のディーゼル

発電機（燃料油貯蔵タンク及び重油タンクを含む。）から電力融

通できる設計とする。 

ディーゼル発電機（燃料油貯蔵タンク及び重油タンクを含む。）

は、重大事故等時に号機間電力融通を行う場合のみ３号炉及び４

号炉共用とする。 

ディーゼル発電機は、燃料油貯蔵タンクより燃料を補給できる

他、重油タンクよりタンクローリーを用いて燃料を補給できる設

計とする。 

 

具体的な設備は、以下のとおりとする。 

・号機間電力融通恒設ケーブル（３号及び４号炉共用） 

・号機間電力融通予備ケーブル（３号及び４号炉共用） 

・ディーゼル発電機（重大事故等時のみ３号及び４号炉共用） 

・燃料油貯蔵タンク（重大事故等時のみ３号及び４号炉共用） 

・重油タンク（重大事故等時のみ３号及び４号炉共用） 

・タンクローリー（３号及び４号炉共用） 

 

  【大飯】 

設計・運用の相違（号炉間電力融通設備） 
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赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

 

 

設計基準事故対処設備の電源が喪失（全交流動力電源喪失）し

た場合に、重大事故等の対応に必要な設備に直流電力を供給する

所内常設蓄電式直流電源設備として、蓄電池（安全防護系用）を

使用する。 

 

これらの設備は、負荷切り離しを行わずに８時間（ただし、「負荷

切り離しを行わずに」には、中央制御室において簡易な操作で負

荷の切り離しを行う場合を含まない。）、その後、必要な負荷以外

を切り離して残り 16 時間の合計 24時間にわたり、電力の供給を

行うことが可能な設計とする。 

 

（参考）伊方３号炉 

(3)代替電源（直流）による給電に用いる設備 

(i)蓄電池（非常用）による非常用電源（直流）からの給電 

設計基準事故対処設備の電源が喪失（全交流動力電源喪失）し

た場合に，重大事故等の対応に必要な設備に直流電力を供給する

所内常設蓄電式直流電源設備として，蓄電池（非常用）を使用す

る。 

蓄電池（非常用）は，中央制御室に隣接する計装盤室において

簡易な操作で必要な負荷以外を切り離すことにより８時間にわ

たり電力の供給を行うことが可能な設計とする。また，蓄電池（重

大事故等対処用）と組み合わせることにより事象発生から 24 時

間にわたり電力の供給を行うことが可能な設計とする。 

 

（参考）伊方３号炉 

(4)代替電源（直流）による給電に用いる設備 

(i)蓄電池（重大事故等対処用）による代替電源（直流）からの給

電 

設計基準事故対処設備の電源が喪失（全交流動力電源喪失）し

た場合に，重大事故等の対応に必要な設備に直流電力を供給する

所内常設蓄電式直流電源設備として，蓄電池（重大事故等対処用）

を使用する。 

蓄電池（重大事故等対処用）は，蓄電池（非常用）により８時

間にわたり電力の供給を行った後，中央制御室に隣接する計装盤

室以外の場所で必要な負荷以外を切り離して 16 時間にわたり電

力の供給を行うことが可能な設計とする。また，蓄電池（非常用）

と組み合わせることにより 24 時間にわたり電力の供給を行うこ

とが可能な設計とする。 

 

 

 

 

 

 

(2) 代替直流電源設備による給電 

a. 所内常設蓄電式直流電源設備による給電 

設計基準事故対処設備の交流電源が喪失（全交流動力電源喪

失）した場合の重大事故等対処設備として，所内常設蓄電式直流

電源設備を使用する。 

 

 

所内常設蓄電式直流電源設備は，125V 蓄電池 2A，125V 蓄電池

2B，125V 充電器 2A，125V 充電器 2B，電路（125V 直流主母線盤及

び 125V 直流電源切替盤を含む。），計測制御装置等で構成し，全

交流動力電源喪失から１時間以内に中央制御室において，全交流

動力電源喪失から８時間後に，不要な負荷の切離しを行い，全交

流動力電源喪失から 24 時間にわたり，125V 蓄電池 2A 及び 125V

蓄電池 2Bから電力を供給できる設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，交流電源復旧後に，交流電源を 125V 充電器 2A 及び 125V

充電器2Bを経由し125V直流母線へ接続することで電力を供給で

きる設計とする。 

 

 

(2) 代替直流電源設備による給電 

a. 所内常設蓄電式直流電源設備による給電 

設計基準事故対処設備の交流電源が喪失（全交流動力電源喪

失）した場合に，重大事故等の対応に必要な設備に直流電力を供

給する重大事故等対処設備として，所内常設蓄電式直流電源設備

を使用する。 

 

所内常設蓄電式直流電源設備は，蓄電池（非常用），後備蓄電

池，Ａ充電器，Ｂ充電器，電路（Ａ直流母線及びＢ直流母線を含

む。），計測制御装置等で構成し，全交流動力電源喪失から１時

間以内に中央制御室及び中央制御室に隣接する安全系計装盤室

において，全交流動力電源喪失から８時間後に，不要な負荷の切

離しを行い，蓄電池（非常用）及び後備蓄電池を組み合わせるこ

とにより全交流動力電源喪失から 24 時間にわたり，蓄電池（非

常用）及び後備蓄電池から電力を供給できる設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，交流電源復旧後に，交流電源をＡ充電器及びＢ充電器を経

由しＡ直流母線及びＢ直流母線へ接続することで電力を供給で

きる設計とする。 

 

 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

【女川】 

記載の充実（大飯審査実績を参照） 

・大飯を参照して記載を充実している。 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（蓄電池（非常用）） 

・大飯：蓄電池（安全防護系用）→女川：

125V 蓄電池 2A，125V 蓄電池 2B→泊：蓄

電池（非常用）（以降，「設備名称の相違

（蓄電池（非常用））」と記載する。） 

設備名称の相違（充電器） 

・大飯：充電器→女川：125V 充電器 2A，

125V 充電器 2B→泊：Ａ充電器，Ｂ充電

器（以降，「設備名称の相違（充電器）」

と記載する。） 

設備名称の相違（直流母線） 

・大飯：Ａ－非常用直流母線，Ｂ－非常用

直流母線→女川：125V 直流主母線盤→

泊：Ａ直流母線，Ｂ直流母線（以降，「設

備名称の相違（直流母線）」と記載する。） 

【女川】 

設備・運用の相違（直流負荷への給電） 

・女川は 125V 直流電源切替盤を設けて代

替常設代替直流電源設備又は可搬型代

替直流電源設備から負荷に直接給電す

る。 

・泊は大飯と同様に直流母線を介して負

荷に給電する。（以降，「設備・運用の相

違（直流負荷給電ルート）」と記載する。） 

【大飯，女川】 

設備・運用の相違（蓄電池の構成） 

・大飯及び女川は蓄電池（安全防護系用）

（女川は 125V 蓄電池 2A 及び 125V 蓄電

池 2B）で 24 時間にわたり給電する。 

・泊は伊方と同様に蓄電池（非常用)及び

後備蓄電池（伊方は蓄電池（重大事故等

対処用））を組み合わせることにより 24

時間にわたり給電する。（以降，「設備・

運用の相違（蓄電池の構成）」と記載す

る。） 

設備・対応手段の相違（負荷切り離し） 

・大飯及び女川は中央制御室において簡

易な操作で不要負荷を切り離す。 

・泊は伊方と同様に中央制御室又は隣接

する安全系計装盤室において１時間以



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
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赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

 

 

 

 

具体的な設備は、以下のとおりとする。 

 

・蓄電池（安全防護系用） 

 

（参考）伊方３号炉 

具体的な設備は，以下のとおりとする。 

・蓄電池（非常用） 

 

（参考）伊方３号炉 

具体的な設備は，以下のとおりとする。 

・蓄電池（重大事故等対処用） 

 

 

 

 

 

主要な設備は，以下のとおりとする。 

 

・125V 蓄電池 2A 

・125V 蓄電池 2B 

 

 

 

 

 

 

 

・125V 充電器 2A 

・125V 充電器 2B 

 

 

 

 

 

主要な設備は，以下のとおりとする。 

 

・蓄電池（非常用） 

 

 

 

 

 

 

・後備蓄電池 

 

・Ａ充電器 

・Ｂ充電器 

 

 

内に不要な負荷を切り離す。（以降，「設

備・運用の相違（負荷切り離し）」と記

載する。） 

 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（蓄電池（非常用）） 

 

 

 

 

 

【大飯，女川】 

設備・運用の相違（蓄電池の構成） 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（充電器） 
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赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

 b. 常設代替直流電源設備による給電 

設計基準事故対処設備の交流電源及び直流電源が喪失した場

合の重大事故等対処設備として，常設代替直流電源設備のうち

125V 代替蓄電池を使用する。また，設計基準事故対処設備の交流

電源が喪失（全交流動力電源喪失）した場合又は交流電源及び直

流電源が喪失した場合の重大事故等対処設備として，常設代替直

流電源設備のうち 250V 蓄電池を使用する。 

常設代替直流電源設備は，125V 代替蓄電池，250V 蓄電池，電

路（125V 直流主母線盤及び 125V 直流電源切替盤並びに 250V 直

流主母線盤を含む。），計測制御装置等で構成し，125V 代替蓄電池

は電力の供給開始から８時間後に，不要な負荷の切離しを行い，

250V 蓄電池は電力の供給開始から１時間後に中央制御室におい

て，不要な負荷の切離しを行い，電力の供給開始から 24 時間に

わたり，125V 代替蓄電池及び 250V 蓄電池から電力を供給できる

設計とする。 

 

主要な設備は，以下のとおりとする。 

・125V 代替蓄電池 

・250V 蓄電池 

 

 

 【女川】 

設備・運用の相違（常設代替直流電源設備） 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 
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赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

 

設計基準事故対処設備の電源が喪失（全交流動力電源喪失及び

蓄電池の枯渇）した場合に、重大事故等の対応に必要な設備に直

流電力を供給する可搬型直流電源設備として、電源車及び可搬式

整流器を使用する。 

 

これらの設備は、直流母線へ接続することにより、24 時間にわた

り電力を供給できる設計とする。 

 

（参考）伊方３号炉 

(4)代替電源（直流）による給電に用いる設備 

(ii)可搬型直流電源装置による代替電源（直流）からの給電 

設計基準事故対処設備の電源が喪失（全交流動力電源喪失及び

蓄電池の枯渇）した場合に，重大事故等の対応に必要な設備に直

流電力を供給する可搬型直流電源設備として，75kVA 電源車及び

可搬型整流器により構成する可搬型直流電源装置並びに軽油タ

ンク及びミニローリーを使用する。 

可搬型直流電源装置は，直流母線へ接続することにより，24時

間にわたり電力を供給できる設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

c. 可搬型代替直流電源設備による給電 

設計基準事故対処設備の交流電源及び直流電源が喪失した場

合の重大事故等対処設備として，可搬型代替直流電源設備を使用

する。 

 

 

可搬型代替直流電源設備は，125V 代替蓄電池，250V 蓄電池，

電源車，125V 代替充電器，250V 充電器，軽油タンク，ガスター

ビン発電設備軽油タンク，タンクローリ，電路（125V 直流主母線

盤及び 125V 直流電源切替盤並びに 250V 直流主母線盤を含む。），

計測制御装置等で構成し，125V 代替蓄電池は電力の供給開始から

８時間後に，不要な負荷の切離しを行い，250V 蓄電池は電力の供

給開始から１時間後に中央制御室において，不要な負荷の切離し

を行い，125V 代替蓄電池及び 250V 蓄電池から電力を供給し，そ

の後，電源車を代替所内電気設備，125V 代替充電器及び 250V 充

電器を経由し，125V 直流主母線盤 2A-1，125V 直流主母線盤 2B-1

及び 250V 直流主母線盤へ接続することで電力を供給できる設計

とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b. 可搬型代替直流電源設備による給電 

設計基準事故対処設備の交流電源及び直流電源が喪失（全交流

動力電源喪失及び蓄電池（非常用）の枯渇）した場合に，重大事

故等の対応に必要な設備に直流電力を供給する重大事故等対処

設備として，可搬型代替直流電源設備を使用する。 

 

可搬型代替直流電源設備は，可搬型直流電源用発電機，可搬型

直流変換器，ディーゼル発電機燃料油貯油槽，燃料タンク（SA），

可搬型タンクローリー，電路（Ａ直流母線及びＢ直流母線を含

む。），計測制御装置等で構成し，可搬型直流電源用発電機は可

搬型直流変換器を経由し，Ａ直流母線又はＢ直流母線へ接続する

ことで電力を供給できる設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

【女川】 

記載の充実（大飯審査実績を参照） 

【大飯，女川】 

設備・運用の相違（可搬型直流電源用発電

機） 

・大飯及び女川は可搬型代替交流電源設

備の電源車を使用する。 

・大飯は非常用所内電気設備の電路を経

由して直流母線に接続する。 

・女川は代替所内電源設備の電路を経由

して SA 専用の直流母線に接続する。 

・泊は伊方と同様に可搬型代替直流電源

設備専用の発電機を使用し，専用の電路

を経由して直流母線に接続する。（以降，

「設備・運用の相違（可搬型直流電源用

発電機）」と記載する。） 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（可搬型直流変換器） 

・大飯：可搬式整流器→女川：125V 代替充

電器→泊：可搬型直流変換器（以降，「設

備名称の相違（可搬型直流変換器）」と

記載する。） 

設備名称の相違（燃料油貯油槽） 

設備名称の相違（タンクローリー） 

【女川】 

設備・運用の相違（可搬型代替直流電源設

備の構成） 

・女川は可搬型代替直流電源設備として

も常設代替直流電源設備である 125V 代

替蓄電池及び 250V 蓄電池から給電し，

その後，可搬型代替交流電源設備の電源

車を使用して常設の 125V 代替充電器及

び 250V 充電器を経由した代替所内電気

設備の 125V 及び 250V 直流主母線盤へ

給電する。 

・泊は大飯及び他 PWR と同様に可搬型の

発電機及び変換器を使用した給電手段

を整備する。また，所内常設蓄電式直流

電源設備である後備蓄電池投入後，早期

の電源復旧が見込めない場合には，伊方

と同様に可搬型代替直流電源設備専用

の発電機及び電路を使用可搬型代替直

流電源設備により直流電源を供給する

手段を整備する。（以降，「設備・運用の
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赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

 

 

電源車は、燃料油貯蔵タンク又は重油タンクよりタンクローリ

ーを用いて燃料を補給できる設計とする。 

 

 

 

 

 

燃料油貯蔵タンク及び重油タンクは、重大事故等時にタンクロ

ーリーを用いて燃料補給を行う場合のみ３号炉及び４号炉共用

とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

具体的な設備は、以下のとおりとする。 

 

 

・電源車 

 

＜内容比較のため再掲(1)＞ 

・可搬式整流器 

 

・燃料油貯蔵タンク（重大事故等時のみ３号及び４号炉共用） 

 

・重油タンク（重大事故等時のみ３号及び４号炉共用） 

 

・タンクローリー（３号及び４号炉共用） 

 

＜女川，泊の記載箇所で比較(1)＞ 

・可搬式整流器 

 

（参考）伊方３号炉 

具体的な設備は，以下のとおりとする。 

・75kVA 電源車 

・軽油タンク 

・ミニローリー 

・可搬型整流器 

 

 

 

電源車の燃料は，軽油タンク又はガスタービン発電設備軽油タ

ンクよりタンクローリを用いて補給できる設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

可搬型代替直流電源設備は，電源車の運転を継続することで，

設計基準事故対処設備の交流電源及び直流電源の喪失から 24 時

間にわたり必要な負荷に電力の供給を行うことができる設計と

する。 

 

可搬型代替直流電源設備は，非常用直流電源設備に対して，独

立性を有し，位置的分散を図る設計とする。 

 

 

 

主要な設備は，以下のとおりとする。 

・125V 代替蓄電池 

・250V 蓄電池 

・電源車 

 

 

・125V 代替充電器 

・250V 充電器 

・軽油タンク 

・ガスタービン発電設備軽油タンク 

 

 

・タンクローリ 

 

 

 

可搬型直流電源用発電機の燃料は，ディーゼル発電機燃料油貯

油槽又は燃料タンク（SA）より可搬型タンクローリーを用いて補

給できる設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

可搬型代替直流電源設備は，可搬型直流電源用発電機の運転を

継続することで，設計基準事故対処設備の交流電源及び直流電源

の喪失から 24 時間にわたり必要な負荷に電力の供給を行うこと

ができる設計とする。 

 

可搬型代替直流電源設備は，非常用直流電源設備に対して，独

立性を有し，位置的分散を図る設計とする。 

 

 

 

主要な設備は，以下のとおりとする。 

 

 

・可搬型直流電源用発電機 

 

 

・可搬型直流変換器 

 

・ディーゼル発電機燃料油貯油槽 

 

 

・燃料タンク（SA） 

・可搬型タンクローリー 

 

 

 

相違（可搬型代替直流電源設備の構成）」

と記載する。） 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

【大飯，女川】 

設備・運用の相違（燃料貯蔵設備） 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（燃料油貯油槽） 

設備名称の相違（タンクローリー） 

【大飯】 

設備，運用の相違（共用設備） 

 

【女川】 

設備・運用の相違（可搬型直流電源用発電

機） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【女川】 

設備・運用の相違（可搬型代替直流電源設

備の構成） 

 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（可搬型直流変換器） 

 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（燃料油貯油槽） 

【大飯，女川】 

設備・運用の相違（燃料貯蔵設備） 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（タンクローリー） 

 

 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

57-15 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

 

所内電気設備は、２系統の非常用母線等により構成することに

より、共通要因で機能を失うことなく、少なくとも１系統は電力

供給機能の維持及び人の接近性の確保を図る設計とする。 

 

これとは別に上記２系統の非常用母線等の機能が喪失したこと

により発生する重大事故等の対応に必要な設備に電力を供給す

る代替所内電気設備として、空冷式非常用発電装置、代替所内電

気設備変圧器、代替所内電気設備分電盤及び可搬式整流器を使用

する。 

 

代替所内電気設備は、空冷式非常用発電装置を代替所内電気設

備変圧器に接続し、代替所内電気設備分電盤及び可搬式整流器よ

り電力を供給できる設計とする。 

 

 

 

 

（参考）伊方３号炉 

(5)代替所内電気設備による給電に用いる設備 

(i)代替所内電気設備による給電 

所内電気設備は，２系統の非常用母線等により構成することに

より，共通要因で機能を失うことなく，少なくとも１系統は電力

供給機能の維持及び人の接近性の確保を図る設計とする。 

これとは別に上記２系統の非常用母線等の機能が喪失したこと

により発生する重大事故等の対応に必要な設備に電力を供給す

る代替所内電気設備として，空冷式非常用発電装置，重油タンク，

ミニローリー，代替電気設備受電盤及び代替動力変圧器を使用す

る。 

代替所内電気設備は，空冷式非常用発電装置を代替電気設備受

電盤に接続し，代替動力変圧器より電力を供給できる設計とす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 代替所内電気設備による給電 

 

 

 

 

設計基準事故対処設備の非常用所内電気設備が機能喪失した

場合の重大事故等対処設備として，代替所内電気設備を使用す

る。 

 

 

 

代替所内電気設備は，ガスタービン発電機接続盤，緊急用高圧

母線 2F 系，緊急用高圧母線 2G 系，緊急用動力変圧器 2G 系，緊

急用低圧母線 2G 系，緊急用交流電源切替盤 2G 系，緊急用交流電

源切替盤 2C 系，緊急用交流電源切替盤 2D 系，非常用高圧母線 2C

系，非常用高圧母線 2D 系，計測制御装置等で構成し，常設代替

交流電源設備又は可搬型代替交流電源設備の電路として使用し

電力を供給できる設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 代替所内電気設備による給電 

設計基準事故対処設備の非常用所内電気設備は，２系統の非常

用母線等により構成することにより，共通要因で機能を失うこと

なく，少なくとも１系統は電力供給機能の維持及び人の接近性の

確保を図る設計とする。 

これとは別に上記２系統の非常用母線等の機能が喪失したこと

により発生する重大事故等の対応に必要な設備に電力を供給す

る重大事故等対処設備として，代替所内電気設備を使用する。 

 

 

 

代替所内電気設備は，代替非常用発電機，可搬型代替電源車，

ディーゼル発電機燃料油貯油槽，燃料タンク（SA），ディーゼル発

電機燃料油移送ポンプ，可搬型タンクローリー，代替所内電気設

備変圧器，代替所内電気設備分電盤，代替格納容器スプレイポン

プ変圧器盤，計測制御装置等で構成し，代替非常用発電機又は可

搬型代替電源車を代替所内電気設備変圧器，代替所内電気設備分

電盤及び代替格納容器スプレイポンプ変圧器盤に接続し電力を

供給できる設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

【女川】 

記載の充実（大飯審査実績を参照） 

 

 

 

 

 

 

 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（代替所内電気設備） 

・大飯：代替所内電気設備変圧器，代替所

内電気設備分電盤→女川：緊急用動力変

圧器 2G 系，緊急用低圧母線 2G 系→泊：

代替所内電気設備変圧器，代替所内電気

設備分電盤（以降，「設備名称の相違（代

替所内電気設備）」と記載する。） 

【女川】 

設備・運用の相違（代替所内電気設備の構

成等） 

・女川は緊急用母線，変圧器等の電路を代

替所内電気設備として整備し，常設代替

交流電源設備又は可搬型代替交流電源

設備の電路として使用する。 

・泊は大飯及び伊方と同様に代替非常用

発電機又は可搬型代替電源車と専用の

変圧器，分電盤等の電源及び電路を代替

所内電気設備として整備する。（以降，

「設備・運用の相違（代替所内電気設備

の構成等）」と記載する。） 

【大飯】 

設備・運用の相違（代替所内電気設備によ

る直流給電） 

・大飯は代替所内電気設備として可搬式

整流器を使用した直流給電の手段を整

備している。 

・泊は女川及び伊方と同様に代替所内電

気設備とは別に可搬型代替直流電源設

備で直流給電する手段を整備する。（以

降，「設備・運用の相違（代替所内電気

設備による直流給電）」と記載する。） 

設備・運用の相違（代替炉心注水等） 

・大飯及び伊方は代替所内電気設備変圧

器を経由し，代替炉心注水等を行う恒設



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

57-16 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

空冷式非常用発電装置は、燃料油貯蔵タンク又は重油タンクよ

りタンクローリーを用いて燃料を補給できる設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

燃料油貯蔵タンク及び重油タンクは、重大事故等時にタンクロ

ーリーを用いて燃料補給を行う場合のみ3号炉及び4号炉共用と

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

代替所内電気設備は，共通要因で設計基準事故対処設備である

非常用所内電気設備と同時に機能を喪失しない設計とする。 

 

 

また，代替所内電気設備及び非常用所内電気設備は，少なくとも

１系統は機能の維持及び人の接近性の確保を図る設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

代替非常用発電機及び可搬型代替電源車の燃料は，ディーゼル

発電機燃料油貯油槽又は燃料タンク（SA）より可搬型タンクロー

リー（ディーゼル発電機燃料油移送ポンプ使用時を含む。）を用

いて補給できる設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

代替所内電気設備の代替所内電気設備変圧器，代替所内電気設

備分電盤及び代替格納容器スプレイポンプ変圧器盤は，共通要因

で設計基準事故対処設備の非常用所内電気設備である２系統の

非常用母線等と同時に機能を喪失しない設計とする。 

また，代替所内電気設備及び非常用所内電気設備は，少なくとも

１系統は機能の維持及び人の接近性の確保を図る設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

代替低圧注水ポンプに給電する。 

・泊は代替所内電気設備変圧器とは別の

代替格納容器スプレイポンプ専用の変

圧器を経由し，代替格納容器スプレイポ

ンプに給電する。代替炉心注水等を行う

常設重大事故等対処設備へ給電する機

能を有しているという点において大飯

と同様である。（以降，「設備・運用の相

違（代替格納容器スプレイポンプ変圧器

盤）」と記載する。） 

 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

【大飯】 

設備名称の相違（代替非常用発電機） 

設備名称の相違（燃料油貯油槽） 

設備名称の相違（タンクローリー） 

【大飯，女川】 

設備・運用の相違（燃料貯蔵設備） 

設備・運用の相違（可搬型タンクローリー

への燃料汲み上げ） 

 

【大飯】 

設備，運用の相違（共用設備） 

 

 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

【女川】 

記載の充実（大飯審査実績を参照） 

・「10.2.2.1 多様性及び独立性，位置的

分散」の大飯の記載を参照している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

57-17 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

具体的な設備は、以下のとおりとする。 

 

・空冷式非常用発電装置 

 

 

・燃料油貯蔵タンク（重大事故等時のみ３号及び４号炉共用） 

 

・重油タンク（重大事故等時のみ３号及び４号炉共用） 

 

 

 

 

・タンクローリー（３号及び４号炉共用） 

 

 

 

 

・代替所内電気設備変圧器 

・代替所内電気設備分電盤 

・可搬式整流器 

 

主要な設備は，以下のとおりとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ガスタービン発電機接続盤 

・緊急用高圧母線 2F 系 

・緊急用高圧母線 2G 系 

・緊急用動力変圧器 2G系 

・緊急用低圧母線 2G 系 

 

 

 

 

・緊急用交流電源切替盤 2G 系 

・緊急用交流電源切替盤 2C 系 

・緊急用交流電源切替盤 2D 系 

・非常用高圧母線 2C 系 

・非常用高圧母線 2D 系 

 

主要な設備は，以下のとおりとする。 

 

・代替非常用発電機 

・可搬型代替電源車 

 

・ディーゼル発電機燃料油貯油槽 

 

 

・燃料タンク（SA） 

 

・ディーゼル発電機燃料油移送ポンプ 

 

・可搬型タンクローリー 

 

 

 

 

・代替所内電気設備変圧器 

・代替所内電気設備分電盤 

 

 

 

・代替格納容器スプレイポンプ変圧器盤 

 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

【女川】 

設備・運用の相違（代替所内電気設備の構

成等） 

【大飯】 

設備名称の相違（燃料油貯油槽） 

【大飯，女川】 

設備・運用の相違（燃料貯蔵設備） 

【大飯，女川】 

設備・運用の相違（可搬型タンクローリー

への燃料汲み上げ） 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（タンクローリー） 

 

 

 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（代替所内電気設備） 

【大飯】 

設備・運用の相違（代替所内電気設備によ

る直流給電） 

設備・運用の相違（代替炉心注水等） 

 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

57-18 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

 

 

 

 

 

 

 

大容量ポンプ、電源車（可搬式代替低圧注水ポンプ用）、電源車

（緊急時対策所用）は、燃料油貯蔵タンク又は重油タンクよりタ

ンクローリーを用いて燃料を補給できる設計とする。 

 

 

（参考）美浜３号炉 

大容量ポンプ、電源車（可搬式代替低圧注水ポンプ用）及び電

源車（緊急時対策所用）は、燃料油貯蔵タンクよりタンクローリ

ー（燃料油移送ポンプ使用時含む。）を用いて燃料を補給できる

設計とする。 

 

 

燃料油貯蔵タンク及び重油タンクは、重大事故等時にタンクロ

ーリーを用いて燃料補給を行う場合のみ３号炉及び４号炉共用

とする。 

 

具体的な設備は、以下のとおりとする。 

 

・燃料油貯蔵タンク（重大事故等時のみ３号及び４号炉共用） 

 

 

・重油タンク（重大事故等時のみ３号及び４号炉共用） 

 

 

 

 

・タンクローリー（３号及び４号炉共用） 

 

 

 

（参考）美浜３号炉 

具体的な設備は、以下のとおりとする。 

・燃料油貯蔵タンク 

・タンクローリー 

・燃料油移送ポンプ 

 

(4) 燃料補給設備による給油 

重大事故等時に補機駆動用の軽油を補給する設備として，軽油

タンク，ガスタービン発電設備軽油タンク，タンクローリ及びホ

ースを使用する。 

 

 

 

大容量送水ポンプ（タイプ I），熱交換器ユニット，可搬型窒素

ガス供給装置及び大容量送水ポンプ（タイプ II）は，軽油タンク

又はガスタービン発電設備軽油タンクからタンクローリを用い

て燃料を補給できる設計とする。 

 

 

軽油タンク又はガスタービン発電設備軽油タンクからタンク

ローリへの軽油の補給は，ホースを用いる設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

主要な設備は，以下のとおりとする。 

 

・軽油タンク 

 

・ガスタービン発電設備軽油タンク 

 

 

 

 

 

・タンクローリ 

 

本系統の流路として，ホースを重大事故等対処設備として使用

する。 

 

(4) 燃料補給設備による給油 

重大事故等時に補機駆動用の軽油を補給する設備として，ディ

ーゼル発電機燃料油貯油槽，燃料タンク（SA），ディーゼル発電機

燃料油移送ポンプ，可搬型タンクローリー，配管・弁類及びホー

スを使用する。 

 

 

緊急時対策所用発電機，可搬型大型送水ポンプ車及び可搬型大

容量海水送水ポンプ車は，ディーゼル発電機燃料油貯油槽又は燃

料タンク（SA）から可搬型タンクローリー（ディーゼル発電機燃

料油移送ポンプ使用時を含む。）を用いて燃料を補給できる設計

とする。 

 

ディーゼル発電機燃料油貯油槽又は燃料タンク（SA）から可搬

型タンクローリー（ディーゼル発電機燃料油移送ポンプ使用時を

含む。）への軽油の補給は，ホース（ディーゼル発電機燃料油移

送ポンプ使用時は配管・弁類を含む。）を用いる設計とする。 

 

 

 

 

 

 

主要な設備は，以下のとおりとする。 

 

・ディーゼル発電機燃料油貯油槽 

 

 

 

・燃料タンク（SA） 

 

・ディーゼル発電機燃料油移送ポンプ 

 

・可搬型タンクローリー 

 

本系統の流路として，配管・弁類及びホースを重大事故等対処

設備として使用する。 

 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

【女川】 

記載の充実（大飯審査実績を参照） 

記載の充実 

・補給時に使用する配管・弁類の記載を追

加した。 

【大飯，女川】 

設備，運用の相違 

・燃料補給対象の可搬型設備の相違 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（燃料油貯油槽） 

設備名称の相違（タンクローリー） 

【女川】 

記載の充実（美浜審査実績を参照） 

【大飯】 

設備・運用の相違（燃料貯蔵設備） 

設備・運用の相違（可搬型タンクローリー

への燃料汲み上げ） 

【大飯】 

設備，運用の相違（共用設備） 

 

 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（燃料油貯油槽） 

【大飯，女川】 

設備・運用の相違（燃料貯蔵設備） 

 

【大飯，女川】 

設備・運用の相違（可搬型タンクローリー

への燃料汲み上げ） 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（タンクローリー） 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

57-19 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

 

＜女川，泊の記載箇所で比較(2)＞ 

充てんポンプ、高圧注入ポンプ、電動補助給水ポンプ、ほう酸

ポンプ、緊急ほう酸補給弁、余熱除去ポンプ、格納容器スプレイ

ポンプ、格納容器スプレイポンプ格納容器再循環サンプ側入口格

納容器隔離弁、格納容器再循環ファン、Ａ、Ｄ原子炉補機冷却水

ポンプ、海水ポンプ、静的触媒式水素再結合装置温度監視装置、

原子炉格納容器水素燃焼装置、原子炉格納容器水素燃焼装置温度

監視装置、可搬型格納容器内水素ガス濃度計、格納容器水素ガス

試料冷却器用可搬型冷却水ポンプ、可搬型格納容器ガス試料圧縮

装置、アニュラス空気浄化ファン、原子炉格納容器水位、原子炉

下部キャビティ水位、中央制御室空調ファン、中央制御室循環フ

ァン、中央制御室非常用循環ファン、可搬型照明（ＳＡ）、衛星電

話（固定）、安全パラメータ表示システム（ＳＰＤＳ）、安全パラ

メータ伝送システム、蓄圧タンク出口弁及びＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ計装

用電源は、ディーゼル発電機より電力を供給できる設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【大飯】 

記載箇所の相違（P57-82 へ） 

 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

57-20 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

2.14.1.1 多様性及び独立性、位置的分散 

基本方針については、「1.3.1 多様性、位置的分散、悪影響防

止等について」に示す。 

 

 

 

空冷式非常用発電装置は、空冷式のディーゼル発電機とし、原

子炉周辺建屋内のディーゼル発電機に対して、屋外の適切な離隔

距離を持った位置に設置することで、多様性及び位置的分散を図

る設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.2.2.1 多様性及び独立性，位置的分散 

基本方針については，「1.1.7.1 多様性，位置的分散，悪影響

防止等」に示す。 

 

 

 

常設代替交流電源設備は，非常用交流電源設備と共通要因によ

って同時に機能を損なわないよう，ガスタービン発電機をガスタ

ービンにより駆動することで，ディーゼルエンジンにより駆動す

る非常用ディーゼル発電機及び高圧炉心スプレイ系ディーゼル

発電機を用いる非常用交流電源設備に対して多様性を有する設

計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

常設代替交流電源設備のガスタービン発電機，ガスタービン発

電設備軽油タンク，ガスタービン発電設備燃料移送ポンプ及びタ

ンクローリは，原子炉建屋付属棟から離れた屋外に設置又は保管

することで，原子炉建屋付属棟内の非常用ディーゼル発電機，高

圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機，非常用ディーゼル発電設備

燃料デイタンク及び高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電設備燃

料デイタンク並びに原子炉建屋付属棟近傍の非常用ディーゼル

発電設備燃料移送ポンプ及び高圧炉心スプレイ系ディーゼル発

電設備燃料移送ポンプと共通要因によって同時に機能を損なわ

ないよう，位置的分散を図る設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.2.2.1 多様性及び独立性，位置的分散 

基本方針については，「1.1.10.1 多様性，位置的分散，悪影響

防止等」に示す。 

 

 

 

常設代替交流電源設備の代替非常用発電機は，非常用交流電源

設備のディーゼル発電機と共通要因によって同時に機能を損な

わないよう，代替非常用発電機の冷却方式を空冷とすることで，

冷却方式が水冷であるディーゼル発電機に対して多様性を有す

る設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

常設代替交流電源設備の代替非常用発電機及び可搬型タンク

ローリーは，ディーゼル発電機建屋及び原子炉建屋から離れた屋

外に設置又は保管することで，ディーゼル発電機建屋内のディー

ゼル発電機及びディーゼル発電機燃料油移送ポンプ並びに周辺

補機棟内のディーゼル発電機燃料油サービスタンクと共通要因

によって同時に機能を損なわないよう，位置的分散を図る設計と

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

 

 

 

 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

【女川】 

記載の充実（大飯審査実績を参照） 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（代替非常用発電機） 

【女川】 

設備名称の相違（D/G） 

【女川】 

炉型による非常用電源設備構成の相違 

【女川】 

記載方針の相違 

・女川はガスタービン発電機の駆動方式

により非常用ディーゼル発電機に対し

て多様性を有する。 

・泊は大飯と同様に代替非常用発電機の

冷却方式によりディーゼル発電機に対

して多様性を有する。 

【女川】 

設備・運用の相違（代替非常用発電機の燃

料補給） 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（タンクローリー） 

設置場所の相違（D/G 設置場所） 

・大飯：原子炉周辺建屋→女川：原子炉付

属棟，原子炉建屋付属棟近傍→泊：ディ

ーゼル発電機建屋，原子炉建屋，周辺補

機棟（以降，「設置場所の相違（D/G 設置

場所）」と記載する。） 

【女川】 

設備名称の相違（D/G 燃料油移送設備） 

・女川：非常用ディーゼル発電設備燃料移

送ポンプ，非常用ディーゼル発電設備燃

料デイタンク→泊：ディーゼル発電機燃

料油移送ポンプ，ディーゼル発電機燃料

油サービスタンク（以降，「設備名称の

相違（D/G 燃料油移送設備）」と記載す

る。） 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

57-21 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

＜内容比較のため再掲(3)＞ 

空冷式非常用発電装置を使用した代替電源系統は、空冷式非常

用発電装置から非常用高圧母線までの系統において、独立した電

路で系統構成することにより、ディーゼル発電機を使用した電源

系統に対して独立した設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

電源車は、空冷式のディーゼル発電機とし、原子炉周辺建屋内

のディーゼル発電機に対して、原子炉周辺建屋から 100m 以上の

離隔距離を確保した複数箇所に分散して保管することで、多様性

及び位置的分散を図る設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電源車は、空冷式のディーゼル発電機とし、少なくとも１台は

屋外の空冷式非常用発電装置から 100m 以上の離隔距離を確保し

た複数箇所に分散して保管することで、空冷式非常用発電装置に

対して位置的分散を図る設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

常設代替交流電源設備は，ガスタービン発電機から非常用高圧

母線までの系統において，独立した電路で系統構成することによ

り，非常用ディーゼル発電機及び高圧炉心スプレイ系ディーゼル

発電機から非常用高圧母線までの系統に対して，独立性を有する

設計とする。 

 

これらの多様性及び位置的分散並びに電路の独立性によって，

常設代替交流電源設備は非常用交流電源設備に対して独立性を

有する設計とする。 

 

 

 

可搬型代替交流電源設備は，非常用交流電源設備と共通要因に

よって同時に機能を損なわないよう，電源車の冷却方式を空冷と

することで，冷却方式が水冷である非常用ディーゼル発電機及び

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機を用いる非常用交流電源

設備に対して多様性を有する設計とする。 

 

 

 

 

 

また，可搬型代替交流電源設備は，常設代替交流電源設備と共通

要因によって同時に機能を損なわないよう，電源車をディーゼル

エンジンにより駆動することで，ガスタービンにより駆動するガ

スタービン発電機を用いる常設代替交流電源設備に対して多様

性を有する設計とする。 

 

 

 

 

 

可搬型代替交流電源設備の電源車，ガスタービン発電設備軽油

タンク及びタンクローリは，屋外の原子炉建屋付属棟から離れた

場所に設置又は保管することで，原子炉建屋付属棟内の非常用デ

ィーゼル発電機，高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機，非常用

ディーゼル発電設備燃料デイタンク及び高圧炉心スプレイ系デ

ィーゼル発電設備燃料デイタンク並びに原子炉建屋付属棟近傍

の非常用ディーゼル発電設備燃料移送ポンプ及び高圧炉心スプ

レイ系ディーゼル発電設備燃料移送ポンプと共通要因によって

同時に機能を損なわないよう，位置的分散を図る設計とする。 

 

 

 

 

 

常設代替交流電源設備の代替非常用発電機を使用した代替電

源系統は，代替非常用発電機から非常用高圧母線及び代替格納容

器スプレイポンプ変圧器盤までの系統において，独立した電路で

系統構成することにより，ディーゼル発電機から非常用高圧母線

までの系統に対して，独立性を有する設計とする。 

 

これらの多様性及び位置的分散並びに電路の独立性によって，

常設代替交流電源設備は非常用交流電源設備に対して独立性を

有する設計とする。 

 

 

 

可搬型代替交流電源設備の可搬型代替電源車は，非常用交流電

源設備のディーゼル発電機と共通要因によって同時に機能を損

なわないよう，可搬型代替電源車の冷却方式を空冷とすること

で，冷却方式が水冷であるディーゼル発電機に対して多様性を有

する設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

可搬型代替交流電源設備の可搬型代替電源車及び可搬型タン

クローリーは，屋外のディーゼル発電機建屋及び原子炉建屋から

離れた場所に保管することで，ディーゼル発電機建屋内のディー

ゼル発電機及びディーゼル発電機燃料油移送ポンプ並びに周辺

補機棟内のディーゼル発電機燃料油サービスタンクと共通要因

によって同時に機能を損なわないよう，位置的分散を図る設計と

する。 

 

 

 

 

 

 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

【女川】 

記載の充実（大飯審査実績を参照） 

【女川】 

設備・運用の相違（常設及び可搬型代替交

流電源設備の給電先） 

 

 

 

 

 

 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

【女川】 

記載の充実（大飯審査実績を参照） 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（可搬型代替電源車） 

【女川】 

設備名称の相違（D/G） 

【女川】 

炉型による非常用電源設備構成の相違 

【女川】 

設備の相違（発電機の多様性） 

・女川は電源車の冷却方式により非常用

ディーゼル発電機に対して，また，電源

車の駆動方式によりガスタービン発電

機に対して多様性を有する。 

・泊は大飯と同様に代替非常用発電機及

び可搬型代替電源車の冷却方式により

ディーゼル発電機に対して多様性を有

する。 

【大飯，女川】 

設備・運用の相違（燃料貯蔵設備） 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（タンクローリー） 

設置場所の相違（D/G 設置場所） 

【女川】 

設備名称の相違（D/G 燃料油移送設備） 

 

 

 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

57-22 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

 

 

 

 

 

＜内容比較のため再掲(4)＞ 

電源車を使用した代替電源系統は、電源車から非常用高圧母線

までの系統において、独立した電路で系統構成することにより、

ディーゼル発電機を使用した電源系統に対して独立した設計と

する。 

 

 

 

 

 

 

電源車の接続箇所は、原子炉周辺建屋の異なる面の隣接しない

位置に、適切な離隔距離をもって複数箇所設置する設計とする。 

 

 

 

 

号機間電力融通恒設ケーブルは、原子炉周辺建屋内のディーゼ

ル発電機に対して異なる区画に設置することで、位置的分散を図

る設計とする。 

号機間電力融通予備ケーブルは、制御建屋内の号機間電力融通

恒設ケーブルと異なる区画に保管することで、位置的分散を図る

設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，可搬型代替交流電源設備の電源車及びタンクローリは，屋

外のガスタービン発電機，ガスタービン発電設備軽油タンク及び

ガスタービン発電設備燃料移送ポンプから離れた場所に保管す

ることで，共通要因によって同時に機能を損なわないよう，位置

的分散を図る設計とする。 

 

可搬型代替交流電源設備は，電源車から非常用高圧母線までの

系統において，独立した電路で系統構成することにより，非常用

ディーゼル発電機及び高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機か

ら非常用高圧母線までの系統に対して，独立性を有する設計とす

る。 

 

これらの多様性及び位置的分散並びに電路の独立性によって，

可搬型代替交流電源設備は非常用交流電源設備に対して独立性

を有する設計とする。 

 

可搬型代替交流電源設備の電源車の接続箇所は，共通要因によ

って接続できなくなることを防止するため，位置的分散を図った

複数箇所に設置する設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，可搬型代替交流電源設備の可搬型代替電源車は，屋外の代

替非常用発電機から離れた場所に保管することで，共通要因によ

って同時に機能を損なわないよう，位置的分散を図る設計とす

る。 

 

 

可搬型代替交流電源設備の可搬型代替電源車を使用した代替

電源系統は，可搬型代替電源車から非常用高圧母線及び代替格納

容器スプレイポンプ変圧器盤までの系統において，独立した電路

で系統構成することにより，ディーゼル発電機から非常用高圧母

線までの系統に対して，独立性を有する設計とする。 

 

これらの多様性及び位置的分散並びに電路の独立性によって，

可搬型代替交流電源設備は非常用交流電源設備に対して独立性

を有する設計とする。 

 

可搬型代替交流電源設備の可搬型代替電源車の接続箇所は，共

通要因によって接続できなくなることを防止するため，位置的分

散を図った複数箇所に設置する設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

【女川】 

記載の充実（大飯審査実績を参照） 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（可搬型代替電源車） 

【女川】 

設備・運用の相違（代替非常用発電機の燃

料補給） 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（代替非常用発電機） 

【女川】 

設備・運用の相違（常設及び可搬型代替交

流電源設備の給電先） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大飯】 

設計・運用の相違（号炉間電力融通設備） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

57-23 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

（参考）伊方３号炉 

蓄電池（非常用）及び蓄電池（重大事故等対処用）は，ディー

ゼル発電機と異なる区画に設置し，共通要因によって同時に機能

を損なわないよう位置的分散を図る設計とする。 

 

 

原子炉補助建屋内の蓄電池（重大事故等対処用）と蓄電池（非

常用）は，異なる区画に設置することで，共通要因によって同時

に機能を損なわないよう互いに位置的分散を図る設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）伊方３号炉 

蓄電池（重大事故等対処用）及び可搬型直流電源装置を使用し

た直流電源系統は，蓄電池（重大事故等対処用）及び可搬型直流

電源装置から直流コントロールセンタまでの系統において，独立

した電路で系統構成することにより，蓄電池（非常用）から直流

コントロールセンタまでの電源系統に対して，共通要因によって

同時に機能を損なわないよう独立した設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所内常設蓄電式直流電源設備は，原子炉建屋付属棟内の非常用

ディーゼル発電機及び高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機と

異なる制御建屋内に設置することで，非常用交流電源設備と共通

要因によって同時に機能を損なわないよう，位置的分散を図る設

計とする。 

 

 

 

 

 

所内常設蓄電式直流電源設備は，125V 蓄電池 2A 及び 125V 蓄

電池 2B から 125V 直流主母線盤 2A 及び 125V 直流主母線盤 2B ま

での系統において，独立した電路で系統構成することにより，非

常用ディーゼル発電機の交流を直流に変換する電路を用いた

125V 直流主母線盤 2A 及び 125V 直流主母線盤 2Bまでの系統に対

して，独立性を有する設計とする。 

 

 

 

 

 

 

これらの位置的分散及び電路の独立性によって，所内常設蓄電

式直流電源設備は非常用交流電源設備に対して独立性を有する

設計とする。 

 

 

 

 

 

常設代替直流電源設備は，制御建屋内の非常用直流電源設備と

異なる区画に設置することで，非常用直流電源設備と共通要因に

よって同時に機能を損なわないよう，位置的分散を図る設計とす

る。 

常設代替直流電源設備は，125V 代替蓄電池から 125V 直流主母

線盤2A-1及び 125V直流主母線盤2B-1までの系統並びに250V蓄

電池から 250V 直流主母線盤までの系統において，独立した電路

で系統構成することにより，非常用直流電源設備の 125V 蓄電池

2A，125V 蓄電池 2B 及び 125V 蓄電池 2H から 125V 直流主母線盤

2A，125V 直流主母線盤 2B 及び 125V 直流主母線盤 2H までの系統

に対して，独立性を有する設計とする。 

これらの位置的分散及び電路の独立性によって，常設代替直流

電源設備は非常用直流電源設備に対して独立性を有する設計と

する。 

 

 

所内常設蓄電式直流電源設備の蓄電池（非常用）及び後備蓄電

池は，ディーゼル発電機建屋内のディーゼル発電機と異なる原子

炉補助建屋内に設置することで，ディーゼル発電機と共通要因に

よって同時に機能を損なわないよう，位置的分散を図る設計とす

る。 

また，所内常設蓄電式直流電源設備の後備蓄電池は，原子炉補助

建屋内の蓄電池（非常用）と異なる区画に設置することで，蓄電

池（非常用）と共通要因によって同時に機能を損なわないよう，

位置的分散を図る設計とする。 

 

所内常設蓄電式直流電源設備の蓄電池（非常用）及び後備蓄電

池を使用した代替電源系統は，蓄電池（非常用）及び後備蓄電池

からＡ直流母線及びＢ直流母線までの系統において，独立した電

路で系統構成することにより，ディーゼル発電機の交流を直流に

変換する電路を用いたＡ直流母線及びＢ直流母線までの系統に

対して，独立性を有する設計とする。 

また，所内常設蓄電式直流電源設備の後備蓄電池を使用した代替

電源系統は，後備蓄電池からＡ直流母線及びＢ直流母線までの系

統において，独立した電路で系統構成することにより，蓄電池（非

常用）からＡ直流母線及びＢ直流母線までの系統に対して，独立

性を有する設計とする。 

 

これらの位置的分散及び電路の独立性によって，所内常設蓄電

式直流電源設備は非常用交流電源設備に対して独立性を有する

設計とする。 

また，所内常設蓄電式直流電源設備の後備蓄電池は蓄電池（非常

用）に対して独立性を有する設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

【女川】 

記載の充実（伊方審査実績を参照） 

・伊方を参照して記載を充実している。

（以降，「記載の充実（伊方審査実績を

参照）」と記載する。） 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（蓄電池（非常用）） 

【大飯，女川】 

設備・運用の相違（蓄電池の構成） 

【大飯，女川】 

設置場所の相違（D/G 設置場所） 

【女川】 

設備名称の相違（D/G） 

【女川】 

炉型による非常用電源設備構成の相違 

【大飯，女川】 

設置場所の相違（蓄電池設置場所） 

・大飯，女川：制御建屋→泊：原子炉補助

建屋（以降，「設置場所の相違（蓄電池

設置場所）」と記載する。） 

設備名称の相違（直流母線） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【女川】 

設備・運用の相違（常設代替直流電源設備） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
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57-24 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

電源車及び可搬式整流器を使用した可搬型直流電源設備は、空

冷式のディーゼル発電機を使用し、制御建屋内の蓄電池（安全防

護系用）に対して、電源車は原子炉周辺建屋から 100m 以上の離

隔距離を確保した複数箇所に分散して保管し、可搬式整流器は制

御建屋内の異なる区画に分散して保管することで、多様性及び位

置的分散を図る設計とする。 

 

（参考）伊方３号炉 

可搬型直流電源装置は，空冷式のディーゼル駆動である 75kVA

電源車を使用することで，蓄電池（非常用）及び蓄電池（重大事

故等対処用）に対して，共通要因によって同時に機能を損なわな

いよう多様性を有する設計とする。 

75kVA 電源車は，原子炉補助建屋内の蓄電池（非常用）及び蓄

電池（重大事故等対処用）に対して，２台は原子炉補助建屋から

100m 以上の離隔距離を確保した複数箇所に分散して屋外に保管

し，可搬型整流器は，原子炉補助建屋内の蓄電池（非常用）及び

蓄電池（重大事故等対処用）に対して，原子炉建屋又は原子炉補

助建屋の異なる区画に分散して保管することで，共通要因によっ

て同時に機能を損なわないよう位置的分散を図る設計とする。 

 

＜内容比較のため再掲(5)＞ 

電源車及び可搬式整流器を使用した可搬型直流電源設備は、電

源車から直流き電盤までの系統において、独立した電路で系統構

成することにより、蓄電池（安全防護系用）を使用した電源系統

に対して独立した設計とする。 

 

（参考）伊方３号炉 

蓄電池（重大事故等対処用）及び可搬型直流電源装置を使用し

た直流電源系統は，蓄電池（重大事故等対処用）及び可搬型直流

電源装置から直流コントロールセンタまでの系統において，独立

した電路で系統構成することにより，蓄電池（非常用）から直流

コントロールセンタまでの電源系統に対して，共通要因によって

同時に機能を損なわないよう独立した設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

可搬型代替直流電源設備は，非常用直流電源設備と共通要因に

よって同時に機能を損なわないよう，電源車の冷却方式を空冷と

することで，冷却方式が水冷である非常用ディーゼル発電機及び

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機から給電する非常用直流

電源設備に対して多様性を有する設計とする。 

また，125V 代替充電器及び 250V 充電器により交流を直流に変換

できることで，125V 蓄電池 2A，125V 蓄電池 2B 及び 125V 蓄電池

2H を用いる非常用直流電源設備に対して多様性を有する設計と

する。 

 

可搬型代替直流電源設備の 125V 代替蓄電池，250V 蓄電池，125V

代替充電器及び 250V 充電器は，制御建屋内の 125V 蓄電池 2A，

125V 蓄電池 2B，125V 充電器 2A 及び 125V 充電器 2B 並びに原子

炉建屋付属棟内の125V蓄電池2H及び125V充電器2Hと異なる区

画又は建屋に設置することで，非常用直流電源設備と共通要因に

よって同時に機能を損なわないよう，位置的分散を図る設計とす

る。 

 

 

 

 

可搬型代替直流電源設備の電源車，ガスタービン発電設備軽油

タンク及びタンクローリは，屋外の原子炉建屋付属棟から離れた

場所に設置又は保管することで，原子炉建屋付属棟内の非常用デ

ィーゼル発電機，高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機，非常用

ディーゼル発電設備燃料デイタンク及び高圧炉心スプレイ系デ

ィーゼル発電設備燃料デイタンク並びに原子炉建屋付属棟近傍

の非常用ディーゼル発電設備燃料移送ポンプ及び高圧炉心スプ

レイ系ディーゼル発電設備燃料移送ポンプと共通要因によって

同時に機能を損なわないよう，位置的分散を図る設計とする。 

 

 

 

可搬型代替直流電源設備は，125V 代替蓄電池及び電源車から

125V 直流主母線盤 2A-1 及び 125V 直流主母線盤 2B-1 までの系統

並びに250V蓄電池及び電源車から250V直流主母線盤までの系統

において，独立した電路で系統構成することにより，非常用直流

電源設備の 125V 蓄電池 2A，125V 蓄電池 2B 及び 125V 蓄電池 2H

から 125V 直流主母線盤 2A，125V 直流主母線盤 2B及び 125V 直流

主母線盤 2H までの系統に対して，独立性を有する設計とする。 

 

これらの多様性及び位置的分散並びに電路の独立性によって，

可搬型代替直流電源設備は非常用直流電源設備に対して独立性

を有する設計とする。 

 

 

可搬型代替直流電源設備の可搬型直流電源用発電機は，非常用

直流電源設備に給電するディーゼル発電機と共通要因によって

同時に機能を損なわないよう，可搬型直流電源用発電機の冷却方

式を空冷とすることで，冷却方式が水冷であるディーゼル発電機

に対して多様性を有する設計とする。 

また，可搬型直流変換器により交流を直流に変換できることで，

蓄電池（非常用）及び後備蓄電池に対して多様性を有する設計と

する。 

 

 

可搬型代替直流電源設備の可搬型直流変換器は，原子炉補助建

屋内の蓄電池（非常用）及び後備蓄電池と異なる区画に保管する

ことで，蓄電池（非常用）及び後備蓄電池と共通要因によって同

時に機能を損なわないよう，位置的分散を図る設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

可搬型代替直流電源設備の可搬型直流電源用発電機及び可搬

型タンクローリーは，屋外のディーゼル発電機建屋及び原子炉建

屋から離れた場所に保管することで，ディーゼル発電機建屋内の

ディーゼル発電機及びディーゼル発電機燃料油移送ポンプ並び

に周辺補機棟内のディーゼル発電機燃料油サービスタンクと共

通要因によって同時に機能を損なわないよう，位置的分散を図る

設計とする。 

 

 

 

 

 

可搬型代替直流電源設備の可搬型直流電源用発電機及び可搬

型直流変換器を使用した代替電源系統は，可搬型直流電源用発電

機からＡ直流母線及びＢ直流母線までの系統において，独立した

電路で系統構成することにより，蓄電池（非常用）からＡ直流母

線及びＢ直流母線までの系統に対して，独立性を有する設計とす

る。 

 

 

これらの多様性及び位置的分散並びに電路の独立性によって，

可搬型代替直流電源設備は非常用直流電源設備に対して独立性

を有する設計とする。 

 

 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

【女川】 

記載の充実（大飯審査実績を参照） 

記載の充実（伊方審査実績を参照） 

【大飯，女川】 

設備・運用の相違（可搬型直流電源用発電

機） 

【女川】 

設備名称の相違（D/G） 

【女川】 

炉型による非常用電源設備構成の相違 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（可搬型直流変換器） 

【大飯，女川】 

設備・運用の相違（蓄電池の構成） 

【女川】 

設備・運用の相違（可搬型代替直流電源設

備の構成） 

【大飯，女川】 

設置場所の相違（蓄電池設置場所） 

保管場所の相違（可搬型直流変換器保管場

所） 

・大飯，女川：制御建屋→泊：原子炉補助

建屋（以降，「保管場所の相違（可搬型

直流変換器保管場所）」と記載する。） 

【大飯，女川】 

設備・運用の相違（燃料貯蔵設備） 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（タンクローリー） 

設置場所の相違（D/G 設置場所） 

【女川】 

設備名称の相違（D/G 燃料油移送設備） 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（直流母線） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

57-25 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

（参考）伊方３号炉 

可搬型直流電源装置の接続箇所は，共通要因によって接続する

ことができなくなることを防止するために，複数箇所設置する設

計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

代替所内電気設備変圧器、代替所内電気設備分電盤及び可搬式

整流器を使用した代替所内電気設備は、電源を空冷式非常用発電

装置とし、制御建屋内の所内電気設備である２系統の非常用母線

と異なる区画に設置することで、多様性及び位置的分散を図る設

計とする。 

 

（参考）伊方３号炉 

代替電気設備受電盤及び代替動力変圧器は，原子炉補助建屋内

の所内電気設備である２系統の非常用母線と異なる原子炉建屋

内に設置することで，共通要因によって同時に機能を損なわない

よう位置的分散を図る設計とする。 

また，電源を空冷式非常用発電装置とすることで，ディーゼル発

電機を電源とする系統に対し，共通要因によって同時に機能を損

なわないよう多様性を有する設計とする。 

 

＜内容比較のため再掲(6)＞ 

代替所内電気設備変圧器、代替所内電気設備分電盤及び可搬式

整流器を使用した代替所内電気設備は、独立した電路で系統構成

することにより、所内電気設備である２系統の非常用母線に対し

て独立した設計とする。 

 

（参考）伊方３号炉 

代替電気設備受電盤及び代替動力変圧器を使用した代替所内

電気設備は，独立した電路で系統構成することにより，所内電気

設備である２系統の非常用母線に対して，共通要因によって同時

に機能を損なわないよう独立した設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

可搬型代替直流電源設備の電源車の接続箇所は，共通要因によ

って接続できなくなることを防止するため，位置的分散を図った

複数箇所に設置する設計とする。 

 

 

 

 

 

代替所内電気設備のガスタービン発電機接続盤及び緊急用高

圧母線 2F系は，緊急用電気品建屋（地下階）に設置することで，

非常用所内電気設備と共通要因によって同時に機能を損なわな

いよう，位置的分散を図る設計とする。 

 

代替所内電気設備の緊急用高圧母線 2G 系，緊急用動力変圧器

2G 系，緊急用低圧母線 2G系，緊急用交流電源切替盤 2G系，緊急

用交流電源切替盤 2C 系及び緊急用交流電源切替盤 2D 系は，非常

用所内電気設備と異なる区画に設置することで，非常用所内電気

設備と共通要因によって同時に機能を損なわないよう，位置的分

散を図る設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

代替所内電気設備は，独立した電路で系統構成することによ

り，非常用所内電気設備に対して，独立性を有する設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらの位置的分散及び電路の独立性によって，代替所内電気

設備は非常用所内電気設備に対して独立性を有する設計とする。 

 

 

 

 

 

可搬型代替直流電源設備の可搬型直流電源用発電機の接続箇

所は，共通要因によって接続できなくなることを防止するため，

位置的分散を図った複数箇所に設置する設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

代替所内電気設備の代替所内電気設備変圧器，代替所内電気設

備分電盤及び代替格納容器スプレイポンプ変圧器盤は，原子炉補

助建屋内の非常用所内電気設備である２系統の非常用母線と異

なる区画に設置することで，非常用所内電気設備である２系統の

非常用母線と共通要因によって同時に機能を損なわないよう，位

置的分散を図る設計とする。 

 

 

 

 

 

また，電源を代替非常用発電機及び可搬型代替電源車とすること

で，ディーゼル発電機を電源とする系統に対して多様性を有する

設計とする。 

 

 

代替所内電気設備の代替所内電気設備変圧器，代替所内電気設

備分電盤及び代替格納容器スプレイポンプ変圧器盤は，独立した

電路で系統構成することにより，非常用所内電気設備である２系

統の非常用母線に対して，独立性を有する設計とする。 

 

 

 

 

 

 

これらの位置的分散及び電路の独立性によって，代替所内電気

設備は非常用所内電気設備に対して独立性を有する設計とする。 

 

 

 

 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

【女川】 

記載の充実（伊方審査実績を参照） 

【大飯，女川】 

設備・運用の相違（可搬型直流電源用発電

機） 

 

 

【女川】 

設備・運用の相違（代替所内電気設備の構

成等） 

 

 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

【女川】 

記載の充実（大飯審査実績を参照） 

記載の充実（伊方審査実績を参照） 

【大飯】 

設備・運用の相違（代替所内電気設備によ

る直流給電） 

【大飯，女川】 

設置場所の相違（代替所内電気設備設置場

所） 

・大飯：制御建屋→女川：原子炉付属棟→

泊：原子炉補助建屋（以降，「設置場所

の相違（代替所内電気設備設置場所）」

と記載する。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

57-26 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

タンクローリーは、原子炉周辺建屋から 100m 以上の離隔距離

を確保した複数箇所に分散して保管することで、原子炉周辺建屋

内のディーゼル発電機に対して位置的分散を図る設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜女川，泊の記載箇所で比較(3)＞ 

空冷式非常用発電装置を使用した代替電源系統は、空冷式非常

用発電装置から非常用高圧母線までの系統において、独立した電

路で系統構成することにより、ディーゼル発電機を使用した電源

系統に対して独立した設計とする。 

 

＜女川，泊の記載箇所で比較(4)＞ 

電源車を使用した代替電源系統は、電源車から非常用高圧母線

までの系統において、独立した電路で系統構成することにより、

ディーゼル発電機を使用した電源系統に対して独立した設計と

する。 

 

＜女川，泊の記載箇所で比較(5)＞ 

電源車及び可搬式整流器を使用した可搬型直流電源設備は、電

源車から直流き電盤までの系統において、独立した電路で系統構

成することにより、蓄電池（安全防護系用）を使用した電源系統

に対して独立した設計とする。 

 

＜女川，泊の記載箇所で比較(6)＞ 

代替所内電気設備変圧器、代替所内電気設備分電盤及び可搬式

整流器を使用した代替所内電気設備は、独立した電路で系統構成

することにより、所内電気設備である２系統の非常用母線に対し

て独立した設計とする。 

 

燃料補給設備のタンクローリは，原子炉建屋付属棟近傍の非常

用ディーゼル発電設備燃料移送ポンプ及び高圧炉心スプレイ系

ディーゼル発電設備燃料移送ポンプから離れた屋外に分散して

保管することで，原子炉建屋付属棟近傍の非常用ディーゼル発電

設備燃料移送ポンプ及び高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電設

備燃料移送ポンプと共通要因によって同時に機能を損なわない

よう，位置的分散を図る設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

軽油タンク及びガスタービン発電設備軽油タンクは，屋外に分

散して設置することで，共通要因によって同時に機能を損なわな

いよう，位置的分散を図る設計とする。 

 

 

 

 

燃料補給設備の可搬型タンクローリーは，ディーゼル発電機建

屋内のディーゼル発電機燃料油移送ポンプから離れた屋外に分

散して保管することで，ディーゼル発電機建屋内のディーゼル発

電機燃料油移送ポンプと共通要因によって同時に機能を損なわ

ないよう，位置的分散を図る設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

【女川】 

記載の充実（大飯審査実績を参照） 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（タンクローリー） 

【女川】 

設備名称の相違（D/G） 

【女川】 

炉型による非常用電源設備構成の相違 

設備・運用の相違（代替非常用発電機の燃

料補給） 

【女川】 

設備名称の相違（D/G 燃料油移送設備） 

【大飯，女川】 

設置場所の相違（D/G 設置場所） 

【大飯，女川】 

設備・運用の相違（燃料貯蔵設備） 

 

 

 

 

【大飯】 

記載箇所の相違（P57-21 へ） 

 

 

 

 

【大飯】 

記載箇所の相違（P57-22 へ） 

 

 

 

 

【大飯】 

記載箇所の相違（P57-24 へ） 

 

 

 

 

【大飯】 

記載箇所の相違（P57-25 へ） 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

57-27 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

2.14.1.2 悪影響防止 

基本方針については、「1.3.1 多様性、位置的分散、悪影響防

止等について」に示す。 

 

 

 

＜一部，女川，泊の記載箇所で比較(7)＞ 

空冷式非常用発電装置及びディーゼル発電機は、遮断器操作等

によって通常時の系統構成から重大事故等対処設備としての系

統構成及び系統隔離をすることで、他の設備に悪影響を及ぼさな

い設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

燃料油貯蔵タンク、重油タンク及びタンクローリーは、他の設

備から独立して使用可能なことにより、他の設備に悪影響を及ぼ

さない設計とする。 

 

 

 

（参考）美浜３号炉 

燃料油貯蔵タンク、燃料油移送ポンプ、可搬式オイルポンプ及

びタンクローリーは、他の設備から独立して使用可能なことによ

り、他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.2.2.2 悪影響防止 

基本方針については，「1.1.7.1 多様性，位置的分散，悪影響

防止等」に示す。 

 

 

 

 

常設代替交流電源設備のガスタービン発電機，ガスタービン発

電設備軽油タンク及びガスタービン発電設備燃料移送ポンプは，

通常時は遮断器等により接続先の系統から隔離し，重大事故等時

に遮断器操作等により重大事故等対処設備としての系統構成と

することで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

常設代替交流電源設備のタンクローリは，接続先の系統と分離

して保管し，重大事故等時に接続，弁操作等により重大事故等対

処設備としての系統構成とすることで，他の設備に悪影響を及ぼ

さない設計とする。 

 

 

 

常設代替交流電源設備の軽油タンクは，重大事故等時に弁操作

等により重大事故等対処設備としての系統構成とすることで，他

の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

 

 

 

ガスタービン発電機及びガスタービン発電設備燃料移送ポン

プは，飛散物となって他の設備に悪影響を及ぼさない設計とす

る。 

 

 

タンクローリは輪留めによる固定等をすることで，他の設備に

悪影響を及ぼさない設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

10.2.2.2 悪影響防止 

基本方針については，「1.1.10.1 多様性，位置的分散，悪影響

防止等」に示す。 

 

 

 

 

常設代替交流電源設備の代替非常用発電機は，通常時は遮断器

等により接続先の系統から隔離し，重大事故等時に遮断器操作等

により重大事故等対処設備としての系統構成とすることで，他の

設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

常設代替交流電源設備の可搬型タンクローリーは，接続先の系

統と分離して保管し，重大事故等時に接続，弁操作等により重大

事故等対処設備としての系統構成とすることで，他の設備に悪影

響を及ぼさない設計とする。 

 

 

 

常設代替交流電源設備のディーゼル発電機燃料油貯油槽，燃料

タンク（SA）及びディーゼル発電機燃料油移送ポンプは，重大事

故等時に弁操作等により重大事故等対処設備としての系統構成

とすることで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

 

 

代替非常用発電機は，飛散物となって他の設備に悪影響を及ぼ

さない設計とする。 

 

 

 

可搬型タンクローリーは車輪止めによる固定等をすることで，

他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

 

 

 

 

【大飯】 

記載箇所の相違（P57-82 へ） 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（代替非常用発電機） 

【女川】 

設備名称の相違（D/G） 

【女川】 

炉型による非常用電源設備構成の相違 

【大飯，女川】 

設備・運用の相違（燃料貯蔵設備） 

 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（タンクローリー） 

 

 

 

 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（燃料油貯油槽） 

【大飯，女川】 

設備・運用の相違（燃料貯蔵設備） 

設備・運用の相違（可搬型タンクローリー

への燃料汲み上げ） 

 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（代替非常用発電機） 

【大飯，女川】 

設備・運用の相違（燃料貯蔵設備） 

 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（タンクローリー） 

記載表現の相違（車輪止め） 

・大飯：車輪止めや固縛等→女川：輪留め

→泊：車輪止め（以降，「記載表現の相

違（車輪止め）」と記載する。） 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

57-28 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

＜女川，泊の記載箇所で比較(8)＞ 

蓄電池（安全防護系用）、代替所内電気設備変圧器及び代替所

内電気設備分電盤は、通常の系統構成を変えることなく重大事故

等対処設備として系統構成することで、他の設備に悪影響を及ぼ

さない設計とする。 

 

＜女川，泊の記載箇所で比較(9)＞ 

電源車、号機間電力融通恒設ケーブル、号機間電力融通予備ケ

ーブル及び可搬式整流器は、通常時に接続先の系統と分離された

状態であること及び重大事故等対処設備として系統構成するこ

とで、他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

 

 

 

＜一部，女川，泊の記載箇所で比較(10)＞ 

可搬型重大事故等対処設備であるタンクローリー、電源車及び

可搬式整流器を設置する時は、車輪止めや固縛等によって固定す

ることで他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

 

 

 

＜一部，内容比較のため再掲(9-1)＞ 

電源車、号機間電力融通恒設ケーブル、号機間電力融通予備ケ

ーブル及び可搬式整流器は、通常時に接続先の系統と分離された

状態であること及び重大事故等対処設備として系統構成するこ

とで、他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

 

 

（参考）伊方３号炉 

空冷式非常用発電装置，300kVA 電源車及び 75kVA 電源車は，飛

散物となって他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜一部，内容比較のため再掲(10-1)＞ 

可搬型重大事故等対処設備であるタンクローリー、電源車及び

可搬式整流器を設置する時は、車輪止めや固縛等によって固定す

ることで他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

可搬型代替交流電源設備の電源車及びタンクローリは，接続先

の系統と分離して保管し，重大事故等時に接続，弁操作，遮断器

操作等により重大事故等対処設備としての系統構成とすること

で，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

 

 

 

可搬型代替交流電源設備の軽油タンク及びガスタービン発電

設備軽油タンクは，重大事故等時に弁操作等により重大事故等対

処設備としての系統構成とすることで，他の設備に悪影響を及ぼ

さない設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電源車及びタンクローリは輪留めによる固定等をすることで，

他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

可搬型代替交流電源設備の可搬型代替電源車及び可搬型タン

クローリーは，接続先の系統と分離して保管し，重大事故等時に

接続，弁操作，遮断器操作等により重大事故等対処設備としての

系統構成とすることで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とす

る。 

 

 

可搬型代替交流電源設備のディーゼル発電機燃料油貯油槽，燃

料タンク（SA）及びディーゼル発電機燃料油移送ポンプは，重大

事故等時に弁操作等により重大事故等対処設備としての系統構

成とすることで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

 

 

 

可搬型代替電源車は，飛散物となって他の設備に悪影響を及ぼ

さない設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

可搬型代替電源車及び可搬型タンクローリーは車輪止めによ

る固定等をすることで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とす

る。 

 

 

 

【大飯】 

記載箇所の相違（P57-29，30 へ） 

 

 

 

 

【大飯】 

記載箇所の相違（P57-28，29 へ） 

 

 

 

 

 

 

【大飯】 

記載箇所の相違（P57-28，30 へ） 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（可搬型代替電源車） 

設備名称の相違（タンクローリー） 

 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（燃料油貯油槽） 

【大飯，女川】 

設備・運用の相違（燃料貯蔵設備） 

設備・運用の相違（可搬型タンクローリー

への燃料汲み上げ） 

 

【女川】 

記載の充実（伊方審査実績を参照） 

【大飯，女川】 

記載の充実 

・泊は伊方と同様に代替非常用発電機に

加えて可搬型代替電源車及び可搬型直

流電源用発電機についても飛散物とな

らないよう他設備への悪影響を防止す

る設計であることを記載したものであ

り実質的な相違はない。 

 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（可搬型代替電源車） 

設備名称の相違（タンクローリー） 

記載表現の相違（車輪止め） 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

57-29 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

＜一部，内容比較のため再掲(8-1)＞ 

蓄電池（安全防護系用）、代替所内電気設備変圧器及び代替所

内電気設備分電盤は、通常の系統構成を変えることなく重大事故

等対処設備として系統構成することで、他の設備に悪影響を及ぼ

さない設計とする。 

 

（参考）伊方３号炉 

空冷式非常用発電装置，代替電気設備受電盤，代替動力変圧器

及び蓄電池（重大事故等対処用）は，遮断器操作等によって通常

時の系統構成から重大事故等対処設備としての系統構成をする

ことで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜一部，内容比較のため再掲(9-2)＞ 

電源車、号機間電力融通恒設ケーブル、号機間電力融通予備ケ

ーブル及び可搬式整流器は、通常時に接続先の系統と分離された

状態であること及び重大事故等対処設備として系統構成するこ

とで、他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

 

 

 

 

（参考）伊方３号炉 

300kVA 電源車，300kVA 電源車用変圧器，75kVA 電源車，可搬型

整流器は，通常時に接続先の系統と分離すること及び重大事故時

は重大事故等対処設備として系統構成することで，他の設備に悪

影響を及ぼさない設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

所内常設蓄電式直流電源設備の 125V 蓄電池 2A，125V 蓄電池

2B，125V 充電器 2A及び 125V 充電器 2B は，通常時は設計基準事

故対処設備として使用する場合と同じ系統構成とし，重大事故等

時においても通常時と同じ系統構成で重大事故等対処設備とし

て使用することで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

常設代替直流電源設備の 125V 代替蓄電池は，通常時は非常用

直流電源設備と隔離し，重大事故等時に遮断器操作により重大事

故等対処設備としての系統構成とすることで，他の設備に悪影響

を及ぼさない設計とする。 

常設代替直流電源設備の 250V 蓄電池は，通常時は常用直流電

源設備として使用する場合と同じ系統構成とし，重大事故等時に

おいても通常時と同じ系統構成で重大事故等対処設備として使

用することで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

 

 

 

 

可搬型代替直流電源設備の125V代替蓄電池及び125V代替充電

器は，通常時は非常用直流電源設備と隔離し，重大事故等時に遮

断器操作により重大事故等対処設備としての系統構成とするこ

とで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

可搬型代替直流電源設備の 250V 蓄電池及び 250V 充電器は，通

常時は常用直流電源設備として使用する場合と同じ系統構成と

し，重大事故等時においても通常時と同じ系統構成で重大事故等

対処設備として使用することで，他の設備に悪影響を及ぼさない

設計とする。 

可搬型代替直流電源設備の電源車及びタンクローリは，接続先

の系統と分離して保管し，重大事故等時に接続，弁操作，遮断器

操作等により重大事故等対処設備としての系統構成とすること

で，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

所内常設蓄電式直流電源設備の蓄電池（非常用），Ａ充電器及

びＢ充電器は，通常時は設計基準事故対処設備として使用する場

合と同じ系統構成とし，重大事故等時においても通常時と同じ系

統構成で重大事故等対処設備として使用することで，他の設備に

悪影響を及ぼさない設計とする。 

 

所内常設蓄電式直流電源設備の後備蓄電池は，通常時は遮断器

等により接続先の系統から隔離し，重大事故等時に遮断器操作等

により重大事故等対処設備としての系統構成とすることで，他の

設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

可搬型代替直流電源設備の可搬型直流電源用発電機，可搬型直

流変換器及び可搬型タンクローリーは，接続先の系統と分離して

保管し，重大事故等時に接続，弁操作，遮断器操作等により重大

事故等対処設備としての系統構成とすることで，他の設備に悪影

響を及ぼさない設計とする。 

 

 

 

 

 

 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（蓄電池（非常用）） 

設備名称の相違（充電器） 

 

【女川】 

記載の充実（伊方審査実績を参照） 

 

 

 

 

 

 

【女川】 

設備・運用の相違（常設代替直流電源設備） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【女川】 

設備・運用の相違（可搬型代替直流電源設

備の構成） 

 

 

 

 

 

 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

【大飯，女川】 

設備・運用の相違（可搬型直流電源用発電

機） 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（可搬型直流変換器） 

設備名称の相違（タンクローリー） 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

57-30 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

 

 

 

 

 

 

（参考）伊方３号炉 

空冷式非常用発電装置，300kVA 電源車及び 75kVA 電源車は，飛

散物となって他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜一部，内容比較のため再掲(10-2)＞ 

可搬型重大事故等対処設備であるタンクローリー、電源車及び

可搬式整流器を設置する時は、車輪止めや固縛等によって固定す

ることで他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

 

 

 

 

 

 

＜一部，内容比較のため再掲(8-2)＞ 

蓄電池（安全防護系用）、代替所内電気設備変圧器及び代替所

内電気設備分電盤は、通常の系統構成を変えることなく重大事故

等対処設備として系統構成することで、他の設備に悪影響を及ぼ

さない設計とする。 

 

（参考）伊方３号炉 

空冷式非常用発電装置，代替電気設備受電盤，代替動力変圧器

及び蓄電池（重大事故等対処用）は，遮断器操作等によって通常

時の系統構成から重大事故等対処設備としての系統構成をする

ことで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

可搬型代替直流電源設備の軽油タンク及びガスタービン発電

設備軽油タンクは，重大事故等時に弁操作等により重大事故等対

処設備としての系統構成とすることで，他の設備に悪影響を及ぼ

さない設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電源車及びタンクローリは輪留めによる固定等をすることで，

他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

代替所内電気設備のガスタービン発電機接続盤，緊急用高圧母

線 2F 系，緊急用高圧母線 2G 系，緊急用動力変圧器 2G 系及び緊

急用低圧母線 2G 系は，通常時は遮断器により接続先の系統から

隔離し，重大事故等時に遮断器操作により重大事故等対処設備と

しての系統構成とすることで，他の設備に悪影響を及ぼさない設

計とする。 

 

 

 

 

 

代替所内電気設備の緊急用交流電源切替盤 2G 系，緊急用交流

電源切替盤 2C系，緊急用交流電源切替盤 2D系，非常用高圧母線

2C 系及び非常用高圧母線 2D 系は，重大事故等時に遮断器操作に

より重大事故等対処設備としての系統構成とすることで，他の設

備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

 

 

可搬型代替直流電源設備のディーゼル発電機燃料油貯油槽及

び燃料タンク（SA）は，重大事故等時に弁操作等により重大事故

等対処設備としての系統構成とすることで，他の設備に悪影響を

及ぼさない設計とする。 

 

 

 

可搬型直流電源用発電機は，飛散物となって他の設備に悪影響

を及ぼさない設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

可搬型直流電源用発電機，可搬型直流変換器及び可搬型タンク

ローリーは車輪止めによる固定等をすることで，他の設備に悪影

響を及ぼさない設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

代替所内電気設備の代替非常用発電機，代替所内電気設備変圧

器，代替所内電気設備分電盤及び代替格納容器スプレイポンプ変

圧器盤は，通常時は遮断器により接続先の系統から隔離し，重大

事故等時に遮断器操作等により重大事故等対処設備としての系

統構成とすることで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

【女川】 

設備・運用の相違（燃料貯蔵設備） 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（燃料油貯油槽） 

 

【女川】 

記載の充実（伊方審査実績を参照） 

【女川】 

記載の充実 

・泊は伊方と同様に代替非常用発電機に

加えて可搬型代替電源車及び可搬型直

流電源用発電機についても飛散物とな

らないよう他設備への悪影響を防止す

る設計であることを記載したものであ

り実質的な相違はない。 

 

【大飯，女川】 

設備・運用の相違（可搬型直流電源用発電

機） 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（可搬型直流変換器） 

設備名称の相違（タンクローリー） 

記載表現の相違（車輪止め） 

 

 

 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

【女川】 

設備・運用の相違（代替所内電気設備の構

成等） 

【大飯】 

設備・運用の相違（代替所内電気設備によ

る直流給電） 

 

 

 

【女川】 

設備・運用の相違（代替所内電気設備の構

成等） 

 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
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57-31 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

燃料補給設備のタンクローリは，接続先の系統と分離して保管

し，重大事故等時に接続，弁操作等により重大事故等対処設備と

しての系統構成とすることで，他の設備に悪影響を及ぼさない設

計とする。 

 

燃料補給設備の軽油タンク及びガスタービン発電設備軽油タ

ンクは，重大事故等時に弁操作等により重大事故等対処設備とし

ての系統構成とすることで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計

とする。 

 

 

 

タンクローリは輪留めによる固定等をすることで，他の設備に

悪影響を及ぼさない設計とする。 

 

代替所内電気設備の可搬型代替電源車及び可搬型タンクロー

リーは，接続先の系統と分離して保管し，重大事故等時に接続，

弁操作等により重大事故等対処設備としての系統構成とするこ

とで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

 

 

 

 

 

代替所内電気設備のディーゼル発電機燃料油貯油槽，燃料タン

ク（SA）及びディーゼル発電機燃料油移送ポンプは，重大事故等

時に弁操作等により重大事故等対処設備としての系統構成とす

ることで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

 

 

 

代替非常用発電機，可搬型代替電源車は，飛散物となって他の

設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

可搬型代替電源車及び可搬型タンクローリーは車輪止めによ

る固定等をすることで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とす

る。 

 

 

燃料補給設備の可搬型タンクローリーは，接続先の系統と分離

して保管し，重大事故等時に接続，弁操作等により重大事故等対

処設備としての系統構成とすることで，他の設備に悪影響を及ぼ

さない設計とする。 

 

燃料補給設備のディーゼル発電機燃料油貯油槽，燃料タンク

（SA）及びディーゼル発電機燃料油移送ポンプは，重大事故等時

に弁操作等により重大事故等対処設備としての系統構成とする

ことで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

 

 

 

可搬型タンクローリーは車輪止めによる固定等をすることで，

他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

【女川】 

設備・運用の相違（代替所内電気設備の構

成等） 

 

 

 

【女川】 

設備・運用の相違（代替所内電気設備の構

成等） 

 

 

 

 

【女川】 

記載の充実 

・泊は伊方と同様に代替非常用発電機に

加えて可搬型代替電源車及び可搬型直

流電源用発電機についても飛散物とな

らないよう他設備への悪影響を防止す

る設計であることを記載したものであ

り実質的な相違はない。 

 

【女川】 

設備名称の相違（可搬型代替電源車） 

設備名称の相違（タンクローリー） 

記載表現の相違（車輪止め） 

 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

【女川】 

設備名称の相違（タンクローリー） 

 

【女川】 

設備名称の相違（燃料油貯油槽） 

【女川】 

設備・運用の相違（燃料貯蔵設備） 

設備・運用の相違（可搬型タンクローリー

への燃料汲み上げ） 

 

【女川】 

設備名称の相違（タンクローリー） 

記載表現の相違（車輪止め） 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
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赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

2.14.1.3 共用の禁止 

基本方針については、「1.3.1 多様性、位置的分散、悪影響防

止等について」に示す。 

 

号機間電力融通恒設ケーブル又は号機間電力融通予備ケーブ

ルを使用した他号炉（３号炉及び４号炉のうち自号炉を除く。）

のディーゼル発電機（燃料油貯蔵タンク及び重油タンクを含む。）

からの号機間電力融通は、号機間電力融通ケーブルを手動で３号

炉及び４号炉の非常用高圧母線へ接続し、遮断器を投入すること

により、重大事故等の対応に必要となる電力を供給可能となり、

安全性の向上を図ることができることから、３号炉及び４号炉で

共用する設計とする。 

これらの設備は、共用により悪影響を及ぼさないよう重大事故

等発生時以外、号機間電力融通恒設ケーブルを非常用高圧母線の

遮断器から切り離し、遮断器を開放することにより、他号炉（３

号炉及び４号炉のうち自号炉を除く。）と分離が可能な設計とす

る。 

また、重大事故等時にタンクローリーを用いた燃料補給を行う

場合の燃料油貯蔵タンク及び重油タンクは、補給作業時間の短縮

を図り作業員の安全性の向上が図れることから、３号炉及び４号

炉で共用する設計とする。３号炉及び４号炉の燃料油貯蔵タンク

及び重油タンクは、共用により悪影響を及ぼさないよう独立して

設置する設計とする。 

 

 

 

 

 【大飯】 

設計・運用の相違（号炉間電力融通設備） 
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赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

2.14.2 容量等 

基本方針については「1.3.2 容量等」に示す。 

 

 

 

空冷式非常用発電装置は、常設代替電源設備として、重大事故

等時に想定される事故シーケンスのうち最大負荷となる「外部電

源喪失時に非常用所内交流電源が喪失し、原子炉補機冷却機能の

喪失及び RCP シール LOCA が発生する事故」の対処のために必要

な負荷容量に対して十分であることを確認した発電機容量を有

する設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜女川，泊の記載箇所で比較(11)＞ 

燃料油貯蔵タンク及び重油タンクは、重大事故等発生後７日

間、重大事故等対処設備の運転に必要な燃料に対して十分である

ことを確認したタンク容量を有する設計とする。 

 

＜女川，泊の記載箇所で比較(12)＞ 

タンクローリーは、空冷式非常用発電装置、電源車、電源車（可

搬式代替低圧注水ポンプ用）、電源車（緊急時対策所用）及び大容

量ポンプの重大事故等対処設備の連続運転に必要な燃料を補給

できる容量を有するものを３号炉及び４号炉共用で２台使用す

る。保有数は、３号炉及び４号炉共用で２台、保守点検内容は目

視点検等であり、保守点検中でも使用可能であるため、保守点検

用は考慮せずに、故障等のバックアップ用として１台の合計３台

（３号及び４号炉共用）を分散して保管する設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.2.2.3 容量等 

基本方針については，「1.1.7.2 容量等」に示す。 

 

 

 

ガスタービン発電機は，想定される重大事故等時において，炉

心の著しい損傷，原子炉格納容器の破損，使用済燃料プール内の

燃料体等の著しい損傷及び運転停止中原子炉内燃料体の著しい

損傷を防止するために必要な容量を有する設計とする。 

 

 

 

ガスタービン発電設備軽油タンクは，想定される重大事故等時

において，その機能を発揮することが必要な重大事故等対処設備

が，事故後 7日間連続運転するために必要となる燃料を補給可能

な容量を，軽油タンクよりタンクローリを用いて補給する容量を

考慮して有する設計とする。 

ガスタービン発電設備燃料移送ポンプは，想定される重大事故

等時において，ガスタービン発電機の運転に必要な燃料を補給で

きるポンプ容量を有する設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.2.2.3 容量等 

基本方針については，「1.1.10.2 容量等」に示す。 

 

 

 

代替非常用発電機は，想定される重大事故等時において，炉心

の著しい損傷，原子炉格納容器の破損，使用済燃料ピット内の燃

料体等の著しい損傷及び運転停止中原子炉内燃料体の著しい損

傷を防止するために必要な容量を有する設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

 

 

 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（代替非常用発電機） 

 

 

 

【女川】 

設備・運用の相違（代替非常用発電機の燃

料補給） 

 

 

 

 

 

 

【大飯】 

記載箇所の相違（P57-37，83 へ） 

 

 

 

【大飯】 

記載箇所の相違（P57-37 へ） 
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赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

＜一部，女川，泊の記載箇所で比較(26)＞ 

電源車は、設計基準事故対処設備の電源が喪失する重大事故等

時に最低限必要な交流負荷へ電力を供給するために必要な容量

を有するものを３号炉及び４号炉それぞれ１セット１台使用す

る。 

保有数は、３号炉及び４号炉それぞれで２セット２台、保守点検

内容は目視点検等であり、保守点検中でも使用可能であるため、

保守点検用は考慮せずに、故障等のバックアップ用として１台

（３号及び４号炉共用）の合計５台を分散して保管する設計とす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

号機間電力融通恒設ケーブルは、重大事故等時の対処に必要な

交流電力を送電することができる容量を有する設計とする。ま

た、３号炉及び４号炉の非常用高圧母線を接続できる十分な長さ

のケーブルを有する設計とする。 

号機間電力融通予備ケーブルは、重大事故等時の対処に必要な

交流電力を送電することができる容量を有する設計とする。ま

た、３号炉及び４号炉の非常用高圧母線間を接続できる十分な長

さのケーブルを有する設計とする。保有数は、３号炉及び４号炉

共用で１組、保守点検内容は目視点検等であり、保守点検中でも

使用可能であるため、保守点検用は考慮せずに、故障等のバック

アップ用として１組の合計２組（３号及び４号炉共用）を分散し

て保有する設計とする。 

 

 

 

＜女川，泊の記載箇所で比較(13)＞ 

ディーゼル発電機は、重大事故等の収束に必要な容量が設計基

準事故対処設備の容量に対して十分であることを確認している

ため、設計基準事故対処設備の容量と同仕様の設計とする。 

 

 

 

 

 

電源車は，想定される重大事故等時において，最低限必要な設

備に電力を供給できる容量を有するものを１セット２台使用す

る。 

 

保有数は，２セット４台に加えて，故障時及び保守点検による待

機除外時のバックアップ用として１台の合計５台を保管する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお，バックアップ用の１台は，緊急時対策所用代替交流電源

設備の電源車（緊急時対策所用）の予備としても使用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

可搬型代替電源車は，想定される重大事故等時において，最低

限必要な設備に電力を供給できる容量を有するものを１セット

１台使用する。 

 

保有数は，２セット２台に加えて，故障時及び保守点検による待

機除外時のバックアップ用として２台の合計４台を保管する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（可搬型代替電源車） 

【大飯，女川】 

設備・運用の相違（使用数及び保有数） 

・大飯は複数号炉同時申請のため，号炉共

用のバックアップ設備を保管している。 

・泊は女川と同様に単独号炉申請のため，

号炉単独でバックアップ設備を保管す

る。使用数及び保有数は異なるが，必要

数量を保管するという点において同等

である。（以降，「設備・運用の相違（保

有数）」と記載する。） 

 

【女川】 

設備・運用の相違 

・女川はバックアップ用の電源車を電源

車（緊急時対策所用）としても使用する。 

 

 

 

【大飯】 

設計・運用の相違（号炉間電力融通設備） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大飯】 

記載箇所の相違（P57-83 へ） 
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赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

蓄電池（安全防護系用）は、負荷切り離しを行わずに８時間（た

だし、「負荷切り離しを行わずに」には、中央制御室において簡易

な操作で負荷の切り離しを行う場合を含まない。）、さらに必要な

負荷以外を切り離して残り16時間の合計24時間にわたって電力

を供給できる容量に対して十分であることを確認した蓄電容量

を有する設計とする。 

 

（参考）伊方３号炉 

蓄電池（非常用）は設計基準事故対処設備の電源機能と兼用し

ており，設計基準事故時に使用する場合の蓄電池容量が，中央制

御室に隣接する計装盤室において簡易な操作で必要な負荷以外

を切り離すことにより８時間にわたって電力を供給できる容量

に対して十分であるため，設計基準事故対処設備の蓄電池容量と

同仕様の設計とする。 

蓄電池（重大事故等対処用）は中央制御室に隣接する計装盤室以

外の場所で必要な負荷以外を切り離すことにより，さらに 16 時

間にわたって電力を供給できる容量に対して十分である蓄電池

容量を有する設計とする。 

これらの蓄電池を組み合わせて使用することで，全交流動力電源

喪失の発生から24時間にわたって電力を供給できる設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

125V 蓄電池 2A及び 125V 蓄電池 2Bは，想定される重大事故等

時において，１時間以内に中央制御室において行う簡易な操作で

の切離し以外の負荷の切離しを行わず８時間，その後必要な負荷

以外を切り離して16時間の合計24時間にわたり必要な設備に電

力を供給できる容量を有する設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

125V 代替蓄電池は，想定される重大事故等時において，８時間

後に不要な負荷の切離しを行い，24 時間にわたり必要な設備に

電力を供給できる容量を有する設計とする。 

250V 蓄電池は，想定される重大事故等時において，１時間後に

中央制御室において行う簡易な操作での切離し以外の負荷の切

離しを行わず，24 時間にわたり必要な設備に電力を供給できる

容量を有する設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

蓄電池（非常用）及び後備蓄電池は，想定される重大事故等時

において，１時間以内に中央制御室及び中央制御室に隣接する安

全系計装盤室において行う簡易な操作での切離し以外の負荷切

離しを行わずに８時間，その後必要な負荷以外を切り離して 16

時間の合計 24 時間にわたり必要な設備に電力を供給できる容量

を有する設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（蓄電池（非常用）） 

【大飯，女川】 

設備・運用の相違（蓄電池の構成） 

設備・対応手段の相違（負荷切り離し） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【女川】 

設備・運用の相違（常設代替直流電源設備） 
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赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

可搬型直流電源設備を構成する電源車及び可搬式整流器は、重

大事故等の対処に必要な容量を有する設計とする。 

 

 

電源車は、３号炉及び４号炉それぞれ１セット１台使用する。 

＜一部，内容比較のため再掲(26)＞ 

電源車は、設計基準事故対処設備の電源が喪失する重大事故等

時に最低限必要な交流負荷へ電力を供給するために必要な容量

を有するものを３号炉及び４号炉それぞれ１セット１台使用す

る。保有数は、３号炉及び４号炉それぞれで２セット２台、保守

点検内容は目視点検等であり、保守点検中でも使用可能であるた

め、保守点検用は考慮せずに、故障等のバックアップ用として１

台（３号及び４号炉共用）の合計５台を分散して保管する設計と

する。 

 

可搬式整流器は、３号炉及び４号炉それぞれ１セット１個使用す

る。可搬式整流器の保有数は、３号炉及び４号炉それぞれで１個、

保守点検内容は目視点検等であり、保守点検中でも使用可能であ

るため、保守点検用は考慮せずに、故障等のバックアップ用とし

て１個（３号及び４号炉共用）の合計３個を分散して保管する設

計とする。 

 

（参考）伊方３号炉 

可搬型直流電源装置を構成する 75kVA 電源車及び可搬型整流

器は，それぞれ１台で重大事故等の対処に必要な容量を有する設

計とする。 

75kVA 電源車の保有数は，２セット２台に故障時及び保守点検に

よる待機除外時のバックアップ用として１台を加えた合計３台

を分散して保管する設計とする。 

可搬型整流器の保有数は，２セット２個に故障時及び保守点検に

よる待機除外時のバックアップ用として１個を加えた合計３個

を分散して保管する設計とする。 

 

 

代替所内電気設備である代替所内電気設備変圧器、代替所内電

気設備分電盤及び可搬式整流器は、所内電気設備である２系統の

非常用母線等の機能が喪失したことにより発生する重大事故等

の対応に必要な設備に電力を供給できる容量を有する設計とす

る。 

 

（参考）伊方３号炉 

代替所内電気設備である代替電気設備受電盤及び代替動力変

圧器は，所内電気設備である２系統の非常用母線等の機能が喪失

したことにより発生する重大事故等の対応に必要な設備に電力

を供給できる容量を有する設計とする。 

 

125V 代替充電器は，想定される重大事故等時において，必要な

設備に電力を供給できる容量を有する設計とする。 

250V 充電器は，想定される重大事故等時において，必要な設備

に電力を供給できる容量を有する設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガスタービン発電機接続盤，緊急用高圧母線 2F 系，緊急用高

圧母線 2G 系，緊急用動力変圧器 2G 系及び緊急用低圧母線 2G 系

は，想定される重大事故等時において，必要な設備に電力を供給

できる容量を有する設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

可搬型直流電源用発電機及び可搬型直流変換器は，想定される

重大事故等時において，必要な設備に電力を供給できる容量を有

する設計とする。 

 

可搬型直流電源用発電機は，１セット１台使用する。可搬型直流

電源用発電機の保有数は，２セット２台に加えて，故障時及び保

守点検による待機除外時のバックアップ用として２台の合計４

台を保管する。 

 

 

 

 

 

 

 

可搬型直流変換器は，１セット１台使用する。可搬型直流変換器

の保有数は，１セット１台に加えて，故障時及び保守点検による

待機除外時のバックアップ用として２台の合計３台を保管する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

代替所内電気設備変圧器及び代替所内電気設備分電盤は，想定

される重大事故等時において，必要な設備に電力を供給できる容

量を有する設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

【女川】 

記載の充実（大飯審査実績を参照） 

【大飯，女川】 

設備・運用の相違（可搬型直流電源用発電

機） 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（可搬型直流変換器） 

【大飯，女川】 

設備・運用の相違（使用数及び保有数） 

【女川】 

設備・運用の相違（可搬型代替直流電源設

備の構成） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（代替所内電気設備） 

【女川】 

設備・運用の相違（代替所内電気設備の構

成等） 

【大飯】 

設備・運用の相違（代替所内電気設備によ

る直流給電） 
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赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

 

 

 

＜内容比較のため再掲(11-1)＞ 

燃料油貯蔵タンク及び重油タンクは、重大事故等発生後７日

間、重大事故等対処設備の運転に必要な燃料に対して十分である

ことを確認したタンク容量を有する設計とする。 

 

（参考）美浜３号炉 

燃料油貯蔵タンクは、重大事故等発生後７日間、重大事故等対

処設備の運転に必要な燃料に対して十分であることを確認した

タンク容量を有する設計とする。 

 

 

 

 

 

 

＜内容比較のため再掲(12)＞ 

タンクローリーは、空冷式非常用発電装置、電源車、電源車（可

搬式代替低圧注水ポンプ用）、電源車（緊急時対策所用）及び大容

量ポンプの重大事故等対処設備の連続運転に必要な燃料を補給

できる容量を有するものを３号炉及び４号炉共用で２台使用す

る。 

保有数は、３号炉及び４号炉共用で２台、保守点検内容は目視点

検等であり、保守点検中でも使用可能であるため、保守点検用は

考慮せずに、故障等のバックアップ用として１台の合計３台（３

号及び４号炉共用）を分散して保管する設計とする。 

 

（参考）美浜３号炉 

タンクローリーは、空冷式非常用発電装置、電源車、電源車（可

搬式代替低圧注水ポンプ用）、電源車（緊急時対策所用）及び大容

量ポンプの重大事故等対処設備の連続運転に必要な燃料を補給

できる容量を有するものを１セット２台使用する。 

保有数は１セット２台、保守点検内容は目視点検等であり、保守

点検中でも使用可能であるため、保守点検用は考慮せずに、故障

時のバックアップ用として１台の合計３台を分散して保管する

設計とする。 

また、燃料油移送ポンプは、タンクローリーにより必要な燃料を

補給できる容量を有する設計とする。 

 

 

 

 

設備仕様については、表 2.14-1,2 に示す。 

 

 

 

 

 

軽油タンクは，設計基準事故対処設備と兼用しており，設計基

準事故対処設備としての容量が，想定される重大事故等時におい

て，その機能を発揮することが必要な重大事故等対処設備が，事

故後７日間連続運転するために必要となる燃料を供給できる容

量を有しているため，設計基準事故対処設備と同仕様で設計す

る。 

（参考）女川２号炉の P57-33 を再掲 

ガスタービン発電設備軽油タンクは，想定される重大事故等時

において，その機能を発揮することが必要な重大事故等対処設備

が，事故後 7日間連続運転するために必要となる燃料を補給可能

な容量を，軽油タンクよりタンクローリを用いて補給する容量を

考慮して有する設計とする。 

 

 

 

タンクローリは，想定される重大事故等時において，その機能

を発揮することが必要な重大事故等対処設備に，燃料を補給でき

る容量を有するものを１セット２台使用する。 

 

 

保有数は，１セット２台に加えて，故障時及び保守点検による待

機除外時のバックアップ用として１台の合計３台を保管する。 

 

 

 

 

 

代替格納容器スプレイポンプ変圧器盤は，想定される重大事故

等時において，必要な設備に電力を供給できる容量を有する設計

とする。 

 

ディーゼル発電機燃料油貯油槽は，設計基準事故対処設備と兼

用しており，設計基準事故対処設備としての容量が，想定される

重大事故等時において，その機能を発揮することが必要な重大事

故等対処設備が，事故後７日間連続運転するために必要となる燃

料を供給できる容量を，燃料タンク（SA）より可搬型タンクロー

リーを用いて供給する容量を考慮して有しているため，設計基準

事故対処設備と同仕様で設計する。 

 

燃料タンク（SA）は，想定される重大事故等時において，その

機能を発揮することが必要な重大事故等対処設備が，事故後７日

間連続運転するために必要となる燃料を供給できる容量を，ディ

ーゼル発電機燃料油貯油槽より可搬型タンクローリーを用いて

供給する容量を考慮して有する設計とする。 

 

 

可搬型タンクローリーは，想定される重大事故等時において，

その機能を発揮することが必要な重大事故等対処設備に，燃料を

補給できる容量を有するものを１セット２台使用する。 

 

 

保有数は，１セット２台に加えて，故障時及び保守点検による待

機除外時のバックアップ用として２台の合計４台を保管する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，ディーゼル発電機燃料油移送ポンプは，設計基準事故対処

設備と兼用しており，設計基準事故対処設備としての容量が，想

定される重大事故等時において，その機能を発揮することが必要

な重大事故等対処設備に，可搬型タンクローリーにより燃料を補

給できる容量を有しているため，設計基準事故対処設備と同仕様

で設計する。 

 

 

【大飯】 

設備・運用の相違（代替炉心注水等） 

 

 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（燃料油貯油槽） 

【大飯，女川】 

設備・運用の相違（燃料貯蔵設備） 

・女川のガスタービン発電設備軽油タン

クの記載に合わせた。 

【大飯，女川】 

設備・運用の相違（燃料貯蔵設備） 

 

 

 

 

 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（タンクローリー） 

【大飯，女川】 

設備・運用の相違（使用数及び保有数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【女川】 

記載の充実（美浜審査実績を参照） 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

57-38 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

2.14.3 環境条件等 

基本方針については、「1.3.3 環境条件等」に示す。 

 

 

 

空冷式非常用発電装置は、重大事故等時における屋外の環境条

件を考慮した設計とする。 

 

 

操作は中央制御室及び設置場所から可能な設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜女川，泊の記載箇所で比較(14)＞ 

燃料油貯蔵タンク及び重油タンクは、重大事故等時における屋

外の環境条件を考慮した設計とする。操作は設置場所で可能な設

計とする。 

 

 

 

＜一部，女川，泊の記載箇所で比較(15)＞ 

タンクローリー及び電源車は、屋外に保管及び設置するため、

重大事故等時における屋外の環境条件を考慮した設計とする。 

操作は設置場所で可能な設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.2.2.4 環境条件等 

基本方針については，「1.1.7.3 環境条件等」に示す。 

 

 

 

ガスタービン発電機，ガスタービン発電設備軽油タンク及びガ

スタービン発電設備燃料移送ポンプは，屋外に設置し，想定され

る重大事故等時における環境条件を考慮した設計とする。 

 

ガスタービン発電機は，外部電源喪失時に自動起動し，想定さ

れる重大事故等時において，中央制御室又は設置場所からの操作

も可能な設計とする。 

 

ガスタービン発電設備軽油タンクの系統構成に必要な弁の操

作は，想定される重大事故等時において，設置場所で可能な設計

とする。 

ガスタービン発電設備燃料移送ポンプは，ガスタービン発電機

起動後に自動起動し，想定される重大事故等時において，設置場

所からの操作も可能な設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電源車は，屋外に保管及び設置し，想定される重大事故等時に

おける環境条件を考慮した設計とする。 

電源車の常設設備との接続及び操作は，想定される重大事故等

時において，設置場所で可能な設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.2.2.4 環境条件等 

基本方針については，「1.1.10.3 環境条件等」に示す。 

 

 

 

代替非常用発電機は，屋外に設置し，想定される重大事故等時

における環境条件を考慮した設計とする。 

 

 

代替非常用発電機の操作は，想定される重大事故等時におい

て，中央制御室又は設置場所で可能な設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

可搬型代替電源車は，屋外に保管及び設置し，想定される重大

事故等時における環境条件を考慮した設計とする。 

可搬型代替電源車の常設設備との接続及び操作は，想定される

重大事故等時において，設置場所で可能な設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

 

 

 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（代替非常用発電機） 

【女川】 

設備・運用の相違（代替非常用発電機の起

動方法） 

 

【大飯，女川】 

設備・運用の相違（燃料貯蔵設備） 

 

【女川】 

設備・運用の相違（代替非常用発電機の燃

料補給） 

 

 

 

【大飯】 

記載箇所の相違（P57-41，83 へ） 

 

 

 

 

 

【大飯】 

記載箇所の相違（P57-41 へ） 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（可搬型代替電源車） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

57-39 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

＜女川，泊の記載箇所で比較(16)＞ 

号機間電力融通恒設ケーブル、代替所内電気設備変圧器及び代

替所内電気設備分電盤は、重大事故等時における制御建屋、原子

炉周辺建屋内の環境条件を考慮した設計とする。 

操作は設置場所で可能な設計とする。 

 

＜女川，泊の記載箇所で比較(17)＞ 

号機間電力融通予備ケーブル及び可搬式整流器は、制御建屋内

に保管及び設置するため、重大事故等時における制御建屋内の環

境条件を考慮した設計とする。操作は設置場所で可能な設計とす

る。 

 

＜女川，泊の記載箇所で比較(18)＞ 

ディーゼル発電機は、重大事故等時における原子炉周辺建屋内

の環境条件を考慮した設計とする。操作は中央制御室及び設置場

所で可能な設計とする。 

 

 

 

蓄電池（安全防護系用）は、重大事故等時における制御建屋内

の環境条件を考慮した設計とする。 

 

 

負荷切り離し操作の内、８時間以内に実施するものについては、

中央制御室から可能な設計とし、８時間以降に実施するものは設

置場所で可能な設計とする。 

 

 

 

 

（参考）伊方３号炉 

代替電気設備受電盤，代替動力変圧器，ディーゼル発電機，蓄

電池（非常用）及び蓄電池（重大事故等対処用）は，原子炉建屋

又は原子炉補助建屋内に設置し，重大事故等時における環境条件

を考慮した設計とする。 

ディーゼル発電機の操作は中央制御室及び設置場所で可能な

設計とする。 

代替電気設備受電盤及び蓄電池（重大事故等対処用）の操作は

設置場所で可能な設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

125V 蓄電池 2A，125V 蓄電池 2B，125V 充電器 2A 及び 125V 充

電器 2B は，制御建屋内に設置し，想定される重大事故等時にお

ける環境条件を考慮した設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

蓄電池（非常用），後備蓄電池，Ａ充電器及びＢ充電器は，原子

炉補助建屋内に設置し，想定される重大事故等時における環境条

件を考慮した設計とする。 

 

負荷切離し操作のうち，８時間以内に実施するものについては，

中央制御室及び中央制御室に隣接する安全系計装盤室から可能

な設計とし，８時間以降に実施するものは設置場所で可能な設計

とする。 

 

後備蓄電池の操作は，想定される重大事故等時において，中央

制御室又は設置場所で可能な設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大飯】 

記載箇所の相違（P57-40 へ） 

 

 

 

 

【大飯】 

記載箇所の相違（P57-40 へ） 

 

 

 

 

【大飯】 

記載箇所の相違（P57-83 へ） 

 

 

 

 

 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（蓄電池（非常用）） 

設備名称の相違（充電器） 

【大飯，女川】 

設備・運用の相違（蓄電池の構成） 

【大飯，女川】 

設置場所の相違（蓄電池設置場所） 

【女川】 

記載の充実（大飯審査実績を参照） 

記載の充実（伊方審査実績を参照） 

【大飯，女川】 

設備・運用の相違（後備蓄電池の操作） 

・大飯及び女川は蓄電池の操作は不要で

ある。 

・泊及び伊方は組み合わせる後備蓄電池

（伊方は蓄電池（重大事故等対処用））

の操作は設置場所で可能である。また，

泊は設置場所に加えて中央制御室での

操作も可能である。（以降，「設備・運用

の相違（後備蓄電池の操作）」と記載す

る。） 

 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
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57-40 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

（参考）伊方３号炉 

ミニローリー，300kVA 電源車，300kVA 電源車用変圧器及び

75kVA 電源車は，屋外に保管及び設置し，重大事故等時における

環境条件を考慮した設計とする。 

ミニローリー，300kVA 電源車，300kVA 電源車用変圧器及び 75kVA

電源車の操作は設置場所で可能な設計とする。 

 

＜内容比較のため再掲(17)＞ 

号機間電力融通予備ケーブル及び可搬式整流器は、制御建屋内

に保管及び設置するため、重大事故等時における制御建屋内の環

境条件を考慮した設計とする。 

操作は設置場所で可能な設計とする。 

 

（参考）伊方３号炉 

可搬型整流器は，原子炉建屋又は原子炉補助建屋内に保管及び

設置し，重大事故等時における環境条件を考慮した設計とする。 

操作は設置場所で可能な設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜内容比較のため再掲(16)＞ 

号機間電力融通恒設ケーブル、代替所内電気設備変圧器及び代

替所内電気設備分電盤は、重大事故等時における制御建屋、原子

炉周辺建屋内の環境条件を考慮した設計とする。 

 

 

 

操作は設置場所で可能な設計とする。 

 

（参考）伊方３号炉 

代替電気設備受電盤，代替動力変圧器，ディーゼル発電機，蓄

電池（非常用）及び蓄電池（重大事故等対処用）は，原子炉建屋

又は原子炉補助建屋内に設置し，重大事故等時における環境条件

を考慮した設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

125V 代替蓄電池，250V 蓄電池，125V 代替充電器及び 250V 充電

器は，制御建屋内に設置し，想定される重大事故等時における環

境条件を考慮した設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガスタービン発電機接続盤及び緊急用高圧母線 2F 系は，緊急

用電気品建屋（地下階）に設置し，想定される重大事故等時にお

ける環境条件を考慮した設計とする。 

緊急用高圧母線 2F 系は，ガスタービン発電機起動後に自動投

入し，想定される重大事故等時において，中央制御室又は設置場

所からの操作も可能な設計とする。 

 

緊急用高圧母線 2G系，緊急用動力変圧器 2G系，緊急用低圧母

線 2G系，緊急用交流電源切替盤 2G系，緊急用交流電源切替盤 2C

系，緊急用交流電源切替盤 2D系，非常用高圧母線 2C 系及び非常

用高圧母線 2D 系は，原子炉建屋付属棟内に設置し，想定される

重大事故等時における環境条件を考慮した設計とする。 

 

緊急用高圧母線 2G系，緊急用交流電源切替盤 2G系，緊急用交

流電源切替盤 2C 系，緊急用交流電源切替盤 2D 系，非常用高圧母

線 2C系及び非常用高圧母線 2D系の操作は，想定される重大事故

等時において，中央制御室又は設置場所で可能な設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

可搬型直流電源用発電機は，屋外に保管及び設置し，想定され

る重大事故等時における環境条件を考慮した設計とする。 

 

可搬型直流電源用発電機の常設設備との接続及び操作は，想定

される重大事故等時において，設置場所で可能な設計とする。 

 

 

可搬型直流変換器は，原子炉補助建屋内に保管及び設置し，想

定される重大事故等時における環境条件を考慮した設計とする。 

 

 

可搬型直流変換器の常設設備との接続及び操作は，想定される

重大事故等時において，設置場所で可能な設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

代替所内電気設備変圧器及び代替所内電気設備分電盤は，原子

炉補助建屋内に設置し，想定される重大事故等時における環境条

件を考慮した設計とする。 

 

 

 

代替所内電気設備変圧器及び代替所内電気設備分電盤の操作

は，想定される重大事故等時において，設置場所で可能な設計と

する。 

 

 

 

 

 

代替格納容器スプレイポンプ変圧器盤は，原子炉補助建屋内に

設置し，想定される重大事故等時における環境条件を考慮した設

計とする。 

 

 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

【女川】 

記載の充実（伊方審査実績を参照） 

記載の充実（大飯審査実績を参照） 

【大飯，女川】 

設備・運用の相違（可搬型直流電源用発電

機） 

【大飯】 

設計・運用の相違（号炉間電力融通設備） 

【女川】 

設備・運用の相違（可搬型代替直流電源設

備の構成） 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（可搬型直流変換器） 

保管場所の相違（可搬型直流変換器保管場

所） 

 

 

 

【女川】 

設備・運用の相違（代替所内電気設備の構

成等） 

 

 

 

 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（代替所内電気設備） 

設置場所の相違（代替所内電気設備設置場

所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大飯】 

設備・運用の相違（代替炉心注水等） 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
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57-41 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

＜内容比較のため再掲(14-1)＞ 

燃料油貯蔵タンク及び重油タンクは、重大事故等時における屋

外の環境条件を考慮した設計とする。操作は設置場所で可能な設

計とする。 

 

 

 

 

＜一部，内容比較のため再掲(15)＞ 

タンクローリー及び電源車は、屋外に保管及び設置するため、

重大事故等時における屋外の環境条件を考慮した設計とする。 

操作は設置場所で可能な設計とする。 

 

 

（参考）美浜３号炉 

燃料油移送ポンプは、重大事故等時における原子炉補助建屋内

の環境条件を考慮した設計とする。 

 

 

 

軽油タンクは，屋外に設置し，想定される重大事故等時におけ

る環境条件を考慮した設計とする。 

軽油タンクの系統構成に必要な弁の操作は，想定される重大事

故等時において，設置場所で可能な設計とする。 

 

 

 

 

タンクローリは，屋外に保管及び設置し，想定される重大事故

等時における環境条件を考慮した設計とする。 

タンクローリの常設設備との接続及び操作は，想定される重大

事故等時において，設置場所で可能な設計とする。 

 

 

 

 

 

ディーゼル発電機燃料油貯油槽及び燃料タンク（SA）は，屋外

に設置し，想定される重大事故等時における環境条件を考慮した

設計とする。 

ディーゼル発電機燃料油貯油槽及び燃料タンク（SA）の系統構

成に必要な弁の操作は，想定される重大事故等時において，設置

場所で可能な設計とする。 

 

 

可搬型タンクローリーは，屋外に保管及び設置し，想定される

重大事故等時における環境条件を考慮した設計とする。 

可搬型タンクローリーの常設設備との接続及び操作は，想定さ

れる重大事故等時において，設置場所で可能な設計とする。 

 

 

ディーゼル発電機燃料油移送ポンプは，重大事故等時における

ディーゼル発電機建屋内の環境条件を考慮した設計とする。 

ディーゼル発電機燃料油移送ポンプの操作は設置場所で可能

な設計とする。 

 

 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（燃料油貯油槽） 

【大飯】 

設備・運用の相違（燃料貯蔵設備） 

 

 

 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（タンクローリー） 

 

 

 

 

【女川】 

記載の充実（美浜審査実績を参照） 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

57-42 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

2.14.4 操作性及び試験・検査性について 

基本方針については、「1.3.4 操作性及び試験・検査性につい

て」に示す。 

 

(1)操作性の確保 

＜一部，女川，泊の記載箇所で比較(19)＞ 

空冷式非常用発電装置及びディーゼル発電機を使用した電源

系統は、重大事故等が発生した場合でも、通常時の系統から遮断

器操作にて速やかに切り替えられる設計とする。遮断器操作は手

順どおりでなければ接続できない構造の設計とする。 

空冷式非常用発電装置及びディーゼル発電機の操作は、中央制

御室及び設置場所で可能な設計とする。 

 

（参考）伊方３号炉 

空冷式非常用発電装置を使用した電源系統は，重大事故等が発

生した場合でも，通常時の系統から遮断器操作にて速やかに切替

えられる設計とする。 

空冷式非常用発電装置の操作は，中央制御室及び設置場所で操作

スイッチにより可能な設計とする。 

 

 

 

＜女川，泊の記載箇所で比較(20)＞ 

燃料油貯蔵タンク及び重油タンクに保管する燃料は、タンクロ

ーリーにて確実に移送できる設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.2.2.5 操作性の確保 

基本方針については，「1.1.7.4 操作性及び試験・検査性」に

示す。 

 

 

 

常設代替交流電源設備は，想定される重大事故等時において，

通常時の系統構成から遮断器操作等により速やかに切り替えら

れる設計とする。 

ガスタービン発電機は，外部電源喪失時に自動起動し，中央制

御室の操作スイッチ等からの操作も可能な設計とする。 

系統構成に必要な遮断器等は，中央制御室の操作スイッチ等によ

り操作が可能な設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.2.2.5 操作性の確保 

基本方針については，「1.1.10.4 操作性及び試験・検査性」に

示す。 

 

 

 

常設代替交流電源設備は，想定される重大事故等時において，

通常時の系統構成から遮断器操作等により速やかに切り替えら

れる設計とする。 

代替非常用発電機は，中央制御室及び設置場所の操作器等によ

り操作が可能な設計とする。 

系統構成に必要な遮断器等は，中央制御室又は設置場所の操作器

等により操作が可能な設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

 

 

 

【大飯】 

記載箇所の相違（P57-83 へ） 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

【女川】 

記載の充実（大飯審査実績を参照） 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（代替非常用発電機） 

【女川】 

設備・運用の相違（代替非常用発電機の起

動方法） 

【女川】 

記載表現の相違 

・女川：操作スイッチ→泊：操作器 

 

 

 

【大飯】 

記載箇所の相違（P57-45 へ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

57-43 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

 

 

 

 

 

 

 

電源車は、車両として移動可能な設計とするとともに、車輪止

めにより設置場所にて固定できる設計とする。 

 

また、容易かつ確実に接続できるように、３号炉及び４号炉同一

規格のコネクタ接続を行う設計とする。 

 

（参考）伊方３号炉 

300kVA 電源車及び 300kVA 電源車用変圧器は，車両として移動

可能な設計とするとともに，車輪止めを搭載し，設置場所にて固

定できる設計とする。 

また，一般的な工具を用いることで，ボルト・ネジ接続により，

ケーブルを接続口に容易かつ確実に接続でき 

重大事故等が発生した場合でも，遮断器等により通常系統との切

替えが可能な設計とする。 

300kVA 電源車の操作は，設置場所で操作スイッチにより可能な設

計とする。 

 

 

 

号機間電力融通恒設ケーブルは、重大事故等が発生した場合、

通常時の系統から遮断器操作及び接続操作にて速やかに切り替

えられる設計とする。遮断器操作は手順どおりの操作でなければ

接続できない構造の設計とする。また、ケーブル接続口について

は、容易かつ確実に接続できるように、３号炉及び４号炉同一規

格のコネクタ接続を行う設計とする。 

号機間電力融通予備ケーブルは、重大事故等が発生した場合、

通常時の系統から遮断器操作及び接続操作にて速やかに切り替

えられる設計とする。遮断器操作は手順どおりの操作でなければ

接続できない構造の設計とする。また、ケーブル接続口について

は、簡便な接続規格による接続とし、確実に接続できるように、

３号炉及び４号炉同一規格の圧縮端子接続を行う設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

可搬型代替交流電源設備は，想定される重大事故等時におい

て，通常時の系統構成から遮断器操作等により速やかに切り替え

られる設計とする。 

電源車は，付属の操作スイッチ等により，設置場所での操作が

可能な設計とする。 

系統構成に必要な遮断器等は，中央制御室の操作スイッチ等によ

り操作が可能な設計とする。 

電源車は，車両として屋外のアクセスルートを通行してアクセ

ス可能な設計とするとともに，設置場所にて輪留めによる固定等

が可能な設計とする。 

電源車を接続する接続箇所については，コネクタ接続とし，ケ

ーブルを確実に接続できる設計とするとともに，確実な接続がで

きるよう足場を設ける設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

可搬型代替交流電源設備は，想定される重大事故等時におい

て，通常時の系統構成から遮断器操作等により速やかに切り替え

られる設計とする。 

可搬型代替電源車は，付属の操作器等により，設置場所での操

作が可能な設計とする。 

系統構成に必要な遮断器等は，中央制御室又は設置場所の操作器

等により操作が可能な設計とする。 

可搬型代替電源車は，車両として屋外のアクセスルートを通行

してアクセス可能な設計とするとともに，設置場所にて車輪止め

による固定等が可能な設計とする。 

可搬型代替電源車を接続する接続箇所については，ボルト・ネ

ジ接続とし，一般的に用いられる工具を用いてケーブルを確実に

接続できる設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（可搬型代替電源車） 

【女川】 

記載表現の相違 

・女川：操作スイッチ→泊：操作器 

【女川】 

記載の充実（大飯審査実績を参照） 

記載の充実（伊方審査実績を参照） 

【大飯，女川】 

設備・運用の相違（ケーブルの接続方法） 

・大飯は３号及び４号炉同一規格のコネ

クタ接続又は簡便な接続規格による端

子接続を採用している。 

・女川はコネクタ接続を採用するととも

に，接続用の足場を設けている。 

・泊は伊方と同様に一般的に用いられる

工具を用いて接続できるボルト・ネジ接

続を採用する。接続方法は異なるが，確

実に接続できるという点において同等

である。（以降，「設備・運用の相違（ケ

ーブルの接続方法）」と記載する。） 

 

 

【大飯】 

設計・運用の相違（号炉間電力融通設備） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
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赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

蓄電池（安全防護系用）の負荷切り離し操作の内８時間以内に

実施する操作については、中央制御室から可能な設計とし、８時

間以降に実施するものは設置場所で可能な設計とする。 

（参考）伊方３号炉 

蓄電池（非常用）は，重大事故等が発生した場合でも，設計基

準対象施設として使用する場合と同じ系統構成で重大事故等対

処設備として使用する設計とする。 

 

蓄電池（重大事故等対処用）は，直流コントロールセンタ近傍

の開閉装置により操作することで，蓄電池（非常用）からの切替

えが可能な設計とする。 

 

 

 

（参考）伊方３号炉 

75kVA 電源車及び可搬型整流器の操作は，設置場所で操作スイ

ッチにより可能な設計とする。 

75kVA 電源車及び可搬型整流器を用いる可搬型直流電源装置は，

直流コントロールセンタ近傍の開閉装置により操作することで，

蓄電池（非常用）からの切替えが可能な設計とする。 

 

（参考）伊方３号炉 

75kVA 電源車は，車両として移動可能な設計とするとともに，

車輪止めを搭載し，設置場所にて固定できる設計とする。 

 

可搬型整流器へは，一般的な工具を用いることで，ボルト・ネジ

接続により容易かつ確実に接続できる設計とする。 

 

 

制御建屋内に保管している可搬式整流器は、接続箇所まで運

搬、移動できる設計とするとともに、車輪止めを搭載し、設置場

所にて固定できる設計とする。 

また、簡便な接続規格による接続とし、容易かつ確実に接続でき

るように、３号炉及び４号炉同一規格の端子接続を行う設計とす

る。 

（参考）伊方３号炉 

原子炉建屋又は原子炉補助建屋内に保管する可搬型整流器は，

接続箇所まで運搬，移動ができる設計とするとともに，車輪止め

を搭載し，設置場所にて固定できる設計とする。 

また，現場操作は一般的な工具を用いるボルト・ネジ接続により，

ケーブルを接続口に容易かつ確実に接続できる設計とする。 

可搬型整流器は，屋内のアクセスルートを通行してアクセスで

きる設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

所内常設蓄電式直流電源設備及び常設代替直流電源設備の

250V 系統は，想定される重大事故等時において，通常時の系統構

成として使用する場合と同じ系統構成で重大事故等対処設備と

して使用する設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

常設代替直流電源設備の 125V 系統及び可搬型代替直流電源設

備は，想定される重大事故等時において，通常時の系統構成から

遮断器操作等により速やかに切り替えられる設計とする。 

 

 

 

（参考）玄海３／４号炉 

直流電源用発電機は、車両等により運搬できる設計とするとと

もに、車輪止めを積載し、設置場所にて固定できる設計とする。 

 

また、ケーブル接続はコネクタ接続とし、容易かつ確実に接続で

きる設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所内常設蓄電式直流電源設備の蓄電池（非常用）は，想定され

る重大事故等時において，通常時の系統構成として使用する場合

と同じ系統構成で重大事故等対処設備として使用する設計とす

る。 

所内常設蓄電式直流電源設備の後備蓄電池は，想定される重大

事故等時において，通常時の系統構成から遮断器操作等により速

やかに切り替えられる設計とする。 

 

 

 

 

可搬型代替直流電源設備は，想定される重大事故等時におい

て，通常時の系統構成から遮断器操作等により速やかに切り替え

られる設計とする。 

可搬型直流電源用発電機は，付属の操作器等により，設置場所

での操作が可能な設計とする。 

系統構成に必要な遮断器等は，設置場所の操作器等により操作が

可能な設計とする。 

可搬型直流電源用発電機は，車両により運搬して屋外のアクセ

スルートを通行してアクセス可能な設計とするとともに，設置場

所にて車輪止めによる固定等が可能な設計とする。 

可搬型直流電源用発電機を接続する接続箇所については，ボル

ト・ネジ接続とし，一般的に用いられる工具を用いてケーブルを

確実に接続できる設計とする。 

 

可搬型直流変換器は，付属の操作器等により，設置場所での操

作が可能な設計とする。 

系統構成に必要な遮断器等は，設置場所の操作器等により操作が

可能な設計とする。 

可搬型直流変換器は，屋内のアクセスルートを通行してアクセ

ス可能な設計とするとともに，設置場所にて車輪止めによる固定

等が可能な設計とする。 

可搬型直流変換器を接続する接続箇所については，ボルト・ネ

ジ接続とし，一般的に用いられる工具を用いてケーブルを確実に

接続できる設計とする。 

 

 

 

 

 

 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

【女川】 

記載の充実（伊方審査実績を参照） 

【女川】 

設備・運用の相違（常設代替直流電源設備） 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（蓄電池（非常用）） 

【大飯，女川】 

設備・運用の相違（蓄電池の構成） 

 

 

 

 

 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

【女川】 

記載の充実（伊方審査実績を参照） 

【女川】 

設備・運用の相違（常設代替直流電源設備） 

【大飯，女川】 

設備・運用の相違（可搬型直流電源用発電

機） 

設備・運用の相違（可搬型直流電源用発電

機の運搬） 

・大飯及び女川は可搬型代替交流電源設

備の電源車を使用する。 

・泊は玄海と同様に可搬型直流電源用発

電機は自走できないため，他の車両（ホ

イールローダ）により運搬する。大飯及

び女川と運搬方法は異なるが，車両によ

り設置場所にアクセス可能であるとい

う点において同等である。（以降，「設備・

運用の相違（可搬型直流電源用発電機の

運搬）」と記載する。） 

設備・運用の相違（ケーブルの接続方法） 

設備・運用の相違（可搬型代替直流電源設

備の構成） 

 

 

 

 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

57-45 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

代替所内電気設備分電盤の操作は、設置場所で可能な設計とす

る。 

（参考）伊方３号炉 

代替電気設備受電盤及び代替動力変圧器は，設計基準対象施設

と兼用せず，他の系統と切り替えることなく使用できる設計とす

る。 

 

 

 

 

代替電気設備受電盤の操作は，設置場所で操作スイッチにより可

能な設計とする。 

 

 

 

＜内容比較のため再掲(20)＞ 

燃料油貯蔵タンク及び重油タンクに保管する燃料は、タンクロ

ーリーにて確実に移送できる設計とする。 

 

（参考）美浜３号炉 

燃料油貯蔵タンクに保管する燃料は、可搬式オイルポンプ及び

タンクローリー（燃料油移送ポンプ使用時含む。）にて確実に移

送できる設計とする。 

 

 

 

 

 

 

（参考）大飯３／４号炉 53 条より 

窒素ボンベ（代替制御用空気供給用）及び可搬式空気圧縮機（代

替制御用空気供給用）の出口配管と制御用空気配管の接続は，簡

便な接続方法による接続とし，確実に接続できる設計とする。 

 

 

 

 

 

 

代替所内電気設備は，想定される重大事故等時において，通常

時の系統構成から遮断器操作により速やかに切り替えられる設

計とする。 

緊急用高圧母線 2F 系は，ガスタービン発電機起動後に自動投

入し，中央制御室の操作スイッチ等による操作も可能な設計とす

る。 

緊急用高圧母線 2G系，緊急用交流電源切替盤 2G系，緊急用交

流電源切替盤 2C 系，緊急用交流電源切替盤 2D 系，非常用高圧母

線 2C系及び非常用高圧母線 2D系は，中央制御室の操作スイッチ

等により操作が可能な設計とする。 

 

 

 

 

 

 

燃料補給設備は，想定される重大事故等時において，通常時の

系統構成から弁操作等により速やかに切り替えられる設計とす

る。 

軽油タンク及びガスタービン発電設備軽油タンクは，系統構成

に必要な弁を，設置場所での手動操作が可能な設計とする。 

 

 

 

タンクローリは，付属の操作スイッチにより，設置場所での操

作が可能な設計とし，系統構成に必要な弁は設置場所での手動操

作が可能な設計とする。 

タンクローリは，車両として屋外のアクセスルートを通行して

アクセス可能な設計とするとともに，設置場所にて輪留めによる

固定等が可能な設計とする。 

タンクローリを接続する接続口については，専用の接続方式と

し，接続治具を用いてホースを確実に接続することができる設計

とする。 

 

 

 

10.2.3 主要設備及び仕様 

代替電源設備の主要機器仕様を第 10.2－1 表に示す。 

 

代替所内電気設備は，想定される重大事故等時において，通常

時の系統構成から遮断器操作により速やかに切り替えられる設

計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

代替所内電気設備変圧器及び代替所内電気設備分電盤は，設置

場所の操作器等により操作が可能な設計とする。 

 

 

 

 

燃料補給設備は，想定される重大事故等時において，通常時の

系統構成から弁操作等により速やかに切り替えられる設計とす

る。 

ディーゼル発電機燃料油貯油槽及び燃料タンク（SA）は，系統

構成に必要な弁を，設置場所での手動操作が可能な設計とする。 

ディーゼル発電機燃料油移送ポンプは，設置場所の操作器等に

より，設置場所での操作が可能な設計とし，系統構成に必要な弁

は設置場所での手動操作が可能な設計とする。 

可搬型タンクローリーは，付属の操作器等により，設置場所で

の操作が可能な設計とし，系統構成に必要な弁は設置場所での手

動操作が可能な設計とする。 

可搬型タンクローリーは，車両として屋外のアクセスルートを

通行してアクセス可能な設計とするとともに，設置場所にて車輪

止めによる固定等が可能な設計とする。 

可搬型タンクローリーを接続する接続口については，簡便な接

続方法による接続とし，ホースを確実に接続することができる設

計とする。 

 

 

 

10.2.3 主要設備及び仕様 

代替電源設備の主要仕様を第 10.2.1 表に示す。 

 

 

 

 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

 

【女川】 

設備・運用の相違（代替所内電気設備の構

成等） 

 

 

 

 

【女川】 

記載の充実（伊方審査実績を参照） 

 

 

 

 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（燃料油貯油槽） 

【大飯，女川】 

設備・運用の相違（燃料貯蔵設備） 

設備・運用の相違（可搬型タンクローリー

への燃料汲み上げ） 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（タンクローリー） 

【女川】 

記載表現の相違 

・女川：操作スイッチ→泊：操作器 

【女川】 

記載の充実（大飯審査実績を参照） 

 

 

 

 

 

【女川】 

記載表現の相違 

・女川：主要機器仕様→泊：主要仕様（以

降，同様の箇所の相違理由の記載は省略

する。） 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

57-46 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

(2)試験・検査 

 

 

 

 

 

常設代替電源設備にて使用する系統（空冷式非常用発電装置）

は、模擬負荷により機能・性能確認が可能な設計とする。 

空冷式非常用発電装置は、分解点検が可能な設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

可搬型代替電源設備にて使用する系統（電源車）は、模擬負荷

により機能・性能確認が可能な設計とする。 

電源車は、分解点検が可能な設計とする。 

さらに、電源車は、車両として、運転状態の確認が可能な設計と

する。また、外観の確認が可能な設計とする。 

 

 

 

＜女川，泊の記載箇所で比較(21)＞ 

電源設備に燃料を供給する燃料油貯蔵タンク、重油タンク及び

タンクローリーは、油量、漏えいの確認が可能なように油面計又

は検尺口を設け、内部の確認が可能なようにマンホールを設ける

設計とする。 

さらに、タンクローリーは、車両として、運転状態の確認が可能

な設計とし、外観の確認が可能な設計とする。 

タンクローリー付ポンプは、通常ラインにて機能・性能確認が

できる設計とし、分解が可能な設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.2.4 試験検査 

基本方針については，「1.1.7.4 操作性及び試験・検査性」に

示す。 

 

 

 

ガスタービン発電機は，発電用原子炉の運転中又は停止中に機

能・性能及び外観の確認が可能な設計とするとともに，分解が可

能な設計とする。 

 

ガスタービン発電設備軽油タンクは，発電用原子炉の運転中又

は停止中に漏えいの有無の確認が可能な設計とする。また，発電

用原子炉の停止中に内部の確認が可能な設計とする。 

ガスタービン発電設備燃料移送ポンプは，発電用原子炉の運転

中又は停止中に機能・性能及び漏えいの有無の確認が可能な設計

とする。 

また，ガスタービン発電設備燃料移送ポンプは，発電用原子炉

の運転中又は停止中に分解及び外観の確認が可能な設計とする。 

 

 

 

電源車は，発電用原子炉の運転中又は停止中に機能・性能の確

認が可能な設計とするとともに，分解又は取替えが可能な設計と

する。 

また，電源車は，車両として運転状態の確認及び外観の確認が可

能な設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.2.4 試験検査 

基本方針については，「1.1.10.4 操作性及び試験・検査性」に

示す。 

 

 

 

代替非常用発電機は，発電用原子炉の運転中又は停止中に機

能・性能及び外観の確認が可能な設計とするとともに，分解が可

能な設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

可搬型代替電源車は，発電用原子炉の運転中又は停止中に機

能・性能の確認が可能な設計とするとともに，分解又は取替えが

可能な設計とする。 

また，可搬型代替電源車は，車両として運転状態の確認及び外観

の確認が可能な設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

 

 

 

 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（代替非常用発電機） 

【大飯，女川】 

設備・運用の相違（燃料貯蔵設備） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（可搬型代替電源車） 

 

 

 

 

【大飯】 

記載箇所の相違（P57-48 へ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

57-47 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

号機間電力融通にて使用する系統（号機間電力融通恒設ケーブ

ル、号機間電力融通予備ケーブル及びディーゼル発電機）は、機

能・性能確認が可能な設計とする。 

号機間電力融通恒設ケーブル及び号機間電力融通予備ケーブ

ルは、機能・性能確認できるように絶縁抵抗測定が可能な設計と

する。ディーゼル発電機は、分解点検が可能な設計とし、系統負

荷により性能確認が可能な系統設計とする。 

 

 

 

所内常設蓄電式直流電源設備である蓄電池（安全防護系用）は、

機能・性能確認が可能なように電圧、比重測定が可能な設計とす

る。 

（参考）伊方３号炉 

所内常設蓄電式直流電源設備である蓄電池（非常用）及び蓄電

池（重大事故等対処用）は，電圧及び比重測定による機能・性能

確認が可能な設計とする。 

 

可搬型直流電源設備にて使用する系統（電源車及び可搬式整流

器）は、模擬負荷により機能・性能確認が可能な系統設計とする。 

 

（参考）伊方３号炉 

常設代替電源設備にて使用する空冷式非常用発電装置，可搬型

代替電源設備にて使用する 300kVA 電源車並びに可搬型直流電源

装置にて使用する 75kVA 電源車及び可搬型整流器は，模擬負荷に

よる機能・性能確認が可能な設計とする。 

 

（参考）伊方３号炉 

300kVA 電源車及び 75kVA 電源車は，分解又は取替が可能な設

計とする。 

さらに，300kVA 電源車及び 75kVA 電源車は車両として，運転状態

の確認が可能な設計とするとともに，外観点検が可能な設計とす

る。 

 

 

 

 

代替所内電気設備に使用する代替所内電気設備変圧器及び代

替所内電気設備分電盤は、機能・性能確認が可能なように、絶縁

抵抗測定が可能な設計とする。また、外観の確認が可能な設計と

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

125V 蓄電池 2A，125V 蓄電池 2B，125V 代替蓄電池，250V 蓄電

池，125V 充電器 2A，125V 充電器 2B，125V 代替充電器及び 250V

充電器は，発電用原子炉の運転中又は停止中に機能・性能及び外

観の確認が可能な設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガスタービン発電機接続盤，緊急用高圧母線 2F 系，緊急用高

圧母線 2G 系，緊急用動力変圧器 2G 系，緊急用低圧母線 2G 系，

緊急用交流電源切替盤 2G系，緊急用交流電源切替盤 2C系，緊急

用交流電源切替盤 2D 系，非常用高圧母線 2C系及び非常用高圧母

線 2D 系は，発電用原子炉の停止中に機能・性能の確認が可能な

設計とする。また，発電用原子炉の運転中又は停止中に外観の確

認が可能な設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

蓄電池（非常用），後備蓄電池，Ａ充電器，Ｂ充電器及び可搬型

直流変換器は，発電用原子炉の運転中又は停止中に機能・性能及

び外観の確認が可能な設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

可搬型直流電源用発電機は，発電用原子炉の運転中又は停止中

に機能・性能の確認が可能な設計とするとともに，分解又は取替

えが可能な設計とする。 

 

 

 

 

 

 

代替所内電気設備分電盤，代替所内電気設備変圧器及び代替格

納容器スプレイポンプ変圧器盤は，発電用原子炉の運転中又は停

止中に機能・性能の確認が可能な設計とする。また，発電用原子

炉の運転中又は停止中に外観の確認が可能な設計とする。 

 

 

 

 

 

【大飯】 

設計・運用の相違（号炉間電力融通設備） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（蓄電池（非常用）） 

設備名称の相違（充電器） 

【大飯，女川】 

設備・運用の相違（蓄電池の構成） 

【女川】 

設備・運用の相違（常設代替直流電源設備） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【女川】 

記載の充実（伊方審査実績を参照） 

【大飯，女川】 

設備・運用の相違（可搬型直流電源用発電

機） 

設備・運用の相違（可搬型直流電源用発電

機の運搬） 

 

 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

【女川】 

設備・運用の相違（代替所内電気設備の構

成等） 

設備・運用の相違（代替炉心注水等） 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

57-48 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

＜内容比較のため再掲(21)＞ 

電源設備に燃料を供給する燃料油貯蔵タンク、重油タンク及び

タンクローリーは、油量、漏えいの確認が可能なように油面計又

は検尺口を設け、内部の確認が可能なようにマンホールを設ける

設計とする。 

 

 

 

さらに、タンクローリーは、車両として、運転状態の確認が可能

な設計とし、外観の確認が可能な設計とする。 

タンクローリー付ポンプは、通常ラインにて機能・性能確認が

できる設計とし、分解が可能な設計とする。 

 

（参考）美浜３号炉 

燃料油移送ポンプ、タンクローリー付ポンプ及び可搬式オイル

ポンプは、通常ラインにて機能・性能確認ができる設計とし、分

解が可能な設計とする。 

 

 

 

 

 

軽油タンクは，発電用原子炉の運転中又は停止中に漏えいの有

無の確認が可能な設計とする。また，発電用原子炉の停止中に内

部の確認が可能な設計とする。 

 

タンクローリは，発電用原子炉の運転中又は停止中に外観，機

能・性能及び漏えいの有無の確認が可能な設計とするとともに，

分解又は取替えが可能な設計とする。 

また，タンクローリは，車両として運転状態の確認及び外観の確

認が可能な設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ディーゼル発電機燃料油貯油槽及び燃料タンク（SA）は，発電

用原子炉の運転中又は停止中に漏えいの有無の確認が可能な設

計とする。また，発電用原子炉の運転中又は停止中に内部の確認

が可能な設計とする。 

可搬型タンクローリーは，発電用原子炉の運転中又は停止中に

外観，機能・性能及び漏えいの有無の確認が可能な設計とすると

ともに，分解又は取替えが可能な設計とする。 

また，可搬型タンクローリーは，車両として運転状態の確認及び

外観の確認が可能な設計とする。 

 

 

 

 

ディーゼル発電機燃料油移送ポンプは，発電用原子炉の運転中

又は停止中に機能・性能及び漏えいの有無の確認が可能な設計と

する。 

また，ディーゼル発電機燃料油移送ポンプは，発電用原子炉の

運転中又は停止中に分解及び外観の確認が可能な設計とする。 

 

 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

【大飯，女川】 

設備・運用の相違（燃料貯蔵設備） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【女川】 

記載の充実（伊方審査実績を参照） 
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赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

表 2.14-1 電源設備（常設）の設備仕様 

 

(1) 空冷式非常用発電装置 

種  類      空冷式ディーゼル発電機 

 

 

 

 

 

台  数      ２ 

 

容  量      約 1,825kVA（１台当たり） 

 

電  圧      6,600V 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 燃料油貯蔵タンク（重大事故等時のみ３号及び４号炉共用） 

 

 

兼用する設備は以下のとおり。 

・非常用電源設備 

・代替電源設備 

種  類      横置円筒形 

基  数      ４ 

容  量      約 165m3（１基当たり） 

使用燃料      Ａ重油 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 10.2－1表 代替電源設備の主要機器仕様 

 

(1) 常設代替交流電源設備 

a.ガスタービン発電機 

ガスタービン 

台  数      ２ 

使用燃料      軽油 

出  力      約 3,600kW（１台当たり） 

発電機 

台  数      ２ 

種  類      三相同期発電機 

容  量      約 4,500kVA（１台当たり） 

力  率      0.80（遅れ） 

電  圧      6.9kV 

周 波 数      50Hz 

 

b.ガスタービン発電設備軽油タンク 

基  数      ３ 

容  量      約 110kL（１基当たり） 

 

c.ガスタービン発電設備燃料移送ポンプ 

台  数      ２ 

容  量      約 3.0m3/h（１台当たり） 

全 圧 力      約 0.5MPa[gage] 

 

 

d.軽油タンク 

第 10.1－5表 非常用ディーゼル発電機（高圧炉心スプレ

イ系ディーゼル発電機を含む。）の主要機器仕様に記載する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 10.2.1 表 代替電源設備の主要仕様 

 

(1) 常設代替交流電源設備 

a. 代替非常用発電機 

エンジン 

台  数      ２ 

使用燃料      軽油 

出  力      約 1,450kW（１台当たり） 

発電機 

台  数      ２ 

型  式      防滴保護，空気冷却自己自由通風型 

容  量      約 1,725kVA（１台当たり） 

力  率      0.8（遅れ） 

電  圧      6.6kV 

周 波 数      50Hz 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b. ディーゼル発電機燃料油貯油槽 

第 10.1.3 表 ディーゼル発電機設備の主要仕様に記載す

る。 

兼用する設備は以下のとおり。 

・非常用電源設備 

・補機駆動用燃料設備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

【女川】 

記載の充実（大飯審査実績を参照） 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（代替非常用発電機） 

【大飯，女川】 

設備の相違 

・設備の仕様に差異があるが，重大事故等

対処設備として必要な設備を設けると

いう点において同等である。 

 

 

 

【女川】 

設備・運用の相違（代替非常用発電機の燃

料補給） 

 

【女川】 

設備・運用の相違（代替非常用発電機の燃

料補給） 

 

 

 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

【女川】 

記載の充実（大飯審査実績を参照） 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（燃料油貯油槽） 

【女川】 

設備名称の相違（D/G） 

【女川】 

炉型による非常用電源設備構成の相違 
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赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 重油タンク（重大事故等時のみ３号及び４号炉共用） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・非常用電源設備 

・代替電源設備 

種  類      横置円筒形 

基  数      ４ 

容  量      約 200m3（１基当たり） 

使用燃料      Ａ重油 

 

（参考）美浜３号炉 

燃料油移送ポンプ(※１) 

 

 

 

型  式      歯車式 

台  数      ２ 

容  量      約 3.0m3/h 以上（１台当たり） 

吐出圧力      約 0.5MPa[gage] 

※１ 燃料油移送ポンプは、ディーゼル発電機に含む。 

 

＜内容比較のため再掲(22-1)＞ 

(1) タンクローリー（３号及び４号炉共用） 

 

 

台  数      ２（予備１） 

容  量      ３m3以上（１台当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

e.タンクローリ 

 

 

台  数      ２（予備１） 

容  量      約 4.0kL（１台当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

c. 燃料タンク（SA） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・補機駆動用燃料設備 

型  式      横置円筒形 

基  数      １ 

容  量      約 55kL 

使用燃料      軽油 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

d. ディーゼル発電機燃料油移送ポンプ 

兼用する設備は以下のとおり。 

・非常用電源設備 

・補機駆動用燃料設備 

型  式      歯車形 

台  数      ２ 

容  量      約 26kL/h（１台当たり） 

吐出圧力      約 0.3MPa[gage] 

 

 

 

e. 可搬型タンクローリー 

兼用する設備は以下のとおり。 

・補機駆動用燃料設備 

台  数      ２（予備２） 

容  量      約４kL（１台当たり） 

 

 

 

 

 

f. 代替格納容器スプレイポンプ変圧器盤 

個  数      １ 

容  量      約 1,000kVA 

電  圧      6,600V/400V 

 

 

 

【大飯，女川】 

設備・運用の相違（燃料貯蔵設備） 

 

 

 

 

 

 

【大飯，女川】 

設備・運用の相違（燃料貯蔵設備） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【女川】 

記載の充実（美浜審査実績を参照） 

【大飯，女川】 

設備・運用の相違（可搬型タンクローリー

への燃料汲み上げ） 

【大飯，女川】 

設備の相違 

・設備の仕様に差異があるが，重大事故等

対処設備として必要な設備を設けると

いう点において同等である。 

 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（タンクローリー） 

【大飯，女川】 

設備の相違 

・設備の仕様に差異があるが，重大事故等

対処設備として必要な設備を設けると

いう点において同等である。 

【大飯，女川】 

設備・運用の相違（使用数及び保有数） 

 

【大飯】 

設備・運用の相違（代替炉心注水等） 
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赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

(4) 号機間電力融通恒設ケーブル（３号及び４号炉共用） 

組  数      １ 

電  圧      6,600V 

 

＜女川，泊の記載箇所で比較(24)＞ 

(5) ディーゼル発電機（重大事故等時のみ３号及び４号炉共用） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・非常用電源設備 

・代替電源設備 

エンジン 

台  数      ４ 

出  力      約 7,100kW（１台当たり） 

起動方式      圧縮空気起動 

使用燃料      Ａ重油 

発電機 

台  数      ４ 

型  式      横置回転界磁３相同期発電機 

容  量      約 8,875kVA（１台当たり） 

力  率      0.8（遅れ） 

電  圧      6,900V 

周 波 数      60Hz 

 

＜内容比較のため再掲(23)＞ 

(3) 電源車 

 

型  式      空冷式ディーゼル発電機 

 

 

 

台  数      ２（３号及び４号炉共用の予備１） 

 

容  量      約 610kVA（１台当たり） 

 

電  圧      6,600V 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 可搬型代替交流電源設備 

a.電源車 

＜大飯，泊の記載箇所で比較(27)＞ 

エンジン 

台  数      ４（予備１＊） 

使用燃料      軽油 

発電機 

台  数      ４（予備１＊） 

種  類      三相同期発電機 

容  量      約 400kVA（１台当たり） 

力  率      0.85（遅れ） 

電  圧      6.9kV 

周 波 数      50Hz 

＊ 可搬型代替交流電源設備の電源車，可搬型代替直流電源

設備の電源車又は緊急時対策所用代替交流電源設備の電

源車（緊急時対策所用）として使用する。 

 

b.軽油タンク 

第 10.2－1表 代替電源設備の主要機器仕様「（1）d.軽油

タンク」に記載する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 可搬型代替交流電源設備 

a. 可搬型代替電源車 

 

エンジン 

台  数      ２（予備２） 

使用燃料      軽油 

発電機 

台  数      ２（予備２） 

型  式      回転界磁形同期発電機 

容  量      約 2,200kVA（１台当たり） 

力  率      0.8（遅れ） 

電  圧      6.6kV 

周 波 数      50Hz 

 

 

 

 

b. ディーゼル発電機燃料油貯油槽 

第 10.2.1 表 代替電源設備の主要仕様「(1) b. ディーゼ

ル発電機燃料油貯油槽」に記載する。 

 

 

 

 

【大飯】 

設計・運用の相違（号炉間電力融通設備） 

 

 

【大飯】 

記載箇所の相違（P57-92 へ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（可搬型代替電源車） 

【大飯，女川】 

設備の相違 

・設備の仕様に差異があるが，重大事故等

対処設備として必要な設備を設けると

いう点において同等である。 

【大飯，女川】 

設備・運用の相違（使用数及び保有数） 

【女川】 

記載箇所の相違（P57-53 へ） 

 

 

 

 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（燃料油貯油槽） 
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赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
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灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜内容比較のため再掲(22-2)＞ 

(1) タンクローリー（３号及び４号炉共用） 

台  数      ２（予備１） 

容  量      ３m3以上（１台当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6) 蓄電池（安全防護系用） 

 

 

 

兼用する設備は以下のとおり。 

・非常用電源設備 

・代替電源設備 

型  式      鉛蓄電池 

組  数      ２ 

容  量      約 2,400A・h（１組当たり） 

 

電  圧      129V（浮動充電時） 

 

（参考）伊方３号炉 

   蓄電池（重大事故等対処用） 

型  式      鉛蓄電池 

組  数      ２ 

容  量      約 2,400A･h（１組当たり） 

 

電  圧      129V（浮動充電時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

c.ガスタービン発電設備軽油タンク 

第 10.2－1表 代替電源設備の主要機器仕様「（1）b.ガス

タービン発電設備軽油タンク」に記載する。 

 

d.タンクローリ 

第 10.2－1表 代替電源設備の主要機器仕様「（1）e.タン

クローリ」に記載する。 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 所内常設蓄電式直流電源設備 

a.125V 蓄電池 2A 

第 10.1－3表 直流電源設備の主要機器仕様に記載する。 

b.125V 蓄電池 2B 

第 10.1－3表 直流電源設備の主要機器仕様に記載する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

c. 燃料タンク（SA） 

第 10.2.1 表 代替電源設備の主要仕様「(1) c. 燃料タン

ク（SA）」に記載する。 

 

d. ディーゼル発電機燃料油移送ポンプ 

第 10.2.1 表 代替電源設備の主要仕様「(1) d. ディーゼ

ル発電機燃料油移送ポンプ」に記載する。 

 

 

 

 

 

e. 可搬型タンクローリー 

第 10.2.1 表 代替電源設備の主要仕様「(1) e. 可搬型タ

ンクローリー」に記載する。 

 

 

f. 代替格納容器スプレイポンプ変圧器盤 

第 10.2.1 表 代替電源設備の主要仕様「(1) f. 代替格納

容器スプレイポンプ変圧器盤」に記載する。 

 

 

(3) 所内常設蓄電式直流電源設備 

a. 蓄電池（非常用） 

 

 

 

兼用する設備は以下のとおり。 

・非常用電源設備 

 

型  式      鉛蓄電池 

組  数      ２ 

容  量   Ａ系 約 2,400Ah 

       Ｂ系 約 2,400Ah 

電  圧   Ａ系 約 130V 

       Ｂ系 約 130V 

 

b. 後備蓄電池 

型  式      鉛蓄電池 

組  数      ２ 

容  量   Ａ系 約 2,400Ah 

       Ｂ系 約 2,400Ah 

電  圧   Ａ系 約 130V 

       Ｂ系 約 130V 

 

 

【大飯，女川】 

設備・運用の相違（燃料貯蔵設備） 

 

 

【大飯，女川】 

設備・運用の相違（燃料貯蔵設備） 

 

 

【女川】 

設備・運用の相違（燃料貯蔵設備） 

 

 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（タンクローリー） 

 

 

 

【大飯】 

設備・運用の相違（代替炉心注水等） 

 

 

 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

【女川】 

記載の充実（大飯審査実績を参照） 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（蓄電池（非常用）） 

【大飯，女川】 

設備の相違 

・設備の仕様に差異があるが，重大事故等

対処設備として必要な設備を設けるとい

う点において同等である。 

 

 

 

 

【女川】 

記載の充実（伊方審査実績を参照） 

【女川】 

設備・運用の相違（蓄電池の構成） 

【大飯，女川】 

設備の相違 

・設備の仕様に差異があるが，重大事故等

対処設備として必要な設備を設けると

いう点において同等である。 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

57-53 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）伊方３号炉 

   75kVA 電源車 

 

 

 

 

 

 

 

 

台  数      ２（予備１） 

 

容  量      約 75kVA（１台当たり） 

 

電  圧      210Ｖ 

 

 

 

 

 

 

c.125V 充電器 2A 

第 10.1－3表 直流電源設備の主要機器仕様に記載する。 

 

 

 

d.125V 充電器 2B 

第 10.1－3表 直流電源設備の主要機器仕様に記載する。 

 

 

 

 

 

(4) 常設代替直流電源設備 

a.125V 代替蓄電池 

組  数      １ 

電  圧      125V 

容  量      約 2,000Ah 

 

b.250V 蓄電池 

組  数      １ 

電  圧      250V 

容  量      約 6,000Ah 

 

 

(5) 可搬型代替直流電源設備 

＜内容比較のため再掲(28)＞ 

c.電源車 

第 10.2－1表 代替電源設備の主要機器仕様「（2）a.電源車」

に記載する。 

 

＜内容比較のため再掲(27)＞ 

エンジン 

台  数      ４（予備１＊） 

使用燃料      軽油 

発電機 

台  数      ４（予備１＊） 

種  類      三相同期発電機 

容  量      約 400kVA（１台当たり） 

力  率      0.85（遅れ） 

電  圧      6.9kV 

周 波 数      50Hz 

 

 

 

 

 

c. Ａ充電器 

個  数      １ 

直流出力電圧    129V 

直流出力電流    約 700A 

 

d. Ｂ充電器 

個  数      １ 

直流出力電圧    129V 

直流出力電流    約 700A 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 可搬型代替直流電源設備 

 

a. 可搬型直流電源用発電機 

 

 

 

 

エンジン 

台  数      ２（予備２） 

使用燃料      軽油 

発電機 

台  数      ２（予備２） 

型  式      突極回転界磁形同期発電機 

容  量      約 125kVA（１台当たり） 

力  率      0.8（遅れ） 

電  圧      200V 

周 波 数      50Hz 

 

 

 

 

 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

【女川】 

記載の充実（大飯審査実績を参照） 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（充電器） 

【大飯，女川】 

設備の相違 

・設備の仕様に差異があるが，重大事故等

対処設備として必要な設備を設けるとい

う点において同等である。 

 

【女川】 

設備・運用の相違（常設代替直流電源設備） 

 

 

 

 

【女川】 

設備・運用の相違（常設代替直流電源設備） 

 

 

 

 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

【女川】 

記載の充実（伊方審査実績を参照） 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（可搬型代替電源車） 

【大飯，女川】 

設備の相違 

・設備の仕様に差異があるが，重大事故等

対処設備として必要な設備を設けると

いう点において同等である。 

【大飯，女川】 

設備・運用の相違（使用数及び保有数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

57-54 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

＜内容比較のため再掲(30)＞ 

(4) 可搬式整流器 

整流器 

個  数      １（３号及び４号炉共用の予備１） 

最大出力      約 15kVA 

出力電圧      ０～150V 

出力電流      ０～100A 

降圧変圧器 

個  数      １（３号及び４号炉共用の予備１） 

容  量      約 30kVA 

電  圧      440V/210V 

周 波 数      60Hz 

 

（参考）伊方３号炉 

   可搬型整流器 

個  数      ２（予備１） 

容  量      約 100A（１個当たり） 

出力電圧      ０～150V 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜内容比較のため再掲(29)＞ 

d.125V 代替充電器 

 

個  数      1 

 

直流出力電圧    133.8V 

直流出力電流    約 700A 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a.125V 代替蓄電池 

第 10.2－1表 代替電源設備の主要機器仕様「（4）a.125V 代替

蓄電池」に記載する。 

 

b.250V 蓄電池 

第 10.2－1表 代替電源設備の主要機器仕様「（4）b.250V

蓄電池」に記載する。 

 

＜大飯，泊の記載箇所で比較(28)＞ 

c.電源車 

第 10.2－1表 代替電源設備の主要機器仕様「（2）a.電源

車」に記載する。 

 

 

＜大飯，泊の記載箇所で比較(29)＞ 

d.125V 代替充電器 

個  数      1 

直流出力電圧    133.8V 

直流出力電流    約 700A 

 

e.250V 充電器 

個  数      1 

直流出力電圧    258.7V 

直流出力電流    約 400A 

 

 

 

 

b. 可搬型直流変換器 

 

個  数      １（予備２） 

最大出力      30kW 

出力電圧      150V（使用電圧 125V） 

出力電流      200A 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【女川】 

記載の充実（大飯審査実績を参照） 

記載の充実（伊方審査実績を参照） 

【女川】 

設備・運用の相違（可搬型代替直流電源設

備の構成） 

【大飯，女川】 

設備の相違 

・設備の仕様に差異があるが，重大事故等

対処設備として必要な設備を設けると

いう点において同等である。 

設備・運用の相違（使用数及び保有数） 

 

 

 

 

 

 

 

【女川】 

設備・運用の相違（可搬型代替直流電源設

備の構成） 

 

【女川】 

設備・運用の相違（可搬型代替直流電源設

備の構成） 

 

 

【女川】 

記載箇所の相違（P57-53 へ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【女川】 

設備・運用の相違（可搬型代替直流電源設

備の構成） 

 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

57-55 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜内容比較のため再掲(22-3)＞ 

(1) タンクローリー（３号及び４号炉共用） 

台  数      ２（予備１） 

容  量      ３m3以上（１台当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

f.軽油タンク 

第 10.2－1表 代替電源設備の主要機器仕様「（1）d.軽油

タンク」に記載する。 

 

 

 

 

 

g.ガスタービン発電設備軽油タンク 

第 10.2－1表 代替電源設備の主要機器仕様「（1）b.ガス

タービン発電設備軽油タンク」に記載する。 

 

h.タンクローリ 

第 10.2－1表 代替電源設備の主要機器仕様「（1）e.タン

クローリ」に記載する。 

 

 

(6) 代替所内電気設備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

c. ディーゼル発電機燃料油貯油槽 

第 10.2.1 表 代替電源設備の主要仕様「(1) b. ディーゼ

ル発電機燃料油貯油槽」に記載する。 

 

 d. 燃料タンク（SA） 

第 10.2.1 表 代替電源設備の主要仕様「(1) c. 燃料タン

ク（SA）」に記載する。 

 

 

 

 

 

e. 可搬型タンクローリー 

第 10.2.1 表 代替電源設備の主要仕様「(1) e. 可搬型タ

ンクローリー」に記載する。 

 

 

(5) 代替所内電気設備 

 

a. 代替非常用発電機 

第 10.2.1 表 代替電源設備の主要仕様「(1) a. 代替非常

用発電機」に記載する。 

 

b. 可搬型代替電源車 

第 10.2.1 表 代替電源設備の主要仕様「(2) a. 可搬型代

替電源車」に記載する。 

 

c. ディーゼル発電機燃料油貯油槽 

第 10.2.1 表 代替電源設備の主要仕様「(1) b. ディーゼ

ル発電機燃料油貯油槽」に記載する。 

 

d. 燃料タンク（SA） 

第 10.2.1 表 代替電源設備の主要仕様「(1) c. 燃料タン

ク（SA）」に記載する。 

 

e. ディーゼル発電機燃料油移送ポンプ 

第 10.2.1 表 代替電源設備の主要仕様「(1) d. ディーゼ

ル発電機燃料油移送ポンプ」に記載する。 

 

f. 可搬型タンクローリー 

第 10.2.1 表 代替電源設備の主要仕様「(1) e. 可搬型タ

ンクローリー」に記載する。 

 

 

 

 

【女川】 

設備名称の相違（燃料油貯油槽） 

 

 

【女川】 

設備・運用の相違（可搬型代替直流電源設

備の構成） 

 

【女川】 

設備・運用の相違（可搬型代替直流電源設

備の構成） 

 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（タンクローリー） 

 

 

 

 

 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

【女川】 

設備・運用の相違（代替所内電気設備の構

成等） 

 

【女川】 

設備・運用の相違（代替所内電気設備の構

成等） 

 

【女川】 

設備・運用の相違（代替所内電気設備の構

成等） 

 

【女川】 

設備・運用の相違（代替所内電気設備の構

成等） 

 

【女川】 

設備・運用の相違（代替所内電気設備の構

成等） 

 

【女川】 

設備・運用の相違（代替所内電気設備の構

成等） 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

57-56 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

(7) 代替所内電気設備変圧器 

個  数      １ 

容  量      約 500kVA 

電  圧      6,600V/460V 

 

 

 

 

(8) 代替所内電気設備分電盤 

個  数      １ 

電  圧      440V 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a.ガスタービン発電機接続盤 

個  数      ２ 

定格電圧      7.2kV 

 

b.緊急用高圧母線 

個  数      ３ 

定格電圧      7.2kV 

 

c.緊急用動力変圧器 

個  数      １ 

容  量      約 750kVA 

定格電圧      6.75kV/460V 

 

 

 

 

d.緊急用低圧母線 

個  数      ３ 

定格電圧      600V 

 

 

 

 

 

e.緊急用交流電源切替盤 

個  数      ３ 

定格電圧      600V 

 

f.非常用高圧母線 

第 10.1－1表 メタルクラッド開閉装置（高圧母線）の主

要機器仕様に記載する。 

 

 

 

 

 

(7) 燃料補給設備 

 

a.軽油タンク 

第 10.2－1表 代替電源設備の主要機器仕様「（1）d.軽油

タンク」に記載する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

g. 代替所内電気設備変圧器 

個  数      １ 

容  量      約 300kVA 

電  圧      6,600V/460V 

 

 

 

 

h. 代替所内電気設備分電盤 

個  数      １ 

電  圧      440V 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

i. 代替格納容器スプレイポンプ変圧器盤 

第 10.2.1 表 代替電源設備の主要仕様「(1) f. 代替格納

容器スプレイポンプ変圧器盤」に記載する。       

 

(6) 燃料補給設備 

 

a. ディーゼル発電機燃料油貯油槽 

第 10.2.1 表 代替電源設備の主要仕様「(1) b. ディーゼ

ル発電機燃料油貯油槽」に記載する。 

 

 b. 燃料タンク（SA） 

第 10.2.1 表 代替電源設備の主要仕様「(1) c. 燃料タン

ク（SA）」に記載する。 

 

【女川】 

設備・運用の相違（代替所内電気設備の構

成等） 

 

【女川】 

設備・運用の相違（代替所内電気設備の構

成等） 

 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（代替所内電気設備） 

【大飯，女川】 

設備の相違 

・設備の仕様に差異があるが，重大事故等

対処設備として必要な設備を設けると

いう点において同等である。 

 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（代替所内電気設備） 

【大飯，女川】 

設備の相違 

・設備の仕様に差異があるが，重大事故等

対処設備として必要な設備を設けると

いう点において同等である。 

 

【女川】 

設備・運用の相違（代替所内電気設備の構

成等） 

 

【女川】 

設備・運用の相違（代替所内電気設備の構

成等） 

 

【大飯】 

設備・運用の相違（代替炉心注水等） 

 

 

【大飯】 

記載表現の相違（女川審査実績の反映） 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（燃料油貯油槽） 

 

 

【大飯，女川】 

設備・運用の相違（燃料貯蔵設備） 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

57-57 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

 

 

 

 

 

 

＜内容比較のため再掲(22-4)＞ 

(1) タンクローリー（３号及び４号炉共用） 

台  数      ２（予備１） 

容  量      ３m3以上（１台当たり） 

 

 

 

表 2.14-2 電源設備（可搬型）の設備仕様 

＜女川，泊の記載箇所で比較(22)＞ 

(1) タンクローリー（３号及び４号炉共用） 

台  数      ２（予備１） 

容  量      ３m3以上（１台当たり） 

 

 

 

(2) 号機間電力融通予備ケーブル（３号及び４号炉共用） 

組  数      １（予備１） 

電  圧      6,600V 

 

＜女川，泊の記載箇所で比較(23)＞ 

(3) 電源車 

型  式      空冷式ディーゼル発電機 

台  数      ２（３号及び４号炉共用の予備１） 

容  量      約 610kVA（１台当たり） 

電  圧      6,600V 

 

＜女川，泊の記載箇所で比較(30)＞ 

(4) 可搬式整流器 

整流器 

個  数      １（３号及び４号炉共用の予備１） 

最大出力      約 15kVA 

出力電圧      ０～150V 

出力電流      ０～100A 

降圧変圧器 

個  数      １（３号及び４号炉共用の予備１） 

容  量      約 30kVA 

電  圧      440V/210V 

周 波 数      60Hz 

b.ガスタービン発電設備軽油タンク 

第 10.2－1表 代替電源設備の主要機器仕様「（1）b.ガス

タービン発電設備軽油タンク」に記載する。 

 

 

 

 

c.タンクローリ 

第 10.2－1表 代替電源設備の主要機器仕様「（1）e.タン

クローリ」に記載する。 

 

 

 

 

 

c. ディーゼル発電機燃料油移送ポンプ 

第 10.2.1 表 代替電源設備の主要仕様「(1) d. ディーゼ

ル発電機燃料油移送ポンプ」に記載する。 

 

 d. 可搬型タンクローリー 

第 10.2.1 表 代替電源設備の主要仕様「(1) e. 可搬型タ

ンクローリー」に記載する。 

 

 

【大飯，女川】 

設備・運用の相違（燃料貯蔵設備） 

 

【女川】 

設備・運用の相違（燃料貯蔵設備） 

 

 

【大飯，女川】 

設備名称の相違（タンクローリー） 

 

 

 

 

【大飯】 

記載箇所の相違（P57-50，52，55，57 へ） 

 

 

 

 

 

 

【大飯】 

設計・運用の相違（号炉間電力融通設備） 

 

 

 

【大飯】 

記載箇所の相違（P57-51 へ） 

 

 

 

 

 

【大飯】 

記載箇所の相違（P57-54 へ） 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

57-58 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大飯，女川】 

設備の相違 

・設備の仕様に差異があるが，重大事故等

対処設備として必要な設備を設けると

いう点において同等である。 

 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

57-59 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

  

 

 

 

 

 【大飯，女川】 

設備の相違 

・設備の仕様に差異があるが，重大事故等

対処設備として必要な設備を設けると

いう点において同等である。 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

57-60 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

  

 

 

 

 

 【大飯，女川】 

設備の相違 

・設備の仕様に差異があるが，重大事故等

対処設備として必要な設備を設けると

いう点において同等である。 

【女川】 

設備・運用の相違（代替非常用発電機の燃

料補給） 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

57-61 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大飯，女川】 

設備の相違 

・設備の仕様に差異があるが，重大事故等

対処設備として必要な設備を設けると

いう点において同等である。 

 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

57-62 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

  

 

 

 

 

 【大飯，女川】 

設備の相違 

・設備の仕様に差異があるが，重大事故等

対処設備として必要な設備を設けると

いう点において同等である。 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

57-63 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

 

 

 

  【大飯】 

設計・運用の相違（号炉間電力融通設備） 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

57-64 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

 

 

 

  【大飯】 

設計・運用の相違（号炉間電力融通設備） 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

57-65 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

＜一部，女川，泊の記載箇所で比較(25)＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）伊方３号炉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大飯，女川】 

設備の相違 

・設備の仕様に差異があるが，重大事故等

対処設備として必要な設備を設けると

いう点において同等である。 

【大飯】 

・大飯は所内常設蓄電式直流電源設備と

可搬型直流電源設備による給電を同じ

図に記載している。 

・泊は女川と同様に設備毎に記載してい

る。 

【大飯，女川】 

設備・運用の相違（蓄電池の構成） 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

57-66 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

 

 

（参考）伊方３号炉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大飯，女川】 

設備の相違 

・設備の仕様に差異があるが，重大事故等

対処設備として必要な設備を設けると

いう点において同等である。 

【大飯，女川】 

設備・運用の相違（蓄電池の構成） 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

57-67 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

  

 

 

 

 

 【女川】 

設備・運用の相違（常設代替直流電源設備） 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

57-68 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

  

 

 

 

 

 【女川】 

設備・運用の相違（常設代替直流電源設備） 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

57-69 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

  

 

 

 

 

 【大飯，女川】 

設備の相違 

・設備の仕様に差異があるが，重大事故等

対処設備として必要な設備を設けると

いう点において同等である。 

【女川】 

設備・運用の相違（可搬型代替直流電源設

備の構成） 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

57-70 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

  

 

 

 

 【大飯，女川】 

設備の相違 

・設備の仕様に差異があるが，重大事故等

対処設備として必要な設備を設けると

いう点において同等である。 

【女川】 

設備・運用の相違（可搬型代替直流電源設

備の構成） 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

57-71 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

＜内容比較のため再掲(25)＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）伊方３号炉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大飯，女川】 

設備の相違 

・設備の仕様に差異があるが，重大事故等

対処設備として必要な設備を設けると

いう点において同等である。 

【大飯】 

・大飯は所内常設蓄電式直流電源設備と

可搬型直流電源設備による給電を同じ

図に記載している。 

・泊は女川と同様に設備毎に記載してい

る。 

【女川】 

設備・運用の相違（可搬型代替直流電源設

備の構成） 

【大飯，女川】 

設備・運用の相違（可搬型直流電源用発電

機） 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

57-72 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

  

 

 

 

 

 【大飯，女川】 

設備の相違 

・設備の仕様に差異があるが，重大事故等

対処設備として必要な設備を設けると

いう点において同等である。 

【女川】 

設備・運用の相違（可搬型代替直流電源設

備の構成） 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

57-73 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

00 

 

 

 

 

【大飯，女川】 

設備の相違 

・設備の仕様に差異があるが，重大事故等

対処設備として必要な設備を設けると

いう点において同等である。 

【女川】 

設備・運用の相違（代替所内電気設備の構

成等） 

【大飯】 

設備・運用の相違（代替所内電気設備によ

る直流給電） 

設備・運用の相違（代替炉心注水等） 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

57-74 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

 

 

（参考）伊方３号炉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大飯，女川】 

設備の相違 

・設備の仕様に差異があるが，重大事故等

対処設備として必要な設備を設けると

いう点において同等である。 

【女川】 

設備・運用の相違（代替所内電気設備の構

成等） 

【大飯】 

設備・運用の相違（代替所内電気設備によ

る直流給電） 

設備・運用の相違（代替炉心注水等） 

 



 

泊発電所３号炉 ＳＡ基準適合性 比較表 
第 57 条 電源設備 

57-75 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

灰色：女川２号炉の記載のうち，BWR

固有の設備や対応手段であり，泊３

号炉と比較対象とならない記載内容 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 相違理由 

  

 

 

 

 

 【大飯，女川】 

設備の相違 

・設備の仕様に差異があるが，重大事故等

対処設備として必要な設備を設けると

いう点において同等である。 

設備・運用の相違（燃料貯蔵設備） 

設備・運用の相違（可搬型タンクローリー

への燃料汲み上げ） 

 


